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    「おはようございます、先生」


    　高木修也(たか　ぎ　しゅう　や)は職員室のドアを開け放ち、一直線に元担任の所に向かっていった。


    　かつては同じく学園都市四国(し　こく)の学生だった男は、学園にみかん上水道を設立したことで名を馳せ、今は学園の教師として後進の育成に精を出している。


    　そんな男の元に、修也は招かれて、卒業してからはじめて校舎に戻ってきた。


    「おう、よく来たな高木。どうだ、最近元気か」


    「おかげさまでなんとかやってます。でも」


    「でも？」


    「学生時代のほうが良かったって、毎日思ってます」


    「あはは、この学園の卒業生は大抵そういう。学生時代のほうが良かった、いつまでも学生でいたい、ってな」


    　元担任は楽しそうに笑った。


    「たまに卒業する前からそれを知って、いつまでも卒業しないヤツもいる」


    「それはそれでどうかと思いますけど」


    「しかし、今の時期が一番大変じゃないのか？　仕事の研修と部活の後輩指導、両方やらないといけないんだろ」


    「受け持った後輩は優秀なので、面倒はありません。その分なんとかなってます」


    「優秀な生徒ほどやっかいだぞー。バラと同じだ、美しい程トゲがある」


    「それよりも、急におれを呼びだしたのは何でですか？」


    「ああ、おれのＡＲデバイスを直してもらおうと思ってな」


    　元担任はそう言って、『８』の形をしたコンタクトレンズのケースを差し出した。それを見た瞬間、修也は呼ばれた理由を理解する。


    「デバイス修理ですか」


    「ああ、一昨日から急に遅くなったんだよ。視界の隅っこに変なゴミみたいな小窓が出るし」


    「ウィルスですね。何かしたんですか？」


    「いや、何もしてないぞ。何もしてないのにそうなったんだ」


    「あー、はいはい。何もしてないのに、ですね」


    　修也はメガネを取り出し、かけた。


    「アクセス」


    　声に出して言った途端、目の前に一枚のパネルが浮かび上がる。緑と白をベースにしたサイバーチックなホログラムパネルだ。


    「アドミニストレータ起動。先生、パスワードを教えてください」


    「ゼロ・ゼロ・ゼロ・ゼロ、０が四つだ」


    「あー、はいはい。わかりました」


    　何もしてないのに壊れた。パスワードが００００。


    　役が揃って満貫だな、と修也は思ったが口にはしなかった。


    　元担任のＡＲデバイスにアクセスして、修復作業をする。


    「やっぱりウィルスにかかってますね」


    「直せるのか？」


    「直しました」


    　修也はパネルを消し、メガネを外した。


    「はやいな。もう直したのか」


    「シンプルなウィルスでしたから。それと、先生」


    「うん？　なんだ」


    「みかんの擬人化画像なんてディープなものばかり集めてるから、ウィルスになんてかかるんですよ」


    「それはおれの生きがいだ！」


    　元担任は胸を張って言った。


    　今年で三十になる中年男は、この学園で生まれ育ち、人生のほとんどをみかんに捧げてきた男だ。


    　口癖は「人間は四十歳になったら自分のみかんに責任を持たないといけない」だが、その意味を理解する人間はほとんど存在しない。


    　それで用事が済んだので、修也は久しぶりに会う元担任と雑談をかわした。


    　それが小一時間くらい続き、修也は帰ろうとし、元担任は見送るため一緒に職員室を出た。


    　日はまだ高く、授業が行われている時間帯。教室の中から聞こえてくる授業の音を聞きながら、廊下を一緒に歩く。


    「懐かしいか？」


    「ええ、すごく。全然変わらないな、って」


    「そりゃあ変わらないさ。お前が卒業してそんなにたってないし、そもそもこの１２１校舎は昔からこんな感じだ」


    「そうですね、みんな真面目に勉強してるところなんか昔のままです」


    　足をとめて、ドアの小窓から教室の中をのぞき見る修也。


    　ドアの上にある電光プレートに「四国史」と表示されている教室の中で、生徒達が授業を受けている。


    　それをみて懐かしむ目をする修也に、元担任が呆れた表情をして、言った。


    「アホ抜かせ、何百とある校舎のなかで、ここが一番問題児揃いだ。今も昔もな」


    「そんな事ないですよ、他の校舎と違って、みんなちゃんと授業を受けるために校舎まで来るじゃないですか。授業の現場出席率はダントツトップのはずですよ」


    「それが一番の問題だ。授業なんて今どき普通は校舎までこない、みんなネットで済ませてしまう。校舎まで来るのは─」


    　元担任が言った瞬間、教室の中から歓声が沸き上がった。


    　まるでスタジアムでスポーツ観戦をする客のような、純粋な歓声。


    「─こういう問題児ばかりなんだ」


    「あはは」


    　元担任が言う、修也は苦笑いした。


    　教室の中から聞こえてくる声がそれを証明する。


    「もうはじまったのか？　チャンネルはどこ」


    「いつもどおり１２１だ！」


    　修也は昔を懐かしむ気持ちでメガネ型のＡＲデバイスを掛け、起動させた。教室の中から聞こえてきた懐かしいチャンネルに接続する。


    　瞬間、デバイスの骨伝導で声が聞こえてくる。


    「さあまもなくスタート時間となります。こちらかつら町(ちょう)二丁目繁華街、通称城下町(じょう　か　まち)よりお届けしております。それではスタートを前にまずは二人の選手に意気込みを伺いましょう」


    　音声と一緒に端末に映し出されるのは見知った繁華街で、そこにまだ高校生にしかみえないが紺色のスーツをまとって、マイクを持ってレポーター風にしている少女の姿がある。


    　少女のそばに制服姿の少年が二人いて、片方は制服姿の少女をお姫様だっこしていて、もう片方は細長い抱き枕を抱えている。


    　レポーターはお姫様だっこの少年にマイクを向けて、インタビューをした。


    「それではまずこちらからインタビューしましょう。鷹山(たか　やま)くん、今の心境を」


    「愛は負けない。大下(おお　した)はおれが守る」


    「ば、ばか……」


    　鷹山という少年がだっこしている、大下という少女が恥ずかしさに顔を手で覆ってしまう。よほど恥ずかしいらしく、耳の付け根まで真っ赤に染まっていた。


    　二人のコメントの直後に歓声やはやしたてる声が聞こえる。ネット越しではない、教室の中から聞こえる声だ。


    「さすが鷹山だな」


    「あいつらしいコメントだ」


    「ＡＩＳＨＩＴＥＲＵパンチの使い手だもんな」


    「毎回毎回公開処刑だもんな、いいかげん大下ちゃんが不憫(ふ　びん)になってくる」


    　教室内がざわめく一方で、インタビューが更に続く。


    　レポーターの女子がもう一人の少年にマイクを向けて、聞いた。


    「織田(お　だ)くん、勝算はどれくらいあると考えてますか？」


    「拙者は負けないでござる、セーラたんがついていてくれる限り、拙者は無敵でござる。愛は無敵なのでござるよ」


    　織田と呼ばれた少年は抱えている抱き枕を見せつけるようかざしつつ、熱く語った。


    「あれはなんだ？」


    「セーラちゃんってキャラの抱き枕カバー。おととしに限定五枚しか生産されなかった、一枚五十万シャノンもするプレミアムなやつだ」


    「うそ、あんなの五十万シャノンもするの？」


    　教室内の生徒が驚いているのも知らず、レポーターの女子が熱く語り出す。


    「はい、エントリーされたお二人のコメントでした。レースが始まる前に、今見はじめた視聴者にもわかるように説明します。今から鷹山くん、織田くんの二人にそれぞれ愛するものを抱いたままレースをしてもらいます。コースは城下町商店街を一周し、各チェックポイントを全て回ること、それだけです」


    「ノールールってことか」


    「乱闘ありのクロスカントリー、まあいつも通りだな」


    　教室内から聞こえてくる感想に、修也も同感だった。


    　こういう突発的なイベントはこの学園では日常茶飯事の類にはいる。


    「愛するものを抱いたまま走る。そう、愛のため！　どっちの愛がより強いかを決めるために、愛するものを抱いたまま街を一周して、どっちがより早いかを勝負します。先にゴールした方がより愛が強いとわたしは思います！　というかわたしも誰かに抱かれて走りたいです！」


    　女子レポーターの語りに熱が入り、願望丸出しになった。


    　修也はくすりと笑う。


    　ランチキ騒ぎを好む学園生が突発的に始めたイベント、いつも通りだ。女子レポーターの後ろで騒ぎを聞きつけた「コロッケさん研究会」が一儲けしようと出店をせっせと設置しているのも、またいつも通りである。


    　そんないつも通りの光景の中、レースが始まった。


    　スターターピストルの合図で、鷹山・織田の二人が一斉に走り出した。カメラは二分割して、二人を追いかけている。


    「この技術、第三放送研が絡んでるのか」


    「言われて見ると、カメラが顔をぴったり追っかけてる」


    「でも第三放送研ってこういうイベントに参加してくるっけ？」


    「今の部長になってから積極的に参加するようになったみたいだぞ」


    　へえ、と修也は思いながら、実況画面をじっと見つめた。


    　スタート直後こそ並んでいたが、抱きかかえているものの重さのせいか、人間ではなく抱き枕を持っている織田が次第にリードしはじめた。


    「おおっと、これは予想外の展開か、まさかの織田くんリード！　これ鷹山くん、愛が足りないのかあ!?」


    　ノリノリのレポーターに、教室内から様々な声があがっている。


    「ばか、愛じゃなくて純粋にあっちの方が軽いんだよ。ただの抱き枕だぜ」


    「お前の方こそばかだ、知らないのか？　織田のあの抱き枕って百キロ近くあるんだぜ？」


    「はあ？　なんでそんなに重いんだよ、ただの抱き枕じゃん」


    「あまいな、あいつはいつかメイドロボが出来たときのために、今からその重さに耐えられるように重しの入った抱き枕で毎日鍛えてるんだ。メイドロボちゃんに重すぎるから抱けないっていったら傷付くだろ」


    「メイドロボちゃんだと？　てめ、織田の回し者か」


    「ちっ、ばれたか！」


    　教室の中からドカン、バキッという音が聞こえてくる。なにやら場外乱闘が始まった様子だ。


    「ただいま情報が入りました。情報によりますと織田選手の抱き枕は重さ九十一キロらしいです。まさかのヘビーウェイト！　これはどういう事なのでしょうか！　ここで情報を提供してくれたシース・コーン・ハーレムスキーくんにお話を聞いてみたいと思います。シースくん、この九十一キロというのはどういう事なのでしょう」


    「うっす、ド○ミちゃんの体重だって師匠言ってたっす」


    「はあ、ドラ○ちゃん」


    「うっす、ド○ミちゃんは妹型ロボットのはしり、そして最高傑作だと師匠は言ってたっす。だから敬意を表して抱き枕をその重量にしたっす」


    「な、なるほど。でもドラ○ちゃんは妹型ロボットというより、ドラ○もんと同じく猫型ロボットなのでは」


    「違うっす！　ド○ミちゃんは猫型ロボットじゃないっす、おれの嫁っす」


    「は、はあ……ということです」


    　レポーターの困り果てた顔を最後に、画面は再び鷹山と織田のデッドヒートを映し出す。


    　画面の中、商店街を疾走する二組。安定して織田がリードしているので、勝負はこのまま決まってしまうのか─と思ったその時。


    「ふはははは！　天川(てん　かわ)遊侠(ゆう　きょう)、参上！」


    　スクリーンの中で、走っている二人の間に一人の少年が高笑いしながら割り込んできた。


    　長身だがやせぎすの少年は、他と違って小柄な少女にだっこされていた。


    「おおっと、これは驚きです。乱入、乱入です。なんとあの天川くん・佐々さんのコンビが乱入してきました。しかしどういう事でしょうか、なんと佐々さんが天川くんをお姫様だっこしています！　男女逆でもお姫様だっこって言うのでしょうか!?」


    　レポーターの少女が興奮した様子で実況する。


    「ふははははは、愛の重さを競うレースなら重い方が抱かれるのは道理！」


    「水を二リットル……飲んできました」


    　ノリノリの天川・佐々ペアを加えて、レースは進行していく。


    　先頭をひた走る抱き枕を肩に担いだ織田、その後ろにお姫様だっこをする鷹山に、少し離れて追走する逆お姫様だっこの天川。


    　修也はＡＲデバイスで三人の事を検索に掛けた。すぐに詳しいプロフィールがインターネット百科事典・ShikokuPediaに出てくるくらい、三人は有名人だった。


    　いずれも名の通った実力者三人のデッドヒートに、教室内は大いに盛り上がっていた。


    　しかし、まだ最高潮に達していなかった。


    「おおっと？　ここで四人目の参戦者か」


    　レポーターが叫ぶなり、二十歳前後の青年が、苦い顔をしながら額縁付きの写真を三つ抱えて先頭の織田に併走してきた。


    「なんと藍野(あい　の)くんです、藍野宣司(せん　し)くんです、抱えているのは歴代彼女の遺影か!?」


    「藍野氏！　藍野氏は拙者のじゃまをするつもりでござるか」


    「いや、おれは別に来たくなかったんだが……」


    　宣司がつぶやくと、彼の言葉を引き継ぐように遺影がしゃべり出した。


    「楽しそうなので参加します」


    「別に勝つつもりは無いから気にしないで」


    「うん、負けさせて、それをネタに、夜な夜なこいつの枕元にたつのが目的だから」


    　と、モノクロの写真が一斉にしゃべり出した。


    　教室内は霊異現象だ！　と騒ぎ出す者もいれば、バカ知らないのか、と物知り顔で新しく乱入してきた者の解説を始める者もいる。


    「確かに恋人さえ抱いていれば乱入オーケーというルールでしたが、それにしても遺影というのは軽すぎていかがなものかと私は思います……すみません、また連絡が入りました。えっとこれは─督戦委員会です！　なんと督戦委員会からのメッセージです！」


    　レポーターが言うと、観客たちがこの日いちばんの盛り上がりを見せた。


    　督戦委員会。委員会という名前だが部活の一つである。学園になにか争いや勝負事があったときによく絡んでくる部だ。


    　独自に開発したシステムを使い、あらゆる勝負事において公正なジャッジを下す事で有名な集団。その集団が絡んでくると言うことは─ほとんどの学園生が固唾をのんで成り行きを見守った。


    「ええっと……読みます、『生離死別ノ重サヲ参戦資格ト認ムニ至当』です、おおっとこれは盲点でした、そうです、確かにそうでした。重いです、あの遺影はものすごく重いです、日本語は奥が深かった！」


    　スクリーンの中と同じように、生徒たちもわぁっと盛り上がった。


    「高木先輩！」


    　盛り上がるのをよそに、一人の男子が修也に気づき、やってきた。


    「おまえは……？」


    「銀行部の後輩っす、霧崎(きり　さき)っていいます」


    「ああ」


    「よかった高木先輩がいて。ちょっとばかり協力してほしいんっす」


    「協力？」


    「はい、これからトトカルチョを開くんですけど、先輩、そういうシステム作るの得意なんですよね。簡単なものでいいんで、ちゃちゃっと作ってくれませんか？　もうけの三割はお渡ししますんで」


    「これから？　もうレース始まってるぞ」


    「またまたー、とぼけないでくださいよ先輩。この楽園のイベントがこの程度、ゴールした程度で終わる訳ないのしってるでしょうに」


    「楽園か……そりゃそうだ」


    「ってことで、お願いします！」


    「しかし……」


    　隣を見ると、元担任はいつの間にかいなくなっていた。


    　まるで「好きにやってくれ」と言わんばかりの消えっぷりだ。


    「……あの人もかわらないな。こういう時はいつも見逃してくれる」


    「みかんハゲですか？　まああの人も元学園生っすから」


    「そうだな」


    　苦笑いする修也。むかしはそれを事なかれ主義だと思っていたのだが、最近になってそうじゃないぞと思い始めた。


    　教室の中を見た。


    　学生の身分でなくなって、外から見るようになって初めて分かる。


    　この学園の学生は─楽しい。


    　いつも楽しそうにバカをやっている。


    　輪の中にいるときはひたすら楽しいだけだったのだが、外に出てそれを「まぶしい」と感じるようになった。


    「お願いします、先輩！」


    「仕方ないな」


    　霧崎のお願いに、修也は「ふっ」と笑った。


    　


    　研究学園都市四国、別名─楽園都市。


    　


    「学生達のパラダイスに、ちょっとだけ協力するか」

  


  
    第１章　伊予島の隠者

  


  　


  　


  「おばちゃん、缶コーヒー頂戴」


  「はい、１００シャノンね」


  　駅のホームにある売店で、修也は店先の端末に手をかざす。最先端のバイオメトリクスを搭載した端末は瞬時にネットワークにアクセスして、彼の口座から品物の代金を引き落とした。


  　支払いの確認もそこそこに、人の良さそうなおばちゃんから１９０ｇのスチール缶を受け取った、受け取ったそれをプシュと音を立てて開けて、ぐいっと飲み干した。


  　苦さと甘さがほどよくブレンドされた地域限定のコーヒーが頭から眠気を追い出す。


  　子供の頃から愛飲しているそれは長い年月をへて本土にも輸出されるようになった人気商品だが、一方で「あんなものはコーヒーなんかじゃない」と反発するコーヒー愛好家も多い曰く付きの品である。


  　空き缶になったそれをくずかごに捨てて、ホームに向かい黄色い線の前に立った。


  　彼はメガネ型のＡＲデバイスを起動させて、まずは電車の運行状況を確認する。ネットワークから更新した最新の情報によれば人身事故もなく、三分後に予定通り電車が到着するようである。


  　その次はニュースを確認した。まだ研修生の身ではあるが、職業柄、修也は常に最新のニュースに、それも経済ニュースにアンテナをはっていなくてはならない。


  「やっほー、修也」


  　親しい口調と共に、一人の美少女が隣に並んできた。


  　ブラウスとプリーツスカートを纏(まと)った高校生の美少女だ。容姿は顔は十人中十人が「あり」と即答する程綺麗だが、片目にだけいれている『コンタクトレンズ』でオッドアイに見えて、美しさの上にスパイス程度のミステリアスさが添えられている。


  　一色麻衣(いっ　しき　ま　い)、修也とは部活の先輩後輩という関係だが、まるで長年の友人であるというような空気が二人の間にある。


  「よう」


  「聞いたよ聞いたよー、さっきのレースで胴元に絡んで大もうけしたんだって？　なんかおごってよ」


  「知ってるぞ、おまえが大穴を当てておれ以上に儲かってるって。おまえがおれにおごれ」


  「ユー、センパイ。ミー、コウハイ。つまり？」


  「敬語を使えってことだな」


  「ちっがーう！　おごれって言ってんの」


  　麻衣は地団駄を踏んで、言った。その仕草もなかなかの愛嬌があって、可愛らしいなと修也は思った。


  「お・ご・れ！　お・ご・れ！」


  「わかったわかった。何か考えとくから」


  「やたっ」


  　喜ぶ麻衣の姿を見て、我ながら甘いなと修也は思った。


  「そだ。ねえ修也、昨日のニュース見た？」


  「昨日の？」


  「ほら、筒山(つづ　やま)ラボとエコ地球部が共同で開発した新しいバッテリーのニュース」


  「ああ、それか」


  　修也は頷き、ＡＲデバイスを操作して、ニュースサイトを表示させつつ、言った。


  「見たよ、ハイブリッドとか電気自動車に搭載するやつだろ」


  「そう、それ！　すごいよね、充電効率と容量がもう文字通り桁違いじゃない。アレを回生ブレーキを一緒に積んだ時市街地でもリッター60キロ弱だって。リッター60キロよ!?　エネルギーの回収率半端ないよね！」


  　麻衣は熱の籠もった口調で語り出す、見た目は正統派美少女だというのに、彼女はそういうマシンやハード的な物が大好きなマニアだ。


  　つい先日も、彼女につかまって一晩中延々とオートパイロットと法令との関係や、最新型の全周囲モニターによる駐車の楽さを聞かされ続けたのが記憶に新しい所だ。


  　らしさ全開の語りっぷりに、修也は思わず莞爾(かん　じ)と笑みをこぼす。


  「おまえは本当そういうの好きだよな」


  「当然でしょう、リッター60だよ60、軽く見積もって６割、下手したら倍近く燃費が向上するんだから、興奮しないわけないじゃん」


  「でもさ、ニュースを見てたから分かるけど、それたしかものすごく高かったよな。実際に製品化されてすぐにその新しいバッテリーを積んだとして、６割の燃費向上はどれくらい乗れば元とれるんだ？」


  「元とるとかそういうのじゃないの、リッター60キロで走りたいんだよ」


  「そっか」


  　そう言いつつも、修也は今ひとつ理解していなかった。ただ道楽でそれをしようとしていることだけはよく分かったので、それ以上突っ込むのは無粋だと思った。


  　会話がそこで一段落して、修也は自分のＡＲデバイスに意識を集中させた。


  　


  　それは近年この学園都市四国で開発されたもので、メガネやコンタクトレンズに直接映像を投影し、既存のコンピュータとしてだけではなく、仮想世界を構築し、使用者に様々なメリットをもたらす事ができる超小型のデバイスだ。


  　かつてのパソコン、そしてスマートフォンの究極の進化形とその分野の教科書に書かれているしろものである。


  　その便利さと技術の進歩たるや、かつての蒸気機関に匹敵する発明だと言われている。


  　


  「あれ？」


  　それを使って同じようにインターネットから情報をチェックしていた麻衣だが、ふと何かを見つけた様子で声を上げた。


  「どうした」


  「今本土のローカルニュースが送られて来たんだけど」


  「閑静な住宅街で財布をひったくられたって事件が起きたよ」


  「ああ、現金強盗か」


  　この街になじみのない言葉に、修也は一呼吸遅れてそれの意味を理解する。


  「そう。もう、これだから日本人は、今時普通のお金なんか使ってるからひったくりにあうんだよ。全部シャノンにしちゃえばそんなことはないのに」


  「日本人、か」


  　麻衣の言葉、その前半に修也は引っかかりを感じた。


  「そっか、修也は本土出身の日本人だっけ」


  「生まれだけな。どうやらおれは東北の生まれらしいけど、物心ついたらもう四国(こ　こ)にいたんだよな。そういうお前は四国生まれの四国人だったな」


  「うん」


  　麻衣は胸を張って答えた。


  「修也には悪いけど、あたしは日本人全員がバカだって思ってる」


  「はは」


  「もうね、四国も日本からいい加減独立しちゃえばいいのに」


  「そんなことできるわけないだろ？」


  「そう？　あたしは意外と簡単にできると思うよ。ちょっと前ならいざ知らず、今の四国は経済も技術も全部日本を上回ってるんだから。負けてるのは国土の面積と人口と情けなさくらいなんじゃないかな」


  「そうだな」


  　修也は麻衣を刺激しないように、慎重に相づちを打った。


  　一色麻衣、彼女は一言でいえば「四国独立派」の人間である。


  　


  　四国、それは今や一つの巨大な自治体として日本人の間に認識されていた。


  　行政上は相変わらず四つの県を擁する四国地方と区分されているものの、二十世紀中盤に起きた四国技術革命の結果、一種の学園都市、いや学園国家という様相を呈していた。四国全土を一つの学園に見立てた幼稚園から大学までの一貫教育を行う超巨大マンモス校であり、研究施設でもある。


  　技術のるつぼとも言われるそこは次第に本土よりも技術が発達し、今では完全に本土を抜き去っていた。


  　もっとも代表的なのが皆が使っているＡＲデバイスだ。メガネやコンタクトレンズ型をしたそれを常用している四国と、未だ前時代の遺物であるスマートフォンやパソコンを使っている本土。


  　自らが進んでいるという意識と、海を隔てているという地理的な制約。


  　その二つの事が合わさって四国の人間はいつしか自らを四国人と呼ぶようになり、本土の人間を日本人だとして区別するようになった。


  　現実には同じ憲法の下にある同じ国の地方自治体だが、実態は自治権を持ち、連邦下の独立国家のような様相を呈している。


  　その名も、研究学園都市四国。


  　その中の一部の人間が、日本から独立せんと虎視眈々(こ　し　たん　たん)と機をうかがっている。


  　


  　修也はその事をしっているが、彼はそれに大して興味はない。人生のほとんどを四国で過ごしたが、一方で東北……本土の生まれという背景もある。


  　故に彼は自分の事を日本人だと思っている。


  　四国では彼のような人間を外様(と　ざま)扱いする気運があるので、麻衣がそういう事を言い出したときはなるべく話をそらそうとする努力をしている。


  「でも、シャノンに統一すべきなのはそう思うな。何しろ─」


  「あたしたちが儲かるしね」


  「銀行部が、な」


  「一緒だよ一緒、われら働く故に銀行部あり」


  「原形が滅びかけてるぞ」


  　修也は苦笑いで突っ込んだ。


  　


  　シャノン、それはこの四国に存在するローカルな電子通貨の名前である。


  　レートは常に日本円に追従していて、１シャノン＝１円と法律で定められている。


  　自由経済に反しているため必要ないという声もあるが、レートそのものよりも、最先端技術を誇る四国では実体貨幣の円ではなくシャノンという電子貨幣に統一する事自体に大きな意味をもつ。


  　システムの完成度の高さ、そして利便性の高さから、四国では経済のまわりが本土に比べて一割も向上しているという実験データがある。もしも日本全土にシャノンが取り入れられれば相乗効果で、バブル経済の時すら越える未曾有の景気が訪れると主張する学者もいるほどだ。


  　それが実現したらシャノンの開発者は一夜にしてＯＳ会社の創業者をしのぐ富豪に成り上がると言われているが、様々なしがらみからおそらく実現しないのは火を見るより明らかだ。


  　


  　冗談を言い合っているうちに電車がやってきたので、二人は一緒に電車に乗り込んだ。


  　電車の中では老若男女問わず、皆がＡＲデバイスをつけている。


  　デバイスは様々な形のものが存在する。修也がつけている普通のメガネ型や、麻衣がつけているコンタクトレンズ型のものがある。


  　また職業柄それが必要な人間はサングラス型にしたり、紳士を気取る者達のためにモノクル型のデバイスも存在している。


  　多種多様のデバイスが、四国人の間に浸透している。電車の中でも、ほぼ全員がそれでゲームをしたり、動画を見たり、本を読んだり、ネットをしたりしていた。


  　修也もその中のひとりだ。彼はデバイスををつかい、仕事の前準備をした。


  　眼球がグリグリと動いて、それだけで操作する。最新型のデバイスはほとんど眼球の動きと、一部脳波だけで操作できるほど進化している。


  　子供の頃からＡＲデバイスがある環境で育ってきたので、彼は慣れた様子で、器用に書類をチェックした。


  　細かいミスを一つずつ直していき、それが終わりかけた時の事だった。


  「きゃあああ」


  　離れた所から悲鳴があがる。目を向けると、一人の女が床に倒れ、まわりが避けるように円状に広がっていた。


  　修也は即座に近づいていき、悲鳴をあげたＯＬ風の女性に問うた。


  「なにがあったんですか？」


  「わ、わかりません、急にふらふらってなって、それで倒れたんです」


  「急に？　まずいな……ちょっと失礼」


  　修也は意識を失って倒れている彼女に形ばかりの断りをいれて、金縁メガネ型のデバイスにそっと触れる。目を閉じて、手と手をつなぐイメージを思い浮かべた。


  「エマージェンシーアクセス、ＩＤ７７４９３４７」


  　─アクセス。


  　機械音声が聞こえてきたので、成功したと分かった修也は更に続けた。


  「バイオモニターを表示」


  　音声操作した修也のデバイスに次々とグラフとデータが表示される。


  　修也のものではない、倒れている女性のものだ。


  「どう？」


  　背後から麻衣が聞いてきた、心配そうな声だ。


  「持病無し、既往症無し、心拍呼吸─これは」


  「どうしたの」


  「血糖値が極端に低い」


  「低血糖症ね！」


  　がやがやするまわりの人間にむかって修也がいう。


  「だれか、甘いもの持ってませんか」


  「ぼ、僕が」


  　ひとりの男子生徒が手をあげる。


  「勉強用に持ち歩いてるブドウ糖なんだけど、これでもいいですか」


  「下さい」


  「待って」


  　手を伸ばす修也を制止する麻衣。


  「今調べたけど、昏倒までした人間は固形物を飲み込めないから、こういうときはジュースかなんかがベストらしいの」


  「ジュースか」


  「あの、うどんジュースなら持ってます」


  「うどんジュース？　それは甘いのか？」


  「はい、素材由来の甘さと飲んだ時ののどごしと満腹感がやみつきの─」


  「麻衣！　それでいけるか」


  　能書きを遮りつつジュースを受け取って、麻衣に聞く。この学園にはとんでも食品が多いが、今重要なのはその成分だ。


  　聞かれた麻衣は眼球をグリグリ動かして検索してから、大きくうなずいた。


  　修也はジュースの紙パックを裂いて、中身を女性の口の中に流し込む。その後も修也が彼女のバイオモニターをチェックしつつ、麻衣がネットで応急処置を調べて彼に告げる。


  　ＡＲデバイスになれた二人のコンビネーションもあって、しばらくして、女性がゆっくりと目を覚ます。


  　まわりがほっとして、歓声を上げるのだった。


  　


  　女性は何度も何度も礼を言いながら、救急隊員の付き添いでホームの向こうに消えていった。急患によって遅延が生じた事は早速ネット上に反映されていて、修也はそれを密かに確認していた。


  　動き出す電車の中、麻衣が話しかけて来た。


  「なんとかなってよかったね」


  「ああ」


  「しかし、あの女の人……日本人だったじゃん」


  「え？」


  　何でいきなりそういう話になるんだ、と、修也は驚愕(きょう　がく)した顔で麻衣を見た。


  「さっき修也が彼女のデバイスにアクセスしてるのを見てたけど、バイオモニターにほとんどログがなかったよ。最低限の体重も身長も、なにもかも」


  　苛立たしげに吐き捨てる麻衣。彼女の説明に、修也は遅れてその理由に気づいた。


  「あっ、そうか、俺たち四国育ちは常に記録しろって子供の頃から言われてきたもんな」


  「うん、小学校の時防災訓練の後にいつも言われるよね。修也だって記録はしてるんでしょう？」


  「まあ、最低限は」


  　修也はうなずく。その通りだ。


  　今みたいな突発状況が起きた時のために、デバイスに日頃の健康状態を記録するのは四国人として当たり前の事だ。ＡＲデバイスが完全に日常の一部、いや体の一部になっているからこその考え方である。逆にいえば本土の人間にはそれがないので、麻衣はそこから彼女が四国人ではないと推測したのだ。


  「もう、こういう時にあるのとないとじゃ段違いなのに。毎回毎回運が良かったなんてならないんだから」


  「まあ、転勤か出張だろう、しょうがないよ」


  「ふん」


  　鼻を鳴らして、仏頂面で窓の外を見る麻衣。やはり彼女は日本人と四国人の区別意識が凝り固まっている、そこは触れないでおこうと修也は思った。


  　ふと、修也は異変に気づいた。電車の中がどうしてかざわめいているのだ。


  　さっきのように震源地があるざわめきからではない、あっちこっちに、無作為に起きているのだ。


  　訝(いぶか)しんで、電車の中をみわたすが、やはり特に何か起きている訳ではない。


  　はて気のせいだろうか、と修也が思っていると。


  「修也！」


  　麻衣が血相を変えて話しかけて来た。


  「どうした」


  「どうしたって、気づいてないの？　ニュースを見て、テレビの方！」


  「ニュース？」


  　修也はデバイスを操作して、テレビ機能をオンにした。


  　一呼吸あけて、そこにニュースが流れる。


  『巨大隕石の接近により、シャノンの機能が全て停止する恐れがあるとの発表が─』


  「シャノンが機能停止？」


  　驚きが口をついてでた。それをきいた車内にいる人間が反射的にＡＲデバイスを使った。


  　パニックが、波紋を描くかのように広まっていった。


  　


  　　　◆　　　


  　


  　学園都市・四国には星の数ほどの部活がある。


  　文芸部や演劇部、野球部といったオーソドックスなものから、大道芸部、お掃除部など「おっ」と思いながらも理解できるものまで、果ては成人式部、双子とあそ部、画鋲(が　びょう)の先端を見つめる部といった訳のわからないものまで存在している。


  　趣味でやっているもの、実用性を追い求めるもの、実際に学園に深く関わって稼働しているもの。


  　この学園都市における部活の有り様は様々だが、銀行部、というのはその中でも特に学園運営に深く関わっている部活の一つだ。


  　


  　


  　物理的な制約を飛び越えたＡＲの仮想空間。そこで、会議が行われていた。かつてのオンラインミーティングをＡＲ技術で更に進化させて、あたかも、視覚的に同じ空間にいるかのような感覚をもたらす事ができるもの。


  　実際は四国の各地に散らばっていて、一番遠いものたちは互いに二百キロ離れている。


  　最新技術を使った会議の参加者はほぼ現役の学園生で、銀行部の幹部たち。いずれもシステム開発に長(た)けた優秀な生徒達だ。


  　総勢七名、通称七人会議と呼ばれる集まりだ。


  　その生徒の一人が仮想空間に資料を並べて、報告を行っていた。


  「─であるため、一部報道機関で喧伝(けん　でん)されているようなシャノンの消失は現実的に起こりえないと判断いたします」


  「本当に起こらないと言い切れるのか？」


  　違う生徒が聞いた。現銀行部の部長で、この会議の議長でもある少年だ。


  　その質問に、報告した少年が躊躇(ちゅう　ちょ)なく答えた。


  「ないとは申しません」


  「なら─」


  「─しかし確率で言えば24時間以内に小惑星が三回連続で地球に衝突するのと同程度のものです。実際の数字は資料の最後の方にあります」


  　まわりは全員ほっとした。報告する生徒のアバターの後ろに、数字の０がずらりと並んでいたからだ。小数点以下十桁を越える低い確率は、そのまま安心感に繋がった。


  「あらゆる可能性の試算から実際に起こりえる確率はこのような数字となりました。ですので、実質ないと断言できます」


  「まあ、この確率なら確かにゼロって言ってもいいよな」


  「この確率があたるとしたら逆にそれを見たい」


  「おいおい、そうなったら大変だぞ？」


  　そこかしこから私語が聞こえてくる。安堵したからか、冗談を言い合う人間も出てきた。


  　実際数字に出されると確かにゼロではないが、実質ゼロと言ってもいい。それに、ここにいるほとんどの人間が安堵した。


  　彼らは文字的な表現よりも、実際の数字がだす確率の方が信用出来るタイプの人間だ。


  　しばらくして雑談の波が引き、それを待っていたように部長が口を開く。


  「なら、問題はないと言う事だな」


  　空気が緩んだまま、しかしある程度の緊張感まで引き戻した一言。相当の統率力を感じさせる。


  　部長も、周りの男達も。彼らはこの会議を終わらせようという空気を出していたが、修也はあえて空気を読まなかった。


  「部長」


  「どうしました先輩─ゴホン。どうした高木」


  　部長は言いかけた言葉を飲み込んで、きりっとした顔で応じた。


  　修也は七人会議のメンバーではない。銀行部のＯＢとして、オブザーバーとして参加しているだけだ。


  「現実的にシャノンの消失があり得ないのは分かりました。しかしその噂についてはどう考えてますか」


  「噂？」


  「はい、こちらをご覧下さい」


  　修也はコンタクトレンズの機能を使い、あらかじめ用意したデータを公開した。


  　さっきの生徒と同じく、仮想空間に大きく表示させた。


  　コンタクトレンズで全員にデータが行き渡ったことを確認してから、修也は話を続けた。


  「今回のシャノン消失騒ぎに関するインターネット上での噂です」


  　修也の言葉で、会議の参加者がにわかにざわめき出す。


  「この噂は急速な広まりを見せています。『シャノン』『消失』の二つのキーワードでの検索は報道される前は十万件程度でほとんどが大した内容ではないのですが、報道されてからは一時間に五万件の勢いで増加し、内容も緊迫したものになってます」


  「……」


  「更にこの報道がなされてからシャノンを管理する銀行部の部価は急落し、ストップ安となっております」


  「部価は問題だな」


  「そうだよな、はっきりと数字に出るだけに、叩きやすい」


  「第四新聞部の連中、おれらの事を目の敵にしてたぞ、間違いなく叩いてくる」


  「それで更に部価は下がる、負の連鎖だ」


  　ヒソヒソ声が聞こえる。


  　数字でひとまずは安心した部員たちが、数字でまた危機感を覚えた格好だ。


  「シャノンそのものの対策の必要性がないのはその通りだと思いますが、こちらの方には対策が必要だと思われます」


  「……」


  「それについてはどうお考えですか」


  「……」


  　部長は答えなかった、部員達も答えなかった。


  　修也の質問が予想外すぎて、そこに頭が回らなかった様子だ。


  　結局、それに答えられる部員はこの中にいなかった。


  　


  　


  　会議が終わったあと、ＡＲ空間との接続を切った修也。


  　意識が現実世界に戻ってくる。町中心部にある雑居ビル、最上階の角部屋。


  　そのすばらしい景観を持つ部屋に、修也と、そして麻衣がいた。


  　制服姿の麻衣はお茶がはいった湯飲みを、修也が座っている机の上に置いた。


  「お疲れ様、修也」


  「ありがとう」


  「でもいいなあ、修也。七人会議に出られて。あたしもそこに出られるようになりたいな」


  「おれから推薦しとくか？　今いる七人のうち二人は今年卒業するから、その代わりのメンバーとして」


  「ううん、いい」


  　麻衣は笑顔で首を振った。


  「いいのか？」


  「うん、だってここは楽園じゃん？」


  　そう話す麻衣の笑顔はすばらしく晴れやかなものだった。


  「純粋に実力が評価されるべき楽園都市だよ。ここでそんなズルやったら、それこそ日本人と同じじゃん」


  「そうか、じゃあ頑張れ。センパイとして技術的なものはいくらでも教えてやるから」


  「ありがと！」


  　麻衣は満面の笑みで頷いた。


  　修也は銀行部のＯＢで、麻衣は銀行部に所属している現役学園生。


  　二人の関係を一言であらわすのなら、個人事務所の雇い主と従業員という感じだ。


  　麻衣は毎日学園の授業が終わった後、卒業して独り立ちした修也の事務所にやってきて、雑用兼実習をしている。


  　明るく、賢く、吸収が早い麻衣の事を修也は密かに気に入っている。


  「そうだ、ねえ修也」


  「どうした？」


  「早速新しいアプリを考えてるんだけど、ちょっと相談にのってくれる？」


  「新しいアプリか。その口ぶりだとまた銀行部と関係ないものをつくったな」


  「あったりー」


  　麻衣は楽しげに笑う。


  「コンタクトレンズタイプの発光機能を使ってさ、光を前方に収束させるだけのアプリ。発光するまではいいんだけど、上手く光の方向性が調節できないんだ。機能としてはちゃんと成立するけど使ったときまぶしくてさ─」


  「待て待て、とりあえず待て」


  　修也は手をかざして、麻衣の説明を止めた。


  「とりあえず、それ何のアプリだ？」


  「うん？　いま目が光るアプリって言わなかった？」


  「言ったけど、なんでそんな事をするんだ？」


  「だって目が光るんだよ、目が光るんだよ」


  　まるで重要な事だと言わんばかりに、麻衣は同じ台詞を二回言った。


  「アクセス」


  　そしてコンタクトレンズで部屋の管理システムに接続して、電気をけした。


  　薄暗くなった部屋の中、麻衣の目が光り出した。


  　まるで暗闇に住まう猛獣の如く、瞳が光り出したのだ。


  「ほら、こんな感じで」


  「それで何かあるのか？」


  「かっこいいでしょ！」


  「かっこいい？　それだけ？」


  「うん、あ、あといろんな色を出せるよ。ＲＧＢの組み合わせ次第でどんな色も出せるけど、とりあえず七色─虹に限定した」


  　そう言って、目の光る色を変えていく。青から順番に変わっていき、最後は赤になる。


  　麻衣が言った通り、虹色の光だ。


  「かっこいいでしょ」


  「ごめん、かっこよさがわからない」


  「かっこいいじゃないの。まあいいや、そこまでは修也に求めてないもん。それより光の方向の調整、なにかアドバイスちょうだいよ」


  「……そうだな」


  　修也はあごを摘(つ)まんで考えた。


  　何のためのアプリなのかはわからないが、技術的な問題点を解決するアドバイスをしてやることはやぶさかではない。


  　そして実際、それを解決するだけのテクニックを彼は持っている。


  　修也はいくつか案を出した。麻衣はそれを、うってかわった真剣な顔で聞き入った。


  　オンオフの切り替えがしっかりしてて、真面目で、出来のいい後輩を修也はかなり気に入っていた。


  　


  　


  　翌日の昼。


  　修也と麻衣は電車に乗って、巨大ショッピングモールにやってきた。野球場二十個分ほどもある広大な敷地に作られたショッピングモールは、テナントだけではなく、世界中の有名なサーキットと協力して、そのミニチュアサイズのカートコースが併設されている期待のレジャースポットだ。


  　開店を一ヶ月後に控えたそこに、銀行部メンバーとしてシステム構築にきたのだ。


  「本日はお忙しいところご足労いただきありがとうございます」


  　モールの表に、修也たちを出迎えた三人の男が頭を下げた。


  　男たちはいずれも仕立てのいい、一目でつるしではないとわかる上質なスーツを着ている。年齢も二人が三十代くらいで、真ん中の禿(はげ)ちらかした一人が五十近くと、ふつうの企業ならそれなりの役職に就いているであろうものたちだ。


  　それが修也たちにへこへこしている。


  「紹介します。こちらが本日メインで作業する一色麻衣です。現役の銀行部部員で、おれは彼女の付き添いです」


  「そうでしたか！　わたくしこういうものです」


  　そう言って、中年男の目玉がぐりぐりと回った。ほかの二人も同じようにする。


  　麻衣はそれに戸惑って、修也をみた。


  「名刺交換だ。学生ＩＤで応じれば大丈夫だ」


  「そっか、わかった！」


  　四国では名刺も学生証も電子化されている。私人の名刺とは違って、学生だけが持つＩＤはシャノンレベルのセキュリティで管理されていて、身分を明かす手段として最上級の法的効力があり、マナーでももっともよいとされている。


  　学生ＩＤの交換を拒否することがほぼ敵対意志を示すとされているくらい、良くも悪くも大事なものだ。


  「えっと……」


  　麻衣はこっちをみた、修也は目線で「がんばれ」と伝えた。


  「じゃあ、システムの所に案内して」


  「はい！　こちらです！」


  　重役と思(おぼ)しき男が麻衣を先導する。


  　シャノンのみを通貨とする四国において、銀行部の実質的な権力は絶大なものだ。システムを秘匿するために技術を表に出さないことから、銀行部は一切のシステム構築を他者に委託することなく、銀行部員の手で行っている。翻ってそれは、四国で商売をするものは銀行部に逆らってはいけないと言うことになる。


  　難癖をつけずとも、シャノン決済システムの構築の依頼に、「慎重を期すため」に一週間遅らせるだけで大変なことになる。


  　決済するシステムがなければ当然の如く商売が出来ない。故に、四国の商売人にとって銀行部は逆らってはいけない存在だ。


  　その状況で銀行部が増長するかと言えば、そんな事にはなっていないのが現状だ。


  　銀行部には七人会議というものがあり、公益に反する行動、銀行部員倫理にもとる行動をしたものは会議にかけられ、すぐに退部させられてしまう。


  　今の所それの自浄作用が上手く働いている。


  　そんな先人達が築き上げてきた信用が相手の態度に出ている。


  　修也と麻衣はほとんど無人のモールの中を通って、離れた所にある建物に入った。


  　そこでエレベーターが来るのをまつが、麻衣が訝しむように聞く。


  「地下じゃないんだ」


  「こういうシステムは地下には置かないんだ。なんでか知ってるか」


  　修也は先輩として、指導役として麻衣に問いかけた。


  　案内する男達は怪訝な顔をしたが、目配せして何も言わないように頼んだ。


  　麻衣は悩んだ。腕組みして唸(うな)った。


  「ヒント、天気」


  「天気？」


  　麻衣は外を見た。外は雲一つなく、からっと晴れている。


  「天気……晴れ……曇り……雨……あっ、分かった！」


  　麻衣はぱあっ、と顔をほころばせた。


  「雨でしょ！」


  「そうだ。地下にあると、台風とかが来たときに水没するからな。実際大昔に地下においたデータセンターが水没した事件がある。その反省から地上の階に作られるようになった。ついでに言うとこうして独立した建物になってるのにも訳がある」


  「えっと、うん、分かった！」


  　今度は答えるのが早かった。


  「今度は火でしょ！」


  「正解。延焼を防ぐためだ。よく分かったな」


  「なんとなく江戸時代を思い出したんだ」


  「破壊消防だな、うん、そういうことだ」


  　修也は満足げに頷いた。


  　彼は非常に麻衣の事を気に入っている。学習能力が高く、教わったものの応用も利く。


  　そうこうしているうちにエレベーターがやってきた。


  「ささ、こちらへどうぞ」


  　中年男の案内で二人はエレベーターに乗り込んでいった。


  　


  　深夜、ハイヤーに修也と麻衣が乗っていた。


  　仕事が終わった後、相手が用意してくれたものである。


  　銀行部員はあからさまな接待を受けてはならないという規定があるが、このハイヤーは修也の判断で使わせてもらった。


  　深夜で電車がないこともあり、麻衣が年頃の女子だと言うこともある。


  　一仕事終わった後のハイヤーは許される範疇(はん　ちゅう)だろうという判断だ。


  「すっごいね、あたし、こんないい車はじめて乗ったよ」


  「あまり吹聴しないようにな。七人会議で目をつけられたら大変だから」


  「だめなの？」


  「これくらいは大丈夫だろうけど、いい顔をされない。場合によっては形式的な弾劾も受けてしまうかもしれない。まあ、やめた方が無難さ」


  「へえー」


  　麻衣はシートに深く体を沈めた。


  　車ながら、超高級なシートは座っているだけで一日分の疲れを丸々吸い取ってくれそうなくらいすばらしいものだ。


  「そういえば修也」


  「うん？」


  「さっきあたしが作業してたとき眉をひそめてなかった？」


  「……よく見てたな」


  「なんかまずい事やっちゃった？」


  「まずい事はやってない、非効率的なことをやっただけだ」


  「非効率的なこと？」


  「とりあえずレッスンワンと行くか。次同じ規模の仕事が来たら日付変わる前に帰れるように」


  「うん！」


  　応える麻衣に、修也は今日の反省点を伝えてやった。


  　彼女はやはり、学習能力が高かった。


  　


  　


  　次の日の夕方。


  　電車に乗って帰宅した修也、自宅の最寄り駅の駅舎を出て、商店街に足を踏み入れる。


  「あれ？」


  　すぐに、彼は違和感を覚えた。


  　立ち止まり、辺りを見回して、違和感の正体を探る。


  　違和感の正体はすぐに分かった。


  「まだ夜の八時なのに……店が全部閉まってる？」


  　そう、駅前の商店街の店は全部閉まっていたのだ。


  　ほとんど、ではない。


  　入り口から見える限り、全ての店のシャッターがおりている。まるでゴーストタウンのようだ。


  　それでいて、行き交う通行人の数は普段と変わらない。会社帰りのサラリーマン、塾帰りの学生、待ち合い用のベンチでいちゃいちゃする若いカップル。３６５日駅前広場で歌いながら執筆しているノベライドル部所属の小説家。


  　そこはいつも通りだった。


  　日常と、非日常。


  　それらがない交ぜになる、非常に不思議な光景を作りあげている。


  「どうしたんだろう」


  　つぶやきながら、修也は『コンタクトレンズ』を使って検索する。地元の商店街の名前で、情報を新しい順に並べ替えさせる。


  　営業時間が変わったと言う情報も、何か事件が起きたりイベントがあったりという情報もない。


  　この街は……少なくともネット上ではいつも通りのままだ。


  　修也は気になって、すぐには帰らず、商店街を当てもなくさまよった。


  　慣れた街を五分ほど歩いてから、ようやく一軒だけ開いている店を見つけた。


  　明滅を繰り返す古い看板に「ノイマン」と描かれている店で、ＡＲデバイスを主に扱っている。


  　本体からパーツ、果ては非合法すれすれのアプリ……ネットじゃ扱えないようなアングラなアプリでもここなら手に入るという、マニアの間で有名な店だ。


  　商店街で唯一開いているそこに入る。


  「おう」


  　中の光景はいつも通りのものだった。六畳ほどの小さな店に様々なＡＲデバイスとその部品が並べられ、カウンターの向こうにひげ面に年季もののエプロンを着けた顔見知りの店主がいる。


  　店主は修也の顔を見るなり、低いが意外な美声で話しかけてきた。


  「お前さんか、ちょうど良かった」


  「ちょうど良かった？　どういうことですか？」


  「お前さんがほしがりそうなものがとうとう手に入ったんだ」


  　店主はニカッと豪快に笑う。


  　その顔に、修也はにわかに期待を持つようになる。


  「なにか入荷したんですか？」


  「12年生産の最新式タッチホログラムモジュール」


  「なんだって！」


  　驚きと喜びが入り交じった声を上げる修也。


  　


  　


  　四国が開発したＡＲデバイスは、操作方法で大きく三種類のタイプに分別される。


  　一つはメガネ型に、物理のボタンを取り付けてそれで操作するもの。


  　もう一つはコンタクトレンズ型で、眼球の動きや脳波によって操作するもの。


  　そしてもう一つ、同じくメガネ型ながら、レンズをほとんど補助と割り切って、操作も表示も空中にホログラムのパネルを映しだしてそれを使う、旧世紀の映画に登場するようなもの。


  　物理ボタン型は主に中高年の間で需要が高く、入門機や簡易機として今でもコンスタントに端末が生産されている。


  　一方でコンタクトレンズ型は今の主流で、性能も高く直感的に操作できることから、市場の九割方はこっちのタイプが占めている。


  　その中間にあるホログラム型はどっち付かずで、大して操作が簡単なわけでもなければ直感的でもない。さらにホログラムを空中に映しだす事から、どうしても他の二つのタイプより消費電力が多い。


  　ホログラム型で販売された最新端末は三年前にリリースされたという事だけでも、いかに大衆受けしない……市場がないというのがよく分かる。


  　しかし、修也はそのホログラム型が大好きな人間だ。


  　


  　


  「中古品ですか？」


  　店主に聞く修也。口調が明らかに興奮していて、瞳を少年のように輝かせている。


  「いいや未使用品だ」


  　店主はいったん店の奥に引っ込んだ、次に戻ってきた時は手に小さな箱を持っていた。


  　それをカウンターの上におき、修也にすーと差し出してきた。


  「うそでしょう？　12年式モジュールですよ？　信じられない」


  「Ｚコード走査済みの、正真正銘の未使用品だ。おれの方でも開封してないし、なんならこの場であらためてスキャンさせてもいい」


  「こんなものがなんで残ってたんですか？」


  「どっかの倉庫でホコリをかぶってたものらしい、大昔に予約したがとりに来なかった客のものだ。それで上手く残ってたんだな」


  「うわ……って、未使用品でこのシリアル……ってことは」


  　箱を手に取ってマジマジと見つめていた修也がある事に気づく。


  　ハッとして、店主を見つめる。


  「ああ、ファームウェアはマニア垂涎(すい　ぜん)のｖｅｒ０．９９だろう。開封してないが……逆に未開封でそのシリアルなら間違いないだろう」


  　店主は意地悪な笑みを浮かべながら修也に聞く。


  「どうだ、いるか？」


  「下さい」


  　修也は即答した。これまで金額を一度も聞いていないのにその決断はまさしくマニアのそれだ。


  　彼はカウンター横の端末に手をかざして、生体認証を使いシャノンで決済した。


  　四国特有の決済方法だ。


  「毎度あり。ここで取り付けていくかい」


  「いやいい、勝手につけちゃうと後で怒られる」


  「ああ、あの娘(こ)だな」


  　店主は得心顔でうなずく。


  　この店は麻衣もひいきにしている店だ。今のように時折とんでもない掘り出し物を仕入れてくる事がある。ソフトでは修也にかなわないが、ハードではうってかわって修也よりも更にディープな麻衣にとっては天国のような店だ。


  　当然、店主も彼女の事をよく知っている。


  　それでニカッと歯を見せて笑った訳だ。


  　修也は自分のものになったモジュールの箱を大事そうにカバンにしまった。


  　予想外の事で大分話がそれたが、修也はこの店に入った理由を店主に話す。


  「それより、今日は何があったんですか？　商店街が全部しまってるんですけど」


  「なんだ、お前あのニュースを知らないのか？」


  「あのニュース？」


  「そうだ、隕石の接近でシャノンがだめになるってやつだよ」


  「それは知ってますけど、でも銀行部が記者会見をしましたよね。シャノンは大丈夫だって」


  「おれもそう思う」


  　ヒゲ面の店主はうなずくが、ただでさえ渋い顔が更に渋くなる。


  「こんな商売をしてるからな、銀行部が大丈夫だって事くらいはわかる。それにな、そもそも貨幣ってのは信用の上になりたってる、発行元の信用の上にな。それはシャノンでも変わらない」


  「うん」


  「貨幣の信用が失われたら国(しこく)の権威が地に落ちちまう。だから国は何があってもシャノンを死守するし、スーパーハッカー集団の銀行部なら大丈夫だろうってわかる」


  「なら─」


  「だがな」


  「えっ？」


  「他の店はそこまでわからない。特に老人連中……未だに老眼を言い訳にしてメガネ型を使ってる連中だ。奴らはシャノンシステムの事をよく知ろうとしないから、だめになるかもしれないって怯(おび)えてる」


  「だめに？」


  「ああ、今ネットにある噂が現実のものになった場合シャノンは完全に消える、普通の貨幣とは違って紙くずにすらならないって訳だ。そんな消えてしまうかもしれないようなものと大事な商品を交換したくないってんで、みんな早々に店を閉めたって訳だ」


  「そうですか……」


  　つぶやきながら、修也は『コンタクトレンズ』でネットを調べた。


  　今度はキーワードを変えて検索する。


  　噂を起点にした臨時休業や早期閉店で調べてみた。


  　そこから様々な情報が得られた。


  　どうやらこの商店街だけではなく、四国のあっちこっちで似た様な事が起きているらしい。


  　閉店するだけならまだいいが、一部ではこの騒ぎに便乗して値上げされている商品も現れている。


  　シャノンの消失はまだ噂レベルだが、既に実害が出始めていた。


  　ネット上では恨み言があふれて、ちょっとした騒ぎになっていた。


  「……」


  「まあ、大した騒ぎにはならんだろう。みんな日々の生活がある。シャノンが安心なものだっていう確証が得られればすぐに元に戻るさ」


  「そうですね」


  「何かあればパニックになるのが人間だが、のどもと過ぎれば、ってのもまた人間だ。何年後かになって笑い話になるさ、かつてパニックになってトイレットペーパーを買いに走ったときのようにな」


  「そうですね」


  　そうであることを祈る。


  　そんな事を思いながら、修也はその店を後にし、帰宅した。


  　その晩、彼はネットで騒ぎを、朝方まで追いかけ続けた。


  　


  　


  　翌日の昼休み、修也は事務所近くの公園にいた。


  　定期的に水を吹き出す、夜になればライトアップされる噴水の真っ正面にあるベンチに腰掛けた。


  　ひざの上にラップでくるまれた手作りのおにぎりが一つぽつんとおかれている。さっき、そこの路上販売で買った物だ。


  　昼休みになって昼食のために街に出てきたのだが、昨日からの騒ぎが続いていて、ほとんどの店が閉まったままだ。


  　商業区域にあってそれは異様な光景だったが、行き交う通行人達には危機感がまるでないように見えた。ほとんどの人間がＡＲデバイスに付いているカメラを使って写真をとり、ネットで公開したり知り合いと共有したりしていた。


  　そんな中何とか腹ごしらえするために街をさまよったのだが、結局店は見つからず、最後の砦(とりで)である、チェーン経営のコンビニでも激辛のラーメンだけを残して商品が一掃されたあとという有様だった。


  　そこで出会った路上販売で、普段の倍はする……しかし最後の一つのおにぎりを購入したわけである。


  　ラップをといて、口に運ぶ。味が普段通りなのが不幸中の幸いだった。


  　修也はコンタクトレンズ型のＡＲデバイスでネットを検索する。


  　実体験と変わらず、ネット上もさんざんだった。


  　昨日から始まった騒ぎはまったく収まっていなかった。それどころか悪化すらしている。


  　そして、悪化のしかたがひどかった。


  　ほとんどの人間がこの騒ぎを一時的なものだと捉えていた。その上であれをすれば得する、これをやらないと祭りに乗り遅れる。


  　こういった意見がほとんどだった。一部でシャノンの安全性を疑う論説も張られていたが、そのようなものはツチノコの目撃証言というレベルと同じでまともに相手にされていない。


  　シャノンに携わる人間からすれば信用されていることの裏返しでもあるのでほっとするのだが、この騒ぎはいかにも良くないと彼は思った。


  　おにぎりを全部腹の中におさめて、辺りを確認するように見渡す。


  　だれもこっちのことを気にしていないことを確認すると、彼はデバイスであるカテゴリーを検索した。


  　


  　部価。


  　


  　独自の文化をはぐくんできた四国では、株式のことを株価ではなく、部価と呼ぶ。


  　学生が運営に深く関わり、活動単位が部活であることから、自然とそうなっている。


  　その部価に、銀行部に関わる人間はプライベートで関わることは禁じられている。


  　破れば、最悪で実刑─懲役刑もあり得る重大な犯罪だ。


  　それでも修也はどうしても気になって、調べた。


  　自分のデバイスのＩＤをたどられないように、何重もの偽装を施してから、部価を調べる。


  　そうして調べた情報はある意味予想した通りのものだった。シャノンに関わりをもつほとんどの部活の部価がストップ安─暴落をしている。


  　金額にして、ざっと数百億シャノン規模の資産がどこかに溶ける様に消えてなくなったということになる。


  　修也はため息をついて、今度はデバイスについているテレビをつけた。


  　どの時代になってもしぶとく生き残り続ける昼のワイドショーでは、識者らしき男が不安を煽(あお)る発言を繰り返している。


  　それを技術者の男が論理的に安全だと説明するも、識者の男は感情論で危ない、もし何かあったらどうするんだと繰り返す。


  「典型的な文系と理系だな……」


  　識者と技術者の交わらないやりとりはこのまま最後まで水掛け論のままで終わるだろう。最後までみる意味はないので、修也はそっと閉じた。


  「大丈夫……なんだよな」


  　ベンチに背中をもたせかけて、つぶやく様に言う。


  　この騒ぎの全ては「シャノンが消えるかもしれない」という事から始まっている。そのシャノンはよほどの事でもない限り……隕石が三つ連続で落ちてくるのと同じ確率の事が起きない限りは大丈夫だ。


  　だから、この騒ぎはすぐに収束するはず。


  　理屈で言えばそうだ、だが、修也の胸の中に得体の知れない不安があった。


  　何か悪い予感がする、漠然とした不安だ。


  　彼は引き続きネットで検索した。


  「シャノン」を起点にして、様々な情報をたどる。そこから情報を仕入れて、自信を補強して、もやもやを消そうとしている。


  　しかし、幾ら検索しても同じ情報ばかりが出てきた。


  　当然である、指数関数的に言及された数が増えているとはいえ、昨日から始まった騒ぎで、根拠のない噂が起点だ。


  　探しても新しい何かが見つからないのは当然だ。


  　が、それでは胸騒ぎがおさまらないのが今の修也である。


  「コンタ型ではらちがあかないな」


  　もっと多くの情報を集めるために……何よりそれらを比較して違う情報を取り出すために。


  　修也は使い慣れた、状況にあっているデバイスに変えようとした。


  　コンタクトレンズ型のそれを外し、カバンの中からメガネ型のものを取り出す。


  　それを見て、昨日買った小箱を思い出す。


  「後で麻衣に改造してもらわないとな」


  　つぶやきながら、メガネを掛ける。


  　瞬間、メガネの下にある目がすぅと細まる。


  　きりっとした、凜然とした顔つきに変わる。


  「アクセス」


  　雰囲気のせいか、つぶやく声までもが変わったように聞こえる。


  　その声で、メガネ型のＡＲデバイスが起動する。


  　修也の目の前にパネルが浮かび上がった。緑と白の、ホログラムのパネルだ。


  　修也はそれに触れて、指を走らせる。


  「アドミニストレータ起動、制限解除、マルチパネルモード」


  　直後、正面にあったパネルがまるで分裂したかのごとく、左右にそれぞれ一枚同じサイズのパネルを生み出した。


  　パネルが三枚になって、修也は更に速いスピードでその上に指を走らせていく。


  　複数のパネルから同時に大量の情報が映し出される。


  　


  　人間の目の構造上、コンタクトレンズ型のＡＲデバイスは眼球近くにつけられているので、一度に見られる情報量はそれほど多くない。物理的な制約上仕方ない事とされていて、いくつかの部活で解決するための研究が進められていて。おれ天才部というふざけた名前の部活がそれの解決に一番ちかいとされている。


  　一方でメガネ型も似たような問題を抱えているが、メガネ型はその大きな筐体(きょう　たい)を使って、大容量のバッテリーとモジュールを搭載し、ホログラムに映し出す事でその事を解決した。


  　しかしメガネ・ホログラム型は主流にはならなかった。


  　理由は操作性と利便性。ほとんど眼球を動かすだけで操作できてしまうコンタクトレンズ型に対し、旧世代のインターフェイスを今でも使っているホログラム型では一般使用者には受け入れられなかった。


  　市場の主流になったのはコンタクトレンズ型で、ホログラム型は駆逐された。


  　余談だが、ホログラム型よりも更に古めかしい物理ボタンを搭載するメガネ型は逆に中高年から一定の需要があったので、市場に生き残る事ができた。


  　今となっては、一部の人間のみがこのホログラム型を使っているだけになった。


  　


  　修也は慣れた手つきで操作して、情報を得て、比較していく。


  　複数の情報を比較して、新しいものだけを抽出し、それに目を通す。


  　細かい情報をゲット。ふと、情報の中に引っかかりを覚えた。


  　シャノンとは関係ないが、比較すると情報に微妙な違和感が。


  　それが果たしてなんなのか……深く追求しようとした、その時。


  「こんにちは」


  　真横から声をかけられた。目を向けると、高校生くらいの美少女がこっちをまっすぐ見ている。


  　彼は首をかしげて、美少女に聞き返した。


  「おれに言ってるの？」


  「はい、となり、いいですか？」


  　そう聞く彼女は、しかし修也が返事するよりも先に隣に座ってきた。


  　それでぶつかる訳ではないのだが、修也は癖で、慌ててホログラムを引っ込めた。


  「わたしの名前は美沙(み　さ)って言います、よろしく」


  　聞かれてもいないのに美沙は自ら名乗った。何だろうか、という疑問と微かな不審感が密かに頭をもたげてくるが、愛嬌のある笑顔にほだされ、修也もとりあえずは名乗ることにした。


  「おれは修也……まあ、よろしく」


  　彼女に倣(なら)って名乗ってはみたのだが、それで話題が途切れてしまった。


  　女子高生らしき美少女、思春期の女の子。さらに初対面とくれば何を話せば良いのかなんて、分かるわけもなかった。


  　技術的な話ならいくらでも出来る、彼はそういうもので三日三晩不眠不休で討論するのを苦にしないタイプの人間だ。が、日常的な会話になると途端に何を話せば良いのか分らなくなってしまう。


  　自然、二人の間に沈黙が流れる。


  「ねえおじさん」


  「修也です」


  　さすがにおじさん呼ばわりされるのは心に来るので、修也は即座に訂正した。


  　すると美沙は口元を押さえて、クスクスと鈴を転がす声で笑う。


  「ごめんなさい、わたしのおじさんくらいの歳だったから」


  「そこまでの歳でもないぞ」


  「でも、おじさんはもう学生じゃないんですよね？　だったらこの街じゃおじさんだ」


  「……一理ある」


  　四国はそういうところがある、学生と、そうではない人間をはっきりと分けたがるところが。


  　卒業して、学生じゃなくなったからおじさん……というのは四国では一般的な考え方だ。


  「それより、ねえおじさん」


  「わざわざおじさんはやめてくれ、おれは修也─」


  「おじさんは、ＡＲデバイスに詳しいみたいだね」


  「……そこそこだよ」


  「えー、でも普通の人はこういうメガネタイプのデバイスって使わないよ、今時みんなコンタじゃない」


  「あっちの方が簡単に扱えるからなあ」


  「じゃあおじさんは難しい方を使ってるんだね、すごいね」


  「いやそういう意味じゃないけど」


  「ううん、すごいよ。わたし、周りにこういうタイプのを使う人全然いないから。おじさんはすっごいと思うよ」


  「ありがとう」


  　微苦笑しつつ、礼を言う修也。


  　さっきからやけに持ち上げられるけどどういう事だろう、と密かに思う。


  「それに、さっき見たけど、おじさん株もやってるんでしょう」


  　修也はどきっとした。


  「実際にはやってない、たまに見るだけだ」


  　彼は意識して、特定されるような単語を使わないようにして答える。


  「そうなの？」


  「ああ、社会情勢とか読めるからな。特に今日みたいな騒ぎの時は、そこからいろいろ読める事もある」


  「シャノンの騒ぎのことだね」


  「ああ」


  「それ、ちょっとおかしい話だよね」


  「うん？」


  　修也は隣を見た。


  　まっすぐこっちを見つめている美沙と目があう、長いまつげに整った目鼻立ち、掛け値無しの美少女に少しどきっとしたが、それよりも好奇心の方が勝った。


  「おかしいって、どういう事？」


  「隕石が近づいてて、その磁気の影響でシャノンが使えなくなるかもしれない、最悪今までのシャノンが全部消えておシャカになるかもしれない……のが今回の騒ぎだよね」


  「ああ」


  　うなずき、目線だけで先を促す。


  「でもさ、シャノンってこの国だけじゃなくて、全世界で使われているよね」


  「そうだな、全部シャノンに切り替えたのは今の所四国だけだけどな」


  「なのに、他の国ではまったくニュースになってないのっておかしくない？」


  「え？」


  「日本ですらなってないんだよ」


  「なんだって」


  　驚く修也。彼は美沙の反対側にパネルを出して、同じキーワードをそれぞれ違う二つのサイトで検索した。片方は普段使っている四国発の高性能な検索エンジン─通称刹那システムを使ったサイトで、もう片方は日本のサイトだ。


  　そして出た同じような見出しの……隕石接近の記事を改めて見比べた。


  　四国のそれは隕石の影響まで記事にしているのに、日本のものは隕石が接近すると言う事しか書かれていない。


  　当然、シャノン消失の騒ぎでアクセス数がうなぎ登りの四国版とはちがって、ただの隕石接近の記事である日本版のはほとんど閲覧されていない様子だ。


  「ね、おかしいでしょ。日本だけじゃないんだ、他の国もこうなんだよ」


  　美沙の言うとおりだった。今度は海外のニュースサイトを表示させて、翻訳アプリと同時に動かして調べていった。


  　驚く程に、シャノンの事は騒ぎになっていない、それどころか触れられてすらいないのが現状だ。


  「……まあ、シャノン一本に絞ったのは四国だけだから、四国が大騒ぎになるのは仕方ないさ」


  「そうかな」


  「ああ、そうだ」


  「そっか、そうだね。でもさ、この話も普通の人は気づかないよね」


  「どういう事だ？」


  「あのね、おじさんは自分で検索してるからそうやって見比べられるじゃない。でも普通の人はもっと簡単な検索をするでしょう？」


  「ああ、刹那システムだな。表示される情報量が少ないから、ある程度サーバーと端末が処理して、情報を最適化して表示させてくれる機能だ」


  「うん、そっちだとどう検索しても出てこないんだよ、この違いが」


  「─っ」


  　瞬間、修也は息を飲んだ。


  　彼はさっき自分が覚えた違和感の正体に気づいた。


  　これだったのだ、ホログラム型の端末による詳細検索と、今主流のコンタクトレンズ型端末による最適化検索─刹那システム。


  　前者は様々な情報が入ってくるのに対して、後者の情報はどこか画一的で差がない。


  　まったく分からない内は気持ち悪かったが、理由さえ分かってしまえばどうって事はない、と修也は思った。


  「まあでも、システムがちゃんと機能している証拠だよ。情報の最適化、いらないものを省いてほしいと思ったものだけを流してくれる訳だから」


  「そうだね。でも、それって怖いよね」


  「怖い？」


  「うん、だってさ、今コンタ型って九割近くの人が使ってるんでしょう」


  「ああ」


  「それを使ってる人がみんな処理された情報しか手に入れられないって事は─情報統制もしやすいって事だよね」


  「情報統制って、そんな大げさな」


  「大げさかな？」


  「そうだよ、情報の最適化を情報統制っていわない─」


  「でも、深く調べたら逮捕された人がいた」


  「え？」


  「それを探ったら逮捕された。ここまで来ると情報統制だよね」


  「なんだそれ、そんな噂、どこからも聞こえてこないけど？」


  「情報統制されてるんだもん、知らないのは当然だよ。それに、噂じゃない」


  「えっ？」


  「噂じゃ、ないよ」


  　美沙の顔が一変。真剣な─怖いくらい真剣な顔つきになった。


  　今までの明るい美少女から、修也の知らない世界の住人のような表情に変わる。


  「わたしの兄さんがそうだから」


  　修也は驚愕した。


  　


  　


  　夜、修也は自宅にいた。


  　その日の午後はまったく何も出来なかった。公園で出会った美沙の言葉が脳裏に張り付いて離れなかったから。


  　情報統制。


  　それを行う事は、技術的に充分可能だと修也は判断した。


  　コンタクトレンズ型の端末が搭載している刹那システムの機能は、違うメーカーの端末でも根っこは同じものをそのまま使っている。つまりコンタクトレンズ型である限り、最適化検索で出てくる情報はみんな同じだ。


  　そしてそれは、一次情報どころか二次情報ですらない。


  　誰かが発信して、サーバーと端末によって処理・最適化された三次情報だ。


  　見方を変えれば、最適化によって軽く情報統制されているようなものだ。


  　それでいいのだろうか、と修也は思った。


  　それは、彼が生粋の四国人ではなく、本土で生まれたと言う事と関係がある。


  　四国で生まれた人間は四国発の技術を盲信している節がある。


  　四国の技術は世界最高で、最新鋭のものであると。


  　実際、科学分野において四国が世界をリードしているのは間違いない、だからその考え方も本質的に危ういが、実用上はまったく問題ない。


  　しかし刹那システムの意外な実情を知った修也はそれを見過ごせなかった。


  　本当に情報統制されているのか、それとも最適化検索した結果そう見えるだけなのか。


  　それを調べたくなった、真実を知りたくなった。


  　が、美沙はこういった。それを調べたから、自分の兄は逮捕されたのだと。


  　もしそうなら、かつてのＫＧＢ並の情報統制である。


  　彼はいま、好奇心と恐怖心の間で揺れ動いていた。


  　


  　ピーンポーン。


  　クラシカルなチャイムの音が鳴った。こんな時間になんなんだ？　修也がそんな事を思いながら玄関に向かい、ドアを開ける。


  　そこに私服姿の麻衣がいた。


  　可愛らしいＴシャツにスカート、薄手の素材を使ったフェミニンスタイルで、いかにも女の子らしい。


  　そんな彼女を好きな男子が密かに多いことを、修也は知っている。


  　麻衣は玄関に上がり込むなり、修也を不機嫌そうな目でにらんできた。


  「もう！　なんで連絡してくれないのよ」


  「連絡って、なにを？」


  「なにをじゃない！　ネタは光ってるのよ」


  「え？」


  「修也、例のブツを手に入れたんだって」


  「え？　あ、ああ、その事か」


  　修也はハッとなった、昨晩、パーツショップで掘り出し物を見つけた事を思い出す。


  　ごたごたがあって、すっかり忘れてしまっていたのだ。


  　彼は手刀をたてて、麻衣に謝った。


  「悪い、ちょっと言いわすれてた」


  「まさか、もう取り付けたっていわないよね」


  「さすがにそれはない」


  「なら、許す」


  　麻衣は鷹揚(おう　よう)にうなずき、そのまま部屋に上がり込み、修也を急きたてた。


  「さあ、さあさあ、ハリアップ！」


  「なんか飲むか？」


  「そんなのどうでもいいから、ハリ、ハリッ！」


  「はいはい」


  　苦笑いしつつ、修也は昨晩手に入れた小箱と、普段使っているメガネ型のＡＲデバイスを一緒に差し出した。


  「これが……」


  　麻衣は目を輝かせて、小箱を見つめた。その視線はやがてある一点……シリアルの所にとまり、より一層目を輝かせた。


  「未開封12年型モジュール、それも初期シリアル」


  「まさか手に入るとは思わなかったよ。中古でもほとんど出回らないものなのに」


  「中古でも大抵第二ロットのものだからね、バージョン１・０になってるほとんど使い物にならないヤツ」


  「運が良かった」


  「一生分の運使いきったんじゃない修也」


  「それをいじれる麻衣も一生分の運使いきってるんじゃないか」


  「大丈夫！　女の子はいつも『一生に一度のお願い』をやってるから」


  「自分でいうかねそれを」


  「ねえ、修也が今積んでるのって11年型だよね」


  「ああ、前にお前が改造してくれた時から変えてない。ってか変えようがない。11年型でも12年型バージョン１・０よりマシだから」


  「そっか、じゃあやりがいがあるね」


  「もうやるのか？」


  「当然！」


  　麻衣はまぶしいほどの笑顔を浮かべて、手荷物から道具一式を取り出した。


  　それを机の上に並べて、メガネを分解し、箱から小指の先ほどのサイズのパーツを取り出して、メガネにあるものと交換する。


  　それはそれは慎重な手つきだった。


  　人体を扱う外科医師でさえここまでではない、まるで恋人にふれるかのような、慎重で、愛おしい手つき。


  　修也はそれをそばで見守った。


  　一心不乱にメガネを改造している麻衣のワクワク顔は、ずっと見ていたいと思わせるようなものだった。


  　沈黙が流れる、改造する麻衣と、それを見守る修也。


  　嫌な沈黙ではない、心地よい、適温の湯船に体を丸ごと沈めている時の様な心地よさだ。


  　いつまでも続けばいいと思ったが、麻衣の腕は確かで、仕事は早かった。


  「よし、これで装着は完了」


  「それでいいのか？」


  「ううん」


  　麻衣はそう言って、自分の髪をまとめているヘアピンを外して、手に取った。


  「それをどうするんだ？」


  「お行儀良く使うつもりはないんでしょ？」


  「ああ、だからこそのｖｅｒ０．９９だ」


  「じゃあ見てて。あ、一回電源立ち上げて。権限もちゃんと与えて」


  「分かった」


  　修也は音声認識でデバイスを起こし、いつも通りの手順で起動させていく。


  　すると麻衣はヘアピンを開いて、一本の針金のようにすると、それをメガネの両側の根元にある小さな穴に差し込んだ。


  　まるで電線をつなげるかのように、つないで、外して、またつなぐ。


  「一秒接続、二秒あけて、また一秒接続─よし」


  　彼女が言った直後、メガネから小さい、ピッ、という電子音が鳴った。


  「これでよし、はい、使ってみて」


  「分かった」


  　修也はうなずき、今までつけていたものを外して、改造を終えたばかりのメガネを掛ける。


  「アクセス。アドミニストレータで起動。えっとモードは」


  　そしていつも通り音声で起動させるが、途中で分からなくなって、麻衣にそれを聞いた。


  「『ドーム』」


  「ドーム」


  　教えてくれたものを復唱する。


  　瞬間、目の前にホログラムのパネルが現われた。緑と白を基調にしたサイバーチックなパネルだ。


  　それがどんどん増殖していく。一枚、二枚、三枚、四枚……。


  　増え続けたパネルはやがて修也の周りを埋め尽くし、ホログラムのドームを作りあげた。


  「おお」


  「やったあ！」


  　同時に快哉(かい　さい)を叫び、大喜びする二人。


  「12年式タッチパネルモジュールデバッグモード。通称エンジェルエッグ。ああ……まさか実際にこの目で見れるなんて」


  「おれも、まさかこれを実際に使える日がくるなんて思わなかった」


  　修也はそういい、パネルを次々と操作していった。


  　一枚目のパネルに天気を、二枚目のパネルにはニュースを、三枚目のパネルは映画を、四枚目のパネルはネットを……。


  　意味のない情報を、そしてそれぞれ異なる情報をパネルに次々と展開していった。


  　パネルの一枚一枚に違う情報が表示される、今までに比べて、圧倒的に同時表示できる情報量が増えていた。


  　桁違いとすら言える。


  　そんな中、修也は一枚のパネル……メガネのシステム情報を表示するパネルに目をとめる。そこにはいくつかのグラフが表示されていて、グラフの一つは下降線を描いていた。


  「さすがにバッテリーは食うみたいね」


  　麻衣が同じパネルを覗き込んで言った。


  「それは仕方ない、こんなにでっかいものを出してるんだから」


  「今度は大容量バッテリーでも積んでみる？」


  「考えとく。まあメインで使うわけじゃないから、このままでも大丈夫だと思う」


  「そっか。あれ？　なんで修也は日本人のサイトなんか使ってるの？」


  　違うパネルに目をとめた麻衣が訝しむ様に言う。四国生まれ四国育ちの彼女は本土の人間を「日本人」と呼び、区別する癖がある。


  「ああ、ちょっとな」


  「そんなもの使ったってしょうがないじゃん。普通に刹那システム使いなよ。うわあ、隕石のニュースでてるけどシャノンの事にまったく触れてないよ」


  　麻衣はちょっとだけ呆れ顔になり。


  「相変わらず日本はのんきだね、というか危機感皆無？」


  「……まあ、四国ほど切羽詰まってないからな」


  「ちがうよ、全体的にアレなんだよ日本人は」


  「はは、そうかもな」


  　相変わらずこの話になると麻衣の言葉にはとげがある。


  　この話を広げたくないので、修也はさっき思った事を彼女に聞いた。


  「そういえば、麻衣は刹那システムを使ってる？」


  「コンタの？」


  「そう」


  「使ってないよ」


  「え、使ってないのか」


  　驚く修也、彼女はコンタクト型を普段から使っているので、てっきりそれを使っているのだとばかり思っていたのだ。


  「だって、あれって良くないでしょ」


  「良くない？」


  「うん、なんかこう……フォアグラみたいな？」


  「そのたとえはよく分からないけど、でもそうか、使ってないのか」


  「修也だって、メガネの時は使わないでしょ」


  「そりゃな」


  「じゃあ一緒じゃん」


  「変わり者同士、ってことか」


  「変わり者は修也だけ、あたしはただの美少女だから」


  「自分で言うな自分で」


  「だってそうじゃん、修也に比べたらあたしは普通だよ。修也、イノベーターじゃん」


  　


  　イノベーター理論、別名普及学というものがある。


  　これはあるものが流行していく流れの中で、集団がどういう割合で分布されるかを分析したもの。


  　まずイノベーターという集団がある。この集団は新しい、または独特な技術を好み、常にそれに敏感で、取り入れていく。しかし次から次へと新奇性や独自性を渡り鳥のように求める一面もある。


  　このイノベーターは、集団の約２・５％をしめるとされる。


  　次にアーリーアダプターという集団がある。この集団はイノベーターに似て新奇性を求める一方で、イノベーターにはない発信力をもつ。新しいものをみつけ、それを発信していくことで世間に影響を与える。流行の発端はこのアーリーアダプターである事がほとんどだ。


  　これらは、集団の約13・５％をしめるといわれている。


  　そこからアーリーマジョリティ、レイトマジョリティと続く。


  　アーリーマジョリティはアーリーアダプターが発信した情報を受け止め、広めていく。流行を実際にブームにするのはこの集団とされている。そのアーリーマジョリティが広めて、成熟したものを後追いするのがレイトマジョリティと呼ばれる集団だ。彼らは一つのものが流行りに流行ってから仕方なく参加する性質を持つ。


  　二つの集団はそれぞれ、全体の34％をしめるとされている。


  　最後にラガードという集団があり、彼らは頑(かたく)なに世間の動きに関心がなく、流行を最後まで拒み続けるのが特徴だ。四国においてそうなる事は事実上不可能なので四国には存在しないが、日本で未だにスマホをもたないと拒む人間がこの集団である。


  　彼らは全体の16％をしめるとされている。


  　


  　修也はこの中のイノベーターに入ると、麻衣はいうのだ。


  　ＡＲデバイスにおける新奇性と独自性をそれぞれ求める人種、故に、ものの見方が他の人間と違う事がよくある。


  　その修也のメガネからチャリーン、と音がなった。同時にパネルの一枚にメールの着信が表示される。


  　差出人は登録された名前ではなく、未登録である事をしめすメールアドレスそのままの表記だ。


  　それは知らないアドレス、しかしよく見ると、アドレスの先頭には見覚えがあった。


  「美沙……」


  
    第２章　いざよいの楽園

  


  　


  　


  　この国では静かな内戦が続いているとよくいわれる。


  　とはいっても、実際に銃を撃ったり地雷原があっちこっちにあったり、日常的に装甲車が街中を疾走したりする訳ではない。


  　物理的にいえば、修羅の国と揶揄(や　ゆ)されている某県の方がよほど荒れているといえる。


  　内戦、それも「静かな」と言われるのは住人の間に蔓延する意識の差から来るものだ。


  　


  　四国。


  　


  　かつては日本の一地方で、四つの県の総称だったそこは、国の政策によって重点的に研究を進める研究学園都市……大幅に規模を拡大した研究開発ゾーンへと変身していった。


  　日本各地から優秀な人材が集まり、情報や資源を優先的に提供されたおかげで、そこは順調に、そして圧倒的な発展を遂げるようになった。


  　次第に、日本だけではなく、世界の科学技術をリードするようになっていった。


  　そこで更なる発展を遂げるため、日本政府は四国を一つの自治体としてまとめる事にした。


  　かつてあった四つの県が合併し、四国という名の自治体となった。それにより47の都道府県が44の都道府県国となった。


  　法律もそれにあわせて改正され、四国は自治体として大きく、独立した権限をもつようになる。さながら連邦制下の独立自治体……一つの国のような様相を呈するようになる。


  　それによって四国はますますの……期待通りの発展を遂げたが、その過程で違う側面も生まれる。


  　そこに住まう人間達の意識が変革していったのだ。


  　


  　おれたちは四国人、日本人じゃない。


  　


  　ニュージェネレーションと呼ばれる、四国成立後に生まれた新世代の若者に顕著に見られる意識が芽生えた。


  　彼らは自分たちを四国人と呼び、日本を本土と呼んで、区別する様になった。


  　最初の頃は小さな灯火でしかなかった、しかしくすぶっていたそれが火種になって、今や無視できない程の巨大な炎になった。


  　思想が暴走し、過激な者達を生んだ。


  　もはや日本の傘下に納まる必要はない、我々には力があるのだから、日本から独立すべきだ。


  　そういった意見を持つ若者が増えていった。


  　実際、軍事研究者の中には、独立戦争を起こせば勝算は十二分にあると主張する者もいる。


  　現状、技術面では完全に四国が日本のそれを上回っている。核心の技術を押さえていて、かつ常に革新的技術を開発していくことで、完全に日本を置き去りにしたのだ。


  　四国が日本に劣っているのは資源の面だと彼らは話す、故に、電撃戦で一気呵成(いっ　き　か　せい)に重要な拠点を落とし、更に技術面のアドバンテージをもって諸外国に承認を迫れば独立は可能だというのだ。


  　それは長らくの間、一部の人間……イノベーター達の戯(ざ)れ言だとされていた。


  　政治面では独立派と保守派に分かれるようになるが、保守派の勢力が圧倒的で、独立派は実際に何も出来ないとされてきた。


  　しかし、事は起きた。


  　ある日、独立派のリーダーである神楽坂慶司(か　ぐら　ざか　けい　じ)が当時の保守派リーダーを暗殺し、四国内部の実権を掌握しようとした。


  　過激派の暴走。


  　独立派がやったのは、日本にやろうと軍事研究者達が唱えた、寡兵による電撃作戦と同質のものだった。蜂起した独立派は次々と四国の重要拠点を強襲し、占拠していった。


  　それは一定の戦果をあげ、一時は本当に独立が成功するのでは？　と四国の人々に思わせるほどにいたった。


  　ピークはあっという間に来て、そして落ちていった。


  　リーダーを失いながらも、保守派は即座に態勢を立て直し、独立派を押し返していった。


  　日本との間に埋まらない程の技術の差はあったが、同じ四国の内部にはそれがない。もっている技術はまったく同じだ。


  　電撃戦で一定の成果が上がった後は地力の勝負になった。当時、独立の声はまだそれほどではなく、安穏を乱すだけの独立派につく人間は圧倒的少数だった。


  　神楽坂慶司が起こしたクーデターはなんと、一日で鎮圧され、本人は逮捕された。


  　後に「血の第三金曜日」と呼ばれるこの事件を経て、派閥としての独立派は力を失っていくが、皮肉にも、民間における独立の気運は徐々に高まっていった。


  　なぜなら、事件の後日本政府は四国の権限を大幅に縮減したからだ。


  　資源面の優位性をたてに、四国を締め上げてきた。


  　その事を四国の一般人は不満に思った。


  　確かに日本から資源を、他の県に比べてあきらかに優先的にまわして貰(もら)っていた。しかしその分だけ、開発した技術を日本に返していった。


  　いわば、ギブアンドテイクのような関係であると、四国人は思っていた。


  　それが崩れた形になった。提供される資源は減る一方で、要求は今までのものと変わらなかった。いや、より強くなったといっていい。


  　それだけならまだ我慢できた、しかし日本側は要求した技術を利用する事はなかった。


  　代表的なのがシャノンと、ＡＲデバイスだ。


  　技術を要求してきながらも、それを使わない日本側にいよいよ不満を感じる四国人。


  　


  　不満がつもりにつもっていく、すぐにどうにかなるという事はなかったが、不満は静かに、しかし確実に高まっていった。


  　若い世代はますます四国人と自認し、日本人を敵視し……そして見下すようになった。


  　


  　火種は、至る所に蔓延していた。


  　


  　　　◆　　　


  　


  　麻衣を帰したあと修也は電車に乗って、指定された駅にやってきた。


  　駅を出て慣れた道を通り、自然公園にやってきた。


  　天秤をかたどった、道路を挟んで、真ん中が橋で繋がっている二つの公園。片方は自然が多く、片方は遊具中心のつくりだ。


  　修也は自然が多い方の公園に足を踏みいれるなり、目当ての者を見つけた。


  　噴水のすぐ前に、美沙がぽつんと佇(たたず)んでいた。手を揃えて夜空を見上げるその姿は、待ち人を望む織り姫のようでもあった。


  　修也は一瞬それに見とれた。幻想的で、非現実的な空気を醸し出す彼女に見とれた。


  　ふと、彼女の顔がゆっくりと動き、こっちを向いてきた。


  　目と目があう、修也はなんと声をかけようかと迷った。


  「おじさん、来てくれたんだ」


  　そうしている内に向こうから声をかけられたので、修也はああ、とうなずき、彼女に近づいていった。


  「メール、読んでくれたんですね」


  「おまえはどうしておれのアドレスを知ってるんだ？　教えた記憶はないはずなんだが」


  「パネルを使う時は気をつけなきゃ、周りに丸見えなんだから」


  「昼間の時に見えたって言うのか？」


  「じゃなかったらどうやって知ったって言うの？」


  「……」


  　無言で彼女を見つめる。本当なのか、と探るような視線を送った。


  　美沙は臆することなく、平然と見つめ返してきた。後ろめたい事なんてない、いかにも普通という顔だ。


  　そういう事もあるかも知れないと修也は思い、納得した。


  　メガネ型が廃れた理由の一つに、情報が周りにダダ漏れというものがある。


  　メガネ型は情報をレンズに、あるいはパネルに映して表示させる。それはいずれも、周りから見えてしまうものだ。


  　一方のコンタクトレンズ型は眼球にほど近いところで情報を表示させるので、よほどの事でもなければ見られる事がなく、プライバシーが守られる。


  　その事が好まれ、流行った一因になった。


  　あのとき、修也はパネルにいろいろと情報を出していた。そのときに自分のメールアドレスが、検索サイトに登録してクラウドサービスにも使っているアドレスが見られていても不思議な事ではない。


  　修也は納得し、これからは少し気をつけようと思った。


  　そうして気を取り直して、彼女に問うた。


  「アドレスの事はわかったけど、それよりもおれを呼び出して何の用だ？」


  「おじさんに協力してほしいんです」


  「協力？」


  「はい、お兄さんを助ける為の協力を」


  「おまえの兄さんをか？」


  「はい！」


  「助けるって言ったって、おれはただの技術屋だ。おまえの兄さんは逮捕されてるんだろ。一介の技術屋になにができる」


  「昼間見たアレ、すごかったです。おじさんならきっと大丈夫だと思いました」


  「だから、それが何の役にもたたないって言ってるんだ」


  　美沙がホログラムパネルの事を指しているのはすぐに分かった。


  　コンタクトレンズ型とは違って、サイバー的な雰囲気を出す事もあって、パネルを使う人間は特に「できる」という風に見られる事がある。


  　しかし実際はそうじゃない、そう見えるだけの事だ。


  　譬(たと)えるのなら自転車の手放し運転。


  　一見すごそうに見えて、しかし実際は大した事のないスキルだ。


  「違いますよ、偽装の事です」


  「─！」


  　修也は息を飲んだ。目を見開き、ものすごく驚いた。


  「あれは……見えなかったはずだぞ」


  　ＩＤを偽装して、部価を調べた時の話だ。


  　パネルではない、コンタクト型を使ったときの話。


  　横から見てバレるようなものではない。


  　修也は後悔した、メールで呼び出されて、のこのことこの場所にやってきたことに。


  　ＩＤの偽装というのを突きつけてきた目の前の美少女が、何か得たいの知れない生き物のように見えてきた。


  「なんで、それを知ってるんだ？」


  「どうでもいいじゃないですか、そんな事。問題は、わたしがおじさんにお願いをしてるって事なんだから」


  　修也の耳には「脅迫」に聞こえた。


  　その台詞を、美沙は更に繰り返した。


  「ねっ、お願い」


  「……」


  「お願いを聞いてくれないの？　だったらしょうがないなあ、出るところに出るしかないよね」


  「……分かった」


  　修也はため息を吐(つ)いた。


  　さらに深みにはまってしまいそうだったけど、どうやら、この段階で彼に選択肢はないようだ。


  「ありがとうございます」


  「で、おまえのお兄さんだけど、名前を教えて、とりあえず詳しい話を聞かせて。情報がないとどうしようもない」


  「神楽坂慶司、って知ってる？」


  「知ってる訳がない─いや」


  　修也にはピンと来なかった、名前を聞いたところで何も分からないと、最初はそう思った。


  　が、それを耳にした直後頭の中で引っかかりを覚えた。


  　神楽坂慶司……神楽坂慶司？　と。


  「待て、それ……聞き覚えのある名前だぞ」


  「……」


  　美沙は何も言わず、じっと修也を見つめる。


  　修也は思い出す、神楽坂慶司という名前の男と、彼がやったことを。


  「ちょっと待て、神楽坂慶司って、まさかあの？」


  「あの」


  「『血の第三金曜日』の？」


  「はい！」


  「いやいや、神楽坂って、ええ？」


  　きょとんとして、思わずマヌケ面を晒(さら)してしまう修也。あまりにも予想外の名前が出てきて、それに戸惑ってしまった。


  「本当にあの神楽坂……の妹なのか？」


  「はい」


  　静かに、しかし力強くうなずく美沙。嘘をついているようには見えなかった。


  「待って、とりあえず待ってくれ」


  　こめかみを押さえ、手のひらをかざす。


  　神楽坂慶司の事件はよく知っている。事件、というカテゴリーに分類されているが、やったことは事実上のクーデターだ。


  　その首謀者たる神楽坂慶司、そしてその妹で、兄を助けてほしいと乞うてきた美沙。


  　パニクらない方がどうかしてる。


  　ふと、修也の横を一人の男が通り過ぎていった。残業帰りなのか、よれよれのスーツ姿の中年男だ。


  　男は修也を見て、美沙の方を見た。


  　特に美沙を見た時、とても不思議そうな顔をしていた。


  　まずい、と修也は思った。


  「こっちへ」


  　そう言いきびすを返して歩き出した。まさかとは思うが、神楽坂慶司の妹と言う事で顔を知られているのかもしれない。もしそうならこんな公園のど真ん中、夜の商業地帯とはいえ公園のど真ん中で話し込むのは危険だと思った。


  　ちらっと背後を肩越しに見る、美沙が付いてくるのを確認して、歩くペースを上げた。


  　コンクリートに舗装された道から外れ、木々の間に入っていく。


  　やがて人気(ひと　け)のない、外から見えづらい所にやってきて、修也は立ち止まると共に肺の中の空気をまとめて吐き出した。


  「ふう……人生で一番ドキドキしたぞ」


  「いけない事をした気分ですね」


  「誰のせいだ誰の」


  　のんきに話す美沙に言いたい事は山ほどあったが、言ってもしょうがないことだったので言わないことにした。


  　それよりも本題……ちゃんと聞かなきゃいけない事を聞くことにした。


  「状況を整理させてもらうよ。まず、おまえはあの神楽坂慶司の妹」


  「はい」


  「で、お兄さんを助けたいと思っている」


  「そうです」


  「その協力をおれに頼んでる」


  「さっきからそう言ってますよ」


  「……なんで？」


  「それもさっき言いました」


  「いやいや、そりゃ普通の人間を助けるだけならともかく、あの神楽坂慶司だぞ。一介の技術屋のおれに何が出来る、何をおれに期待してるんだおまえは」


  「えっと、順番に説明しますね。まず、シャノンは今ほとんど四国でしか使われてない。電子マネーとして日本とか外国にも少しずつ広まってるけど、まだまだ普及してない」


  「なんだいきなり」


  「それはどうしてですか？」


  「そりゃ……」


  　修也は少し考えた、その辺りの事は知り尽くしているが、なんでこんな時にそれをと思い、逡巡した。


  　やがて、美沙の視線に根負けして、まるで学園に転入してきた外部の学生に講義をするかのように語り出す。


  「今のシャノンを使う端末は全て第六世代型バイオメトリクスが導入されてて、複数の生体情報を０・０１秒以内に判別して決済を行うようになってる。本人の……もっといえば心停止から30秒以内の本人じゃないと認証出来ないようになってる」


  「うん、その技術は今四国にしかない、だからシャノンの本来の便利さを発揮できるのは四国しかないから、他じゃあまり普及しない」


  「それがどうしたっていうんだ？」


  「そのシャノンって、本人じゃないと使えないんですよね」


  「ああ、絶対に」


  　修也はうなずく。この辺りは自信を持って言える。七人会議でシャノンの消失を「隕石が三つ立て続けに落ちてくる確率」だと断言できるように、彼もまたその事を断言できる。


  　第六世代型バイオメトリクスという技術に対する理解から、なりすましはたとえ一卵性双生児だろうが不可能なのだと言い切る事ができる。


  「うん、そうよね。シャノンは誰だろうと代わりに使う事ができないの。本人じゃないとね」


  「それがどうしたのか？」


  「二年前の六月二一日午後三時二十七分、兄さんはシャノンを使った。その記録は最初は残ってたの」


  「はあ」


  　ピンと来ない修也、一体なんの話だろうかとまたしても理解が追いつかない。


  「二年前の六月二一日午後三時二十七分、です」


  　美沙は同じ時刻をリピートした。ようやく修也はそれに気付き、はて何だろうと思った。


  　ピンと来なかったので、コンタクトレンズ型デバイスで検索した。


  　すると……。


  「『血の第三金曜日』……」


  「はい、そうです。『血の第三金曜日』、そして実際に暗殺が行われた時間です。その時兄さんは事件現場から五十キロ離れた店でシャノンを使って買い物をしていました。アリバイがあるんです」


  「しかし、彼が実際にやったという映像が─」


  「映像とシャノンの記録、どっちを信用するんですか？」


  「─」


  　修也は息を飲んだ。


  　どっちかと聞かれれば、彼は間違いなく後者を……シャノンの記録を信用すると答える。


  　元銀行部の人間としてだけではない、技術を理解する研究学園都市四国の人間として、絶対的であるシャノンに使われた第六世代型バイオメトリクスの技術を信用している。


  　それは彼だけではなく、四国の人間には多い。少なくとも四国法において、シャノンの使用記録は何よりも強いアリバイ証拠になる。


  　もしも美沙の言う事が本当なら、神楽坂慶司は『血の第三金曜日』の首謀者ではあり得ない事になる。


  　それは大事件だ。四国を震撼させ、その後の締め付けを生んだ事件の意味がまったく違ってくる。


  「神楽坂慶司がえん罪だった……？」


  「うん、そう」


  「バカな……そんな事が」


  「すぐには信じられないのは分かる、でも本当なの」


  「根拠は？　いやシャノンの使用記録がえん罪主張の根拠だというのは分かる、そうじゃなくて、神楽坂慶司があの時シャノンを使ったとおまえが信じる根拠だ」


  「あの時一緒にいたから、兄さんがシャノンを使った時それを見てたから」


  「……」


  「そっちは説得力として弱いのは知ってるけど、でも繋がってるのがシャノンの記録なの。だから！」


  「……」


  「兄さんはあんな事件なんておこしてない、刹那システムを調べてただけなの。それでいわれのない罪を着せられただけ！」


  「刹那システム……」


  「お願い、協力してください！」


  　迫る美沙、修也は困惑した。


  「いや……協力してほしいって言われても、事が大きすぎて、おれに何をしろっていうんだ」


  「おじさん、銀行部のＯＢなんでしょう」


  「なっ─」


  　人は限界まで驚くと本当に開いた口がふさがらなくなる。


  　修也はまさにそうなっていた。


  　目と口を大きく開き、マヌケ面を晒していた。


  　しばらくして、ようやく言葉を絞り出す。


  「ど、どうして、それを……」


  「それを知ってるから、おじさんに近づいたの」


  「……そういう事か」


  　そっちは説得力があった。そういう理由でもなければ美沙のような女子高生が修也のような男に声をかけてくることはない。


  「お願い、銀行部の人なら、使用履歴くらい調べられるでしょう」


  「それはまあ……履歴自体そこまで機密って訳でもないから、なんか理由をつければ明細くらいはすぐに調べられるけど……」


  「お願い！」


  「しかし……」


  　修也は難色を示した。


  　確かに履歴を調べる事は可能だ、その気になればＯＢとして部室をおとずれて、ネットワークからそれを見る事ができる。


  　黙認レベルだが、一部の部員が自分の履歴を調べて、家計の把握のために使っているくらいだ。また、最近はセキュリティを更に高めた上で、一般使用者にも本人の履歴が検索できるようにすると言う動きがある。


  　履歴だけなら、そこまでの機密ではない。


  　ただしそれを調べて、外部の人間に漏らすとなれば話は別だ。本人が調べる分には問題にならないが、他人のを調べて漏らすのはまずい。


  　だから、修也は理由をつけて断ろうとしたが、美沙は切り札を切ってきた。


  「おじさん、部価を調べてた」


  「─っ！」


  　息を飲む修也。


  「……脅迫するのか？」


  　苦虫をかみつぶしたような、喉の奥から絞り出すような口調で問う。


  「安心して、協力してくれたらそれ、誰にも言わないから」


  「証拠なんて─」


  「偽装を知ってるのに、その証拠を掴(つか)んでない可能性ってある？」


  「うっ……」


  「大丈夫、ちゃんとＺ規格で保存しておいた。法廷で有効証拠になる規格だよ」


  　美沙は笑顔で更に追い詰めてくる。


  　修也には白旗を掲げる以外の、完全降伏以外の選択肢が残されていなかった。


  　大丈夫、と言う言葉がこれほど脅迫として有効な事を、修也は生まれて初めて思い知らされる。


  「分かった」


  「ありがとうございます」


  「ただ！」


  　修也は喜ぶ彼女を制止した。こうなった以上、現実的な話をしなければならない。


  「協力はするけど、おれはただのＯＢだ。もう学生じゃないから、出来ることは限られてる」


  「うん」


  「シャノンの使用履歴は極秘じゃないけど、それでも他人のものを調べるのにはグレートＢ以上の承認……七人会議メンバークラスのＩＤが必要だ。去年までならどうにかできたけど、今は無理だ。繰り返すけど、おれはもう学生じゃないから」


  「そこはハッキングをすればいいと思います、偽装、得意ですよね」


  「さらに深みにはまれと」


  「はい」


  　にこりと微笑む美沙、まるで悪魔の微笑みだ。


  「はあ……わかった。でももう一つ問題がある。ハッキングする手が足りない。それをやってくれて、口の堅い存在をおれは知らない」


  「それは大丈夫です、任せてください」


  「準備万端って事か」


  　修也はさらにため息を吐いた。


  　完全に狙い撃ちされて、近づいてきたのだと今更理解した。


  「わかった。で、いつやるんだ？」


  「あした」


  「どこで？」


  「メールを送りました」


  　美沙が言うと、修也の端末にメールが届いた。


  　メールは本文がなく、大きな地図一枚だけが添付されていた。その中心にマークが付いている。


  「あした、そこに来て下さい。今日と同じ時間です」


  「……」


  「お願いします」


  　そう言って、またまた微笑む美沙。


  「はあ……」


  　修也はもう何度目かわからない、ため息を吐いたのだった。


  　


  　　　◆


  　


  　翌朝、修也はある場所へやってきた。


  　鉄筋コンクリートの建物が建ち並ぶ都会と、ハイテクな平屋が贅沢(ぜい　たく)に占拠する閑静な郊外。


  　その中間にある、どっちつかずの街。


  　電車の駅から少し離れた所に、コンテナが数十と並んで積み上げられる場所があった。


  　ただのコンテナかと思えば、そうではない様子。コンテナの一つ一つにドアや窓、果てにはプロパンガスらしきものがついていて、明らかに居住用と思しきものだ。


  「懐かしいな、蜂の巣」


  　それを眺める修也が感慨深げにつぶやいた。


  　ここはいわゆる学生寮である。能力や実績の足りない学生が大勢住まうコンテナハウスの群れ。コンテナを積み上げたそれの外見から、いつしかこういうタイプの学生寮は「蜂の巣」と呼ばれるようになった。


  　修也も子供の頃ここに住んでいた時期があった、自分の専門が見つかり、それを発揮するようになってからは蜂の巣(寮)を出て一人暮らしするようになった。


  　その当時の想い出が、彼を感慨深くさせている。


  　修也はＡＲデバイスのナビを頼りに、とあるコンテナハウスの前に立った。他とほとんど変わりない鉄板こしらえの壁に、「廃来研究部」というプレートが掲げられている。


  　この街にしては珍しく、電光掲示板でもなければＡＲでもない、手書きのプレートだ。


  　チャイムもないので、修也はドアをノックした。


  「はーい、どちら様？」


  　ドアが開き、中から一人の男が出てきた。ぼさぼさ頭にヒゲを伸ばした、まるで仙人のような男だ。


  　男は修也の姿を認め、驚く。


  「高木センパイ」


  「よう、三井(みつ　い)。久しぶり」


  「おっすおっす、お久しぶりっす、まま、中にはいって」


  　三井と呼ばれる男は修也を部屋の中に招き入れた。


  　国際基準である20フィートコンテナの中は、長さと幅がそれぞれ６メートルと２メートル、高さも２メートル強とそこそこの広さがあるのだが、そこは大量のパソコンがほとんどのスペースを占拠し、残った隙間をコンビニの包装紙が散乱して埋め尽くしていた。


  「なんだ、この有様は」


  「おっす、これっすか。実は最近コンビニコロッケにはまってるっす」


  「コンビニコロッケ？」


  「おっすおっす。セブン‐セブンが最近ドーナッツをやめて、コロッケさんをプッシュし出したのしってるっすよね。これがまたうまいんすよ。ドーナッツの時も良かったですけどコロッケさんがまたね。一つ一つコンビニの中で手作りしてあげてるから、外はさくさく中はふわふわですわ」


  「へえ、ドーナッツなくなったのは気づいてたけど、コロッケをはじめたのか。というか食べ過ぎじゃないのかお前。一日に何個食べてるんだこれ」


  　修也は眉をひそめて、くしゃくしゃにつぶされて転がっている包装紙の数々を見た。控えめに見積もっても三桁は余裕で越えている。


  「おっすおっす、一日に十は食べてますよ」


  「十!?　コロッケを十個も？」


  「おっすおっす、コロッケさんを十個。普通のコロッケさんにカニクリームのコロッケさんは定番で、ライスのコロッケさんにみかんのコロッケさんも結構いけたっす。牛丼のコロッケさんもカツサンドのコロッケさんもよかったっすけど、個人的には別々で食べたほうがよかったかな。あと─」


  「あーわかったわかった、コロッケの話はまた今度にしよう」


  「コロッケさんっす」


  　三井は語気を強めて、訂正した。


  「コロッケさんの話は今度にしよう─それよりもお前に頼みたい事がある」


  「おっすおっす、なんすか」


  「研究─続けてるみたいだな」


  　修也は部屋を占拠しているコンピュータに目を向けていった。


  　


  　廃来研究部。


  　メンバーが三井ただ一人という部活は、廃墟化し、荒廃した未来をコンピュータにシミュレートする部活である。その技術力は他の部活にひけはとらないが、人類が滅亡した未来を予想するという性質上、研究が正当に評価されることは少なく、三井はこうして蜂の巣に甘んじている。


  　もっとも、本人は「甘んじている」という認識はないが。


  　


  「シミュレート、頼みたい」


  「……シャノン事件すか」


  　三井の表情が変わった。一瞬で、修也がここにやってきた理由を察したようである。


  「そうだ。この事件の行く末を予想したい」


  「おっすおっす、しかしセンパイ、そんなのやるだけ無駄じゃないっすか。おかしな流れになってる様に見えるっすけど、シャノンがどうにかなる事はあり得ないっすよ」


  「それはおれも思うけど、まあ一応な」


  「おっすおっす、まあ占いって気休めになるっすから。センパイの頼み、引き受けたっす」


  　三井はそう言って、コンピュータの方へ体ごと振り向いた。眼球をせわしなく動かして、コンタクトレンズ型のＡＲデバイスを操作する。


  「四国シミュレータ起動─管理者権限ログイン─環境変数入力─シミュレーション……」


  　ふと、三井は修也の方を振り向いた。


  「おっすおっす、センパイ、どれくらい先の事まで予想するすか」


  「そうだな……」


  　修也はあごを摘まんで、考えた。


  　隕石の接近による磁気の影響でシャノンが破綻(は　たん)する噂が流れているのが現状だ。隕石の通過や、噂の収束に必要な日数を軽く頭の中で予想してみた。


  「三日後、くらい」


  「おっすおっす。─シミュレーションタイム、七十二時間」


  　コンピュータがブイーン、という音を立てはじめた。起動し、演算をはじめたんだな、と修也は思う。


  「どれくらいかかる」


  「おっすおっす、三日分なら、五分もあればいけるっすよ」


  「前より大分短くなってないか？」


  「おっすおっす、プログラムを改良してるっすよ。そうだ、ＡＲデバイス版のアプリも開発したっす、センパイに送るっす」


  　ピコン、と修也のＡＲが音を鳴らした。三井からのメールが届き、そこにアプリの実行ファイルが入っている。


  「これは？」


  「廃来研究部謹製のアプリっす。この四国シミュレータに乗っけてるプログラムの超簡易バージョンで、映像化する機能もつけたっす。精度はものすごく低いっすけど、それを使えば将来の事を10％くらいの精度で予測できるっすよ」


  「占いのようなもんか」


  「─！」


  「なんだ、そんな驚いた顔をして」


  「おっすおっす、目から鱗っす。そうっすよね、占いアプリとして売ればいいんですよね」


  「……思いつかなかったのか」


  　苦笑いする修也。


  「まあ、話を聞くと占いアプリとしてならそこそこ売れるだろう。ＡＲデバイス用で、映像化機能がついてるのも大きい。このシステムのダウングレードなら、売り上げでこの蜂の巣から─」


  「おっすおっす。ありがとうっすせんぱい。売れたら山ほどコロッケさんを食うっす」


  「……それでいいんならいいけどな」


  　更に苦笑いする修也。


  　四国では基本的に、能力と業績に応じて学生達に富や名声を保障するが、たまに三井の様に、そういったのに無頓着なものもいる。


  　いや、逆にそういう人間の方が四国の学生らしいという声もある。


  　かくいう修也も、高層マンションや郊外の一軒家を持てる程度の能力や業績を積み上げてきたのに、街中の雑居ビルに居を構えている。


  　三井ほどではないが、彼も名声にはさほどの執着がないタイプだ。


  　しばらくして、コンピュータの作動音が徐々に収まり、やがて完全にとまった。


  「おっすおっす、おわったっす」


  「どうなんだ？」


  「ログを確認するっす、まずはセンパイがどうしてるのかから行くっすよ」


  「おれ？」


  「おっすおっす、だってセンパイ銀行部のオブザーバーじゃないっすか、シャノンの話ならセンパイの未来から予測した方が早いっすよ」


  「それもそうだ」


  「センパイは……あれ？」


  「どうした」


  「おっすおっす、センパイ留年でもするっすか？　センパイが学生になってるって結果がでてるっす」


  「留年も何も、おれはもう卒業してるんだけど」


  「おっすおっす、ですよね……おかしいな」


  「もう一回やってみて」


  「おっすおっす」


  　さっきと同じ手順で、三井はコンピュータを動かした。同じように五分まって、結果を見る。


  「どうだ？」


  「おっすおっす……やっぱりセンパイ学生になってるっす……それにこの結果、あり得ないっす」


  「あり得ない？」


  「おっすおっす……すいません忘れてくださいっす、どうやらバグが発生してて、まともにシステムが動いてないっす」


  「そうなのか」


  「おっすおっす、すいませんっすセンパイ……」


  　三井は意気消沈した。修也は彼の肩を叩いて、慰めた。


  「まあ、気にするな」


  　修也はそういい、廃来研究部を後にした。


  　シミュレートの失敗をうけて、三井が「コロッケさんが遠ざかって行くっす」とつぶやいた事に、笑いをこらえるので精一杯だった。


  　


  　　　◆　　　


  　


  　夜、修也は電車に乗って、美沙に指定された場所に向かった。


  　デバイスのナビ案内に従って、普段使わないターミナル駅で降りて、繁華街に足を踏み入れる。ネオン煌(きら)めく不夜城のそこは、プライベートならさぞ楽しいだろうなと思ったが、今の修也はまったく楽しむ気分にはなれない。


  　彼は脇目もふらず、目的地に向かっていく。


  　繁華街を横断して、若干さびれはじめた場所にそれがあった。


  　人気のない路地に、古びた雑居ビル。明かりがほとんど消えかかっている看板には「Sir Villetta BAR」と書かれている。


  「……寂れたバー？」


  　看板の英語をつぶやき、その音をダイレクトに日本語として脳が認識した。


  　悪趣味だと思った、しゃれっ気をきかせたつもりかもしれないが、修也はそういったダジャレをあまり好まない。


  　普段でさえそうなのに、いわんや今の状況というものだ。


  「この下か……」


  　看板の横に地下へと続く階段があった。古いビル特有の、剥(は)がれた漆喰(しっ　くい)に急な段差の階段だ。


  　昼間の出来事と、昨晩の出来事。


  　あれほど出来る生徒でも自分の偽装を見抜けなかった、しかし美沙は何をやったのか、それをいともあっさり見抜いた。


  　この学園において優秀な生徒以上の存在はそうそういない、そういう存在にこそ強く警戒すべきなのだと、彼は経験上知っている。


  　だから修也は気を引き締めて、階段を降りていった。


  　地下一階にあるドアを押して中に入る。店内にあるいくつかのテーブルの内、一つにだけ客が集まっていた。


  　男一人に女二人の、三人組の客だ。


  　その中に美沙がいた。


  「いらっしゃい」


  　カウンターの向こうから店主の渋い声が聞こえてきた。見るとそこに丸いサングラスをかけ、スキンヘッドでバーテンダーの格好をした男がいた。


  　威厳たっぷりの店主に、修也は美沙の方を指さして、待ち合わせである事を示す。


  　そのまま、美沙の所へ向かう。


  「ありがとうおじさん、来てくれたんだね」


  「来たくなかったけどな」


  　修也はため息をつきつつ、美沙の横にいる男女の二人組を見た。


  　どういう人間なのだろう、と思いながら、聞く。


  「この人達は？」


  「事情を知ってる人たち」


  「事情？」


  「そう、事情。わたしの協力者なの」


  「……じゃあ、おれの事も？」


  「全部話した」


  「そうか……はあ」


  　ため息をつく修也、状況に頭を抱えたくなった。


  　秘密は知る人間が多ければ多いほど漏れる危険が加速度的に増していくわけなので、一晩たっただけで二人も増えた事に頭痛がしてくる。


  　しかし美沙の協力者というのなら、それも仕方ないこと。


  　そんな彼に、美沙は気にした様子もなく、二人を紹介した。


  「こっちがくるみさんで、こっちが健二(けん　じ)さん」


  「……よろ」


  「はじめまして、健二と言うものです」


  「おれは修也って言います、よろしくお願いします」


  　名乗ってから、修也は改めて初対面の二人を観察する。


  　対照的な二人だった。


  　健二と名乗る男は礼儀正しく好青年風に振る舞っている一方で、その目はぎらついていて、どう猛な肉食獣を連想させる目つきをしている。


  　一方のくるみという女は名乗った後明後日の方向を向き、茫洋な眼差しで天井を見上げている。何を考えているのかまったく分からない感じだ。


  　対照的な二人、そして女子高生の美沙。


  　いかにも接点のなさそうな三人がどうやって知り合ったのか、そこに少しだけ興味を持った。


  「お話は聞いてます」


  　観察していると、健二が口を開いた。


  「今時珍しい、ホログラム型の使い手だそうで」


  「え、ええ……まあ。趣味ですけど」


  「差し支(つか)えがなければ、それを見せてはいただけないでしょうか」


  「ここで、ですか？」


  「戦力の把握はしておきたいので」


  　戦力。


  　向けられた言葉を舌の上で転がす。


  　普段使わない言葉、聞き慣れない響き。


  　修也はそこに、言いようのない違和感を覚えてしまう。


  　が、断れる状況ではないのは火を見るよりも明らかだ。彼はあきらめて、コンタクトレンズ型からメガネ型に付け替えた。


  「アクセス……『ドーム』」


  　声に出した瞬間、あっという間に増殖したパネルが彼の周囲を取り囲み、パネルのドームを作り出した。


  　最初に使った時に比べてパネルの出現速度が上がっている。彼があれから、細かい調整とチューニングをしてきたからだ。


  「おー、ぱちぱちぱち」


  　くるみが修也のそれに反応して手を叩いた。


  「すばらしい、まさかここでエンジェルエッグを見られるとは」


  「エンジェルエッグ？　なにそれ」


  　美沙が健二に聞く。


  「ホログラム型の端末で、現在流通しているものの最新型です。それを更に改造したものをエンジェルエッグと呼ぶのです。こんな風に球状になっているのが分かりますよね」


  「そっか、天使の卵か」


  「はい、そうです」


  　健二はうなずき、修也に向き直る。


  「それを使うほどの者であれば安心です」


  「いや、その子にも言ったけど、おれはあくまでガジェットマニアで、これも趣味で使ってるダケだからな。あなたは戦力の把握って言ったから先に言っとくけど、なにもできないからな」


  「でも、端末をデバッグモードとして常用する程度の知識はある」


  「それは……そうだけど」


  「端末のＩＤを偽装して、ハッキング出来る程度の腕もある」


  「……見破られたけどな」


  　意趣返しレベルで言い返したが、健二は気にもとめなかった。


  「であれば、そのレベルで計算します。ご安心を」


  「一応聞くけど、おれが直接ハッキングするなんて事はないよな」


  「それはわたし……」


  　くるみが手をあげて言った。


  　さっきから彼女は可愛らしい名前に似つかわしくない、暗い雰囲気を纏っている。マンガであれば前髪で目を隠している根暗女、そんな空気を出しているのだ。


  「あなたは……サポート」


  「それならいいけど。あなたは？」


  　健二の方を向いて聞く。


  「わたしはガードです、現実世界での皆さんを」


  　現実世界という言葉に若干の引っかかりを覚える修也、しかしそれよりも自分の役目の方が気になった。


  　丁寧なことばづかいとは裏腹に精悍(せい　かん)な見た目の健二が現実世界での護衛を、暗さ全開で雰囲気のあるくるみがハッキング担当だとそれぞれ言った。


  　見た目の雰囲気に合っている二人の役割は、それまで巻き込まれた感があり、なんとなく一歩引いていた所に自分をおいていた修也を決定的に引き込んだ。


  　逃げられないならせめて面白く。


  　そう思ってここに来た彼だ、健二とくるみなら面白くなりそうと感じたのだ。


  「わかった。それで、おれは何をすればいい」


  「簡単な事です、我々を銀行部の部室に入れてほしい」


  「やっぱりそうか……」


  　健二の「現実世界」という台詞である程度予想していた修也だったが、果たして彼が想像した通りの流れになった。


  　


  　


  　一般世間で認識されているハッキングを実際にやる場合、方法は大きく分けて二種類のものがある。


  　一つは従来のハッキング。インターネット回線を通して、電気信号のみで情報をやりとりして、遠隔操作して情報を盗み出すこと。


  　もう一つは実際にその空間にいき、ＡＲデバイスで実際に接続する方法だ。


  　研究学園都市四国が開発した新技術の一つに、ネットワークを現実の建物と完全にリンクするというものがある。


  　簡単に言えば、無線ネットワークをその部屋の中にいる時だけにしか接続出来ないようにする技術だ。


  　言うまでもなく電波というものには決まった形がなく、発生源から拡散していく性質を持つ。そのため旧来の無線ネットワーク、電波を使ったものはよほどの事がないかぎり壁を抜けて、空間の外でも送受信が出来るようになっていた。


  　それを、ある空間に制限し、物理的にその空間にいることを接続条件にし、たとえ一歩でも設定した空間から出てしまうと接続出来なくなってしまう。


  　それが第二世代無線ネットワークで、現行の第三世代無線ネットワークはそれの更なる発展系だ。


  　最初は花見からだった。


  　野外の花見で、障壁のない空間にネットワークを通して、花見の間にだけ、そこにいるメンバーにだけ接続出来るネットワークとして流用したのがはじまりだった。


  　あるとき、技術者達が花見をする事になったのだが、運悪く前日に大雨が降って、当日はなんとか晴れたものの、さくらはすべて散った後だった。


  　そうして始まったのが、お通夜のような花見だった。葉桜すらなく、まるで枯れた木々を見る様な盛り上がらない花見だった。


  　そこに一人の学生技術者が奮起した。


  　彼はネットワークを使い、そこにいる人間のコンタクトレンズに、あたかもさくらがさいているような映像を見せたのだ。


  　ＡＲ技術と無線ネットワーク、さらにＡＲデバイスを応用した新技術誕生の瞬間である。これが第三世代無線ネットワーク、通称空間ネットワークと呼ばれる技術である。


  　この技術を元に、新たなハッキング技術が開発された。


  　まったく別のベクトルだが、例えば、とある本の内容をハッキングして盗み出そうと思ったら、ハッキングする側はＡＲデバイスを使って仮想空間に入り、そこで本を本棚から抜き出す、というような操作をする。


  　従来のハッキング技術は情報やデータをダイレクトに使った技術で、ほとんどが文字による操作になる。そのため大量の情報が表示できるメガネ型がそれを得意とする。


  　後者はダイレクトに仮想空間を表示して、直感的な操作を行うため、コンタクトレンズ型が得意だ。


  　後者の方が簡単で、出来る事も多いが、その代わり一つの制約を抱えている。


  　空間ネットワークの技術の発展系であるが故に、インターネット越しでは不可能、実際に盗みたい何かのある現場に行かなければならないという制約をもっているのだ。


  　


  　


  「シャノンの履歴にアクセスするためにはいくつかの方法があるのだけど、銀行部の部室に入って、そこからＡＲ空間に入るのが一番穏便だ」


  「確認させてください、あなたは深夜でも銀行部の部室に入れますか？」


  「それは問題ない」


  　修也は答えた。


  「ＯＢとして、今年いっぱいはオブザーバーとしての権限が残ってる。入室するだけなら何も問題はない。だけど、それはおれだけだ。第三者を連れて入るのは無理だ」


  「それは我々で何とかする。肝心なのは、そこにちゃんとした部員、関係者がいる事なのです」


  「……おれのＩＤを踏み台にするのか」


  　健二の言葉から、彼らがやろうとしている事に察しがついた。


  「そうです」


  「簡単に言ってくれる」


  　修也はため息をついた。


  「それをやると部価をのぞき見したどころの騒ぎじゃなくなるんだけど」


  「大丈夫です、協力してくれるあなたに害を及ぼさないようにしますから」


  「具体的にはどうやって？」


  「あなたは我々を部室まで案内する、我々が立ち去る際はあなたを縛りあげ、クスリでも嗅がせて気絶させる」


  「……おれが脅迫されて仕方なくやった、ってことにするのか」


  「そうです」


  「……それと、足跡を残す」


  　それまで黙っていたくるみが口を開いた。


  「足跡？　どういうことなんだ？」


  「我々は慶司の仲間です」


  「それは知ってる」


  「つまり独立派だと目されている事でもあります」


  「それも知ってる」


  　だからなんだ、と聞き返す修也。回りくどい話し方に少しだけいらいらした。


  「わからないのですか、なら慶司と一緒に、わたしの名前をセットで検索してみてください」


  「……アクセス」


  　修也は右手だけを出して、その先にパネルを表示させた。言われたとおりに神楽坂慶司と健二の名前で検索をした。


  　出てきた情報に驚愕した。


  「指名手配……」


  　修也は言葉を失った。検索して出たものは警察のウェブサイトで、そこに健二が凶悪犯として指名手配されていることが書かれていた。


  「そうです、わたしは四国政府から指名手配を受けています。今でもあがいて、慶司の無実を証明しようと動いている人間なのですよ。それは向こうも分かっている。そんな我々が足跡を残していき、あなたを縛りあげて残していけば、不可抗力と判断されあなたに咎(とが)が及ぶ事はないでしょう」


  「……」


  　迷う修也、確かにそれならばと思った。


  　外部の人間を招き入れてハッキングの手引きをする、本来それは厳罰の対象になるものなのだが、それが指名手配犯に脅されての行動だったら話が違ってくる。


  　仕方ないと同情が集まり、大した処分にはならないだろう。


  「必要ならばあなたを殴っていきましょう、後遺症が残らない程度に、見た目だけ派手な怪我をおわせることもできますよ」


  「演技するなら徹底的に、ってことか」


  「はい」


  「念のために聞くけど、おれに拒否権はないんだろうな」


  「こちらとしては進んで行動してもらいたい」


  「よく言うよ」


  　修也はため息をついた。


  「……わかった、案内する」


  「感謝します」


  「……ありがと」


  　健二とくるみ、二人は深々と頭を下げた。


  　健二は太ももに手をついて、くるみはガクン！　こつん！　とテーブルに頭を打ち付ける程の勢いだ。


  　脅迫されている状況に変わりはない、しかしその感謝はどう見ても本物だ。


  　健二は指名手配犯だ、そして今からやることは凶悪犯罪者とされる神楽坂慶司を助けることだ。


  　そんな事をもくろむ彼らを、修也はなぜか、悪く思うことが出来なくなった。


  　神楽坂慶司という男の事を修也はよく知らない。当然だ、彼は修也とはまるで違う世界、政治の世界に生きる人間だ。


  　今まで神楽坂慶司について知っていることといえば独立派のリーダーであり、保守派のリーダーを暗殺した罪で逮捕されたこと。そして政界に身を投じるまでは研究都市の人間に相応しく研究者の一人だったという事。


  　


  　彼は自然言語を専門としていた。


  　自然言語というのは人間が使う言葉の総称であり、機械が分かるプログラム言語─機械語とは対極に位置するものだ。


  　ではその自然言語の何を研究していたのかというと、ほとんどの場合「コンピュータに人間の言葉を理解させる」という研究が一般的だ。


  　もっと分かりやすく言えば、メールのスパムフィルタがそれにあたる。


  　コンピュータにメールの文章をよませて、スパムかどうかを判別させる。もっとも簡単な人工知能の一つだ。


  　自然言語の研究、いわば人工知能の戸口にあるとも言うべき研究。


  　神楽坂慶司という男はその研究者である、というのが彼について知っている一番深度の深い情報だった。


  　知っている情報が少なすぎるため、修也にとって神楽坂慶司は凶悪な男というイメージしか無い。その仲間達も同じような目で見てしまうのは当然のことだった。


  　だから会った時、このバーに足を踏み入れた時警戒していたのだが、いまはもう、二人を凶悪な人間だと思えなくなっていた。


  　


  　それではいけないと思いつつも、どうしてもそう思えない修也である。


  「それで、いつなら都合がいいのですか？　こちらも出来れば穏便にすませたいもので」


  「そういうことなら……」


  　修也はすこし考えて、答えた。


  「明日の夜かな」


  「理由は？」


  「七人会議があしたもう一度ある、その後はメンバーのグループごとにミーティングになるから、部室にタッチしてくる人間はほとんどいない。いつもはそうだ」


  「では、明日の夜ですね」


  　健二がいい、くるみと美沙を含めてうなずきあう三人。


  「じゃあ今日はこれまでだね。明日の夜また連絡するねおじさん」


  「ああ」


  　美沙の言葉でお開きとなり、修也は席を立とうとした。


  「……やられた」


  　唐突に口を開くくるみ。出会った時からまったく変わらない静かな口調だが、それを紡(つむ)いだ顔は忌々しげにゆがんでいる。


  「どうしたんですかくるみさん」


  「……ニュース」


  「ニュースだと？」


  　健二がそういい、眼球を動かしてＡＲデバイスを操作する。


  　何が起きたのか気になって、修也も彼らに倣って、パネルにニュース番組を表示させる。


  　テレビ機能だが、チャンネルを合わせる必要はなかった。全てのチャンネルが同じものを流していたからだ。


  　それは記者会見、四国政府の首脳が開いた、緊急の記者会見。


  「なんだ……このタイミングで」


  　そうつぶやきながらも、修也はものすごく悪い予感がした。


  　くるみのつぶやきだけではない、彼自身の認識からそう思っていた。


  　なぜなら。


  『安全性はみとめますが、現実的にみて、この二日間都市機能のほとんどが停滞するという─』


  「何をいってるんだ？　何がいいたいんだ」


  『現状ではシャノンを用いた経済活動が立ちゆかなくなっているのも事実です。このことを鑑(かんが)みて─』


  「やめろ、それ以上はだめだ！」


  　叫ぶ修也。が、当然のことながらそれが届くことはない。


  「三日後の日付変更をもって、シャノンを一時的に放棄し、日本円を使用する事を宣言する」


  　画面の中でフラッシュが盛大にたかれた。


  　歴史的瞬間だ。


  「嘘だろ……」


  「先手をうたれましたね」


  「え？」


  「シャノンの放棄……つまり今のシャノンシステムを凍結すると言うことです」


  「それは……そうだけど？」


  　だからどうした、と言う目で健二を見る。


  「つまり、そのログも凍結されると言う事だ」


  「あっ……」


  「……大げさすぎる」


  「そうでもない、向こうがそれほど慶司を恐れてるって事です」


  「……うん」


  「じゃ、じゃあ、四国政府は神楽坂慶司のために、シャノンのシステムを凍結したって言うのか。今あるさわぎのためじゃなくて？」


  「我々はそう思う」


  「そんなバカな！　たかが人間一人のために。刹那システムを調べただけなんだろ!?」


  　もしも本当にシャノンが凍結されたらどうなるのか、想像するだに恐ろしい修也だった。


  　隕石接近で消失するというばかげた噂でさえあれほどの大騒ぎになったと言うのに、実際に政府が使えなくしたらどれほどの騒ぎに発展するのか、少し考えただけで背筋が凍るかのような思いだ。


  　それを一人の人間のためにするという事を信じたくない修也だ。


  　だが、現実として四国政府の首脳はそう発表した。公式の記者会見で発言したのだ。


  　少なくともシャノンの凍結は既定路線と言っていい。


  「後輩からだ」


  　修也のパネルにメールが届く、後輩の一人からのメールで、緊急のマークが付いていた。


  「……今から十分後に緊急の七人会議を開く、出席してくれ……」


  「なるほど、現場も知らなかったと言うことですね」


  　メールを覗き込んだ健二がつぶやく様に言う。


  　もしも前もって知ってたらこんな緊急招集はしない、部員全員に箝口令(かん　こう　れい)をしき自宅待機を命じるはずだ。


  　そうではなく、会見に合わせて緊急の七人会議を開くと言うことは、現場も蚊帳の外に置かれているという証拠。


  　事実、修也にとってまったく寝耳に水だった。


  　パネルの中で続いている記者会見、記者の質問に答える首脳の姿を見つめる。


  　なんてことを、という思いが修也の中でいっぱいになる。


  「しかし、こんなことになっても日本側にはほとんど情報が流れないんだね」


  「えっ？」


  「仕方がないさ、情報規制が敷かれてるんだからな」


  「え、ええ？」


  「刹那システム、相変わらず順調に稼働していますね」


  「刹那システム……」


  　繰り返し、舌の上でその言葉を転がす修也。


  「しかし、こうなっては天の配剤ともいえますね。凍結されるのは三日後、そして我々はあす潜入する。凍結される前にログを引き出す事ができるというわけです」


  　健二はそう言い、くるみを見る。


  「頼みましたよ」


  「……任せて」


  　健二らが決意と結束を固めている一方で、修也は茫然と会見を見つめていた。


  　起きた出来事に、まだついて行けてないという様子だ。


  『ここにもう一つ発表があります』


  　首脳はスタッフらしきものから何か紙の様なものを受け取り、それをじっくりと眺めたあと、口を開いた。


  　そこから長い前置きが始まった。


  　四国の成り立ちから始め、歴史をつらつらと語っていった。


  　それを聞いていた修也は悪い予感がした。


  「なんで……いまそんな事を言うんだ？」


  「聞いてれば分かるさ」


  「分かるのか？」


  「大体は。政治家がこういう風に必死に自分を正当化する時って、やる事って大体相場が決まっているのです」


  「それは……？」


  「……」


  　健二は答えなかったので、修也は仕方なく、番組に視線を戻した。


  　が、頭の隅っこで何かがうごめいていた、なんとなく思いついたことが、それに付いてくる不安が徐々に大きくなっていった。


  『我々は根っこでは一つなのです』


  「おい、まさか……」


  「気づいたみたいですね」


  「うそだろ、本気でそうするつもりなのか？」


  「少なくとも、この会見はそのために開かれたみたいですよ」


  「し、しかし、それはシャノンの話と比べものにならないくらいの恐慌を生むぞ」


  「確かに、今の若い子って……特に高校生以下の若い子って四国人だって自意識があるからね」


  『逆に言えば今が最後のチャンスでもあります。クーデターの首謀者がつかまったことによって、その気運がますます高まりました』


  　だれもが明言する事をさけた、しかし全員がそれを予想していた。


  『我々は日本という国家に戻る』


  　会場がざわめく。


  　果たして、修也達が予想した通りの展開になった。


  
    第３章　child of the function

  


  　


  　


  　翌日の夕方、修也は銀行部の本部にいた。


  　シャノンの開発・運営の中核を担っている銀行部は、その貢献度と実力の象徴として、立派なオフィスビルを部の資産として所有している。


  　とは言え、ネットワーク全盛で幹部会議すらＡＲの仮想空間で行う銀行部にとって、このビルは象徴以上の意味を持たない。


  　そのビルでは、今日は一段と人が少ない。


  　銀行部の現状を一言でいうと─てんやわんや。


  　学園首脳部からトップダウンでねじ込まれたシャノン凍結、その事に部全体が揺れ動いた。


  　なにか対策を立てようと幹部会議、全部員に公開する形での七人会議を開いたが、そこで何かが出来る訳でもなく、結局、小田原評定のまま会議は終わってしまった。


  　


  　ビルの中、会議室の一つに、修也は麻衣と共にいた。


  　彼女はげっそりしていた。言うまでもなく、シャノン凍結の一件にやられている。


  「ここ、座るか？」


  　修也はあいている椅子を指した。麻衣はそこに座り、会議机の上に突っ伏した。


  「はあ……」


  「大丈夫か、おまえ」


  「だいじょうばないかも……」


  「日本語までおかしくなってるぞ」


  「だってさあ、日本に戻るって、日本になるってなんなのそれ」


  「……」


  　修也はかける言葉が見つからなかった。


  　おぼろげに自分のルーツが日本人であることを覚えている修也とは違って、麻衣は四国に生まれ、そだち、自分が日本人ではなく四国人だと強く思っている。学園都市四国のシステムを信奉して、それが正しいと信じて疑わない。


  　そして彼女は、銀行部の一員でもある。修也が次の七人会議のメンバーに推薦しようと考えるほど、優秀で、部に深く関わっている人間だ。


  　故に、今回の事は二重にダメージを受けている。


  「ねえ修也、日本ってどういう所？」


  　机に突っ伏したまま、そんな事を聞いてくる麻衣。


  　まるで外国人のようなものいいだ……と修也は思ったが、ある意味ではそれは正しい。


  　彼女達のような人間は、日本を外国として見ているからだ。


  　修也は慎重に、言葉を選んで聞き返した。


  「行ったことはないのか？　旅行とかでも？」


  「うん、あたし、生まれてからずっと四国だから」


  「小学校の遠足とか、修学旅行とかそういうのは？」


  「遠足はハワイをえらんだ。修学旅行の時はもう銀行部に入ってシャノンの研究開発をしてたから、それどころじゃなかったんだよ」


  「なるほど」


  「ねえ、どういう所？」


  　麻衣は同じ質問を繰り返した。


  　修也は少し考えて、答えた。


  「おれも物心ついたときからずっとこっちで、向こうへは親の実家に帰ったときくらいしかないからほとんど分からないけど。まあ、ほとんど同じって感じだよ」


  「ほとんど？」


  　テーブルに突っ伏したまま、目線だけを向けてくる。


  「すんでる人の見た目は一緒だし、言葉も同じ。おれらがよく使ってる『コンタクトレンズ』にしたって、今は普通のメガネやコンタクトと変わらない見た目になってるから、本当に見た目は一緒だ」


  「そうなんだ。はあ……あたし、日本人になっちゃうのか……」


  「いやなのか？」


  「当たり前だよ！　そんな、日本人になるなんて！　あんな右にならえで、空気読め読めでうるさくて、お金を稼ぐ事を悪徳の様に話す国の人間になんかなりたくないよ！」


  「あぁ……それはたしかにおれも思うな。この四国じゃ自分の実力なら、ガツガツ稼ごうとしてもむしろ美徳として見られるもんな」


  「でしょ！」


  　麻衣はぱっと起き上がって、机を叩いて、言った。


  「はあ、どうにかならないかな……」


  　再び突っ伏し、ぼやくように言う麻衣。


  　修也は答えなかった、答えようがないからだ。


  　そのまま時間が流れる、二人っきりの会議室、沈黙が流れ続けた。


  「─っ」


  　修也は息を飲んで、身を硬くした。


  　彼の端末、メガネ型の端末に美沙からのメールが届いたからだ。


  　密かにそれを開いて確認すると、銀行部のオフィスビルの裏に来ているから迎えにきてほしい、という文面がしたためられていた。


  　修也は立ち上がり、出入り口に向かって歩き出す。


  「修也？」


  「ごめん、ちょっと用事を思い出した。今日はもう帰っていいよ。そうだな、明日も休んでいい、何かあったらこっちから連絡するから」


  　彼はそう言って、麻衣を置いて、会議室を出た。


  　裏口のほうに向かう。


  「おっ、高木さんじゃないか。もう帰るんですか？」


  　裏口で、顔見知りの警備員が声をかけて来た。修也はあらかじめ用意した言い訳をそのまま使った。


  「いえ、今日はもうちょっとやることあるから、ちょっと買い出しに」


  「それは大変だね、いまの時期買い物も一苦労でしょう」


  「コンビニとかならまだなんとか、個人経営の店は全滅ですが」


  「だよねえ、うちも女房がうるさくってね。銀行部のオフィスビルに勤めてるんでしょう何とかしてよ！　ってわめき立てるんだ。我々にできる事なんてないのにね」


  「本当にそうですね」


  　共感する返事を返してから、修也は「では」といって裏口から外に出た。


  　周りをきょろきょろして、美沙達の姿を探す。


  「おじさん」


  　こっちが見つけるよりも先に、向こうから声をかけてきた。声の方に目を向けると、美沙達三人が向かってくる姿が見えた。


  「おそいよおじさん、わたしてっきり逃げ出したのかっておもったよ」


  「逃げる訳ないだろ」


  　苦笑する修也。彼は弱みを握られているのだから、逃げるという選択肢ははなっからない。


  　この場から逃げ出す事ができても、部価の事をたれ込まれたら社会的に抹殺されてしまうからだ。


  「それで、お願いしたものは？」


  「健二さん」


  「ああ、これ」


  　健二はコンビニのビニール袋を修也に差し出してきた。修也はそれを受け取り、中身を確認する。


  「言われたとおり食べ物と飲み物、あとドリンク剤。それから雑誌は……それで良かったのですか？」


  　修也は雑誌を手に取って、パラパラとめくる。


  「うん、これで大丈夫」


  「おじさん……そういうのが好きなの？」


  　美沙が呆れたような、汚らわしいものを見る様な目をした。


  　修也がもっている雑誌、それはいわゆるエロ雑誌と呼ばれるものだ。


  　男が特定の目的のために買い、使い終わった後は裏山か橋の下に投棄するのが定番の一品だ。


  　四国では多くの印刷物の電子化が進んでいる。漫画、小説をはじめ、様々な媒体の印刷物の電子化が進み、それ一本に絞られたものも少なくない。


  　そんな中で、どういうわけかこういうエロ雑誌と呼ばれるものが根強く紙媒体として生き残っている。


  　実に不思議だが、現象としてそれが存在している。


  　必要があったので買ってきてもらったのだが、誤解されそうだったので修也は必死に弁明した。


  「ちがう、おれが使うものじゃない」


  「男の人はそういう言い訳ばっかり。兄さんといっしょ」


  「おまえの兄さんもそう言う人なのか？」


  「うん！　家の中そういう本ばかり、もう信じられない！　ってくらいこういう本だらけなの」


  「そうなのか？」


  　修也は困惑しきった目を健二とくるみにむけた。


  　彼の中にある神楽坂慶司のイメージと正反対だ。。


  「慶司はそう言うものが大の好みですよ」


  「エロ動画も……60テラくらいある」


  「多すぎだ！」


  　くるみが静かにうなずく。


  「……なんか見る？」


  「いや見ないから」


  　修也は断って、本題を切り出す。


  「さて、侵入の件だけど。おれが今出てきた裏口を使って入る。入ったらおれはこれを差し入れとして警備員室に入って注意を引きつけておくから、おまえ達はその間に中に入ってしまって」


  「中に入ったあとは？」


  　健二が聞く。


  「最初の曲がり角で右に行って、その突き当たりにある第四倉庫に入ってて。そこを使おう。普段から誰も来ない場所だし、今日はビルの中にほとんど誰もいないから、よほどの事でもなければ誰か来ることはない」


  「よほどの事があったら？」


  「あそこ以上に人気のない場所をおれは知らない」


  「妥協か……わかりました」


  「倉庫に入ってしまえばあとはそっちの担当だ。第四倉庫って名前だけど、ちゃんと社内の空間ネットワークの範囲内だ」


  「……なら、何とかなりますね」


  「よし、じゃあそれで決まりだな」


  「じゃあ、わたし達はそこで待機。おじさんが来たら実行開始。できるだけ早く来てね」


  「わかった」


  「これで、やっと兄さんの無実を証明できる」


  「本当に無実……だと思っているのか」


  　修也は言葉を慎重にえらんで、聞いた。


  「おじさんはどう思うの？」


  「……」


  　修也は沈黙した。


  　お兄さんはやってない、えん罪なの。


  　というのを身内がいくら声高らかに叫ぼうと、彼は気にすることはない。身内ならば希望的観測や、そもそも真実をしりつつ嘘をついている可能性が高い。


  　が、シャノンの記録が絡むとなると話は別だ。


  　修也はシャノンに関わる技術者として、その技術のセキュリティの高さと信頼性に自信がある。


  　そしてそれは、四国の人間ならだれでも一緒だ。


  　それをアリバイとして使う以上、よほど「真実」に自信があると言うことになる。


  　だから彼は美沙に脅されたあと、自分で『血の第三金曜日』の詳細について詳しく調べた。


  　発生地点とその時間、一連の流れを詳しく調べて、頭にたたき込んだ。


  　今なら、シャノンの履歴を見た瞬間神楽坂慶司が白なのか黒なのかが分かる。


  「シャノンの履歴が全てを物語る」


  「うん、そうね」


  　美沙はためらいなく頷いた。


  　


  　


  　美沙達に少し遅れて、修也は第四倉庫にやってきた。


  　ノックをして「俺だ」と言って中に入り、人の気配がまったく感じられない倉庫の中で美沙達の名前を呼んだ。


  「遅いよおじさん」


  　美沙、健二、くるみの三人が物陰から姿を見せた。


  「わるい、警備員につかまって愚痴を聞かされてた」


  「大丈夫なのですか？」


  「ああ、問題ない。それよりも始めよう」


  「そうですね─くるみ、いけますか？」


  「……余裕」


  　くるみはそう言って、徐(おもむろ)に部屋の角に移動した。倉庫の一角、じめじめとしてよく見ればカビが生えているそこに、くるみは腰を下ろし、膝を抱える体育座りをした。


  　そして、始まった。


  　おぼつかない明かりが照らし出す第四倉庫の更に暗い隅っこで、くるみの片目が光った。


  　オッドアイ、というような生やさしいものではない。色が違うと言うレベルではない、完全に、片目だけ光っていて、まばゆい程の光を放っていた。


  「あれは？」


  「彼女のＡＲデバイスです」


  「あんなのみたことがない」


  「あれは彼女の手作り、ワンオフの一品なのです」


  「へえ」


  　片目のコンタクトレンズ、市販にはないタイプのもので、修也は純粋にそれがなんなのか気になった。


  　ハードオタクとして、カスタムやワンオフといった言葉はそれだけで胸躍る程の響きを感じる。


  　なにせ、自分が使っているメガネ型端末に、本来搭載されないホログラム型の最新式のモジュールを改造して組み込んだ位だ。


  　くるみとは話が合うかもしれない、彼はそんな風に思い始めていた。


  　そして、くるみがしている事を見ていたいと思った。


  　が─彼女が始めた途端、部屋の外から足音が聞こえてきた。


  　コッ、コッ、という、革靴が冷たい床を踏みならす音。


  　それと共に、懐中電灯の光がドアの小窓から見えた。


  「まずい、警備員だ」


  「なんだって？　ここには来ないはずじゃなかったのですか？」


  「そのはずだが……なぜだ」


  　修也は慌てた。


  「どうしよう」


  「殺(や)りますか？」


  　美沙が聞き、健二が物騒な事をいった。


  「まて、おれに任せてくれ。なんとかするから」


  　修也が彼を止めた直後、外から声が聞こえてきた。


  「高木さん、中にいるんですか？」


  　さっきの警備員の声だ。


  「はい、なんですか？」


  「ああいえ、大したことじゃないんです。ついさっきメールが来ましてね、念のために今日からしばらく警備を強めろって言うんです。大事な時だから、何も起こらないようにって」


  「メール？」


  「ええ、七人会議の人からです」


  「そ、そうか」


  「だもんですいません、入館の時に一回やりましたけど、もういっかいＩＤチェックをしますね。ああ大丈夫ですよ、こっちで勝手にスキャンするから」


  「いや、ちょ─」


  「アクセス」


  　ドアの向こうで、警備員がＡＲデバイスを起動するのが聞こえた。


  　まずい、どうしよう。


  　焦った修也は、彼自身信じられない行為に出た。


  「アクセス─ドーム」


  　外に聞こえないような小さな声でつぶやき、エンジェルエッグを起動させた。


  （間に合え！）


  　そして心のなかで念じながら、パネルをタッチする。


  「はい、スキャン完了。あれ？　四人いますね」


  　警備員ののんきな声が聞こえた。


  　修也は生唾を飲んだ、間に合ったのかどうか、心臓がばくばくする。


  「あーはいはい、高木さんが預かってます後輩の方ね」


  　それを聞いて、修也はほっとした。


  　とっさの判断が間に合ったのだ。


  「ええ、ちょっと教える事があって、これから実習をしようって思ってた所です」


  「そうですか、皆さんお疲れ様です」


  　警備員はドア越しにそう言って、立ち去った。


  　革靴の音が完全に遠ざかったのを確認してから、美沙が聞いた。


  「おじさん、今の？」


  「はあ……また罪が一つ増えたよ」


  「あの一瞬でＩＤを偽装した、ということですか」


  　健二が言った、目を見開き、驚いている。


  「そうだ、今バレるか後でバレるか……どっちがマシだったかなあ」


  　修也はため息をついたが、やってしまった後だから、もうしょうがない。


  「ありがとうおじさん」


  「いいよ。さて、続きをはじめようか」


  「……わかった。あなたがくれたＩＤ、そのまま使う」


  　とくるみが言った。


  　彼女の目が更に光る。片目がピカッ、ピカッと光る。


  「どうだ、くるみ」


  　健二が聞いた。


  「……ハッキングは、できた」


  「どんな感じなの？」


  　美沙の質問に、くるみは困り果てた顔をした。


  「……説明、しにくい」


  「言語化できないのか。我慢するんだ美沙、くるみに実況まで要求して気をそらすのはよくない」


  「うん、そうだね」


  　仕方なく、といった感じで引き下がる美沙。


  　修也はその顔をみて、少し考えて、それから意を決してくるみに向かって切り出す。


  「あなたのＩＤを送って」


  「……ＩＤ？」


  「そう、あなたのＩＤ、本物の。それを教えてくれたら、こっちでやってる事をエミュレートする」


  「……できるの？」


  「ああ」


  「……わかった」


  　微(かす)かにうなずくくるみ。直後、修也の元に彼女のＩＤが送られて来た。


  　修也は息を吸って……次の瞬間、目がきりっとつり上がる。


  「アクセス、アドミニストレータ起動」


  　パネルがぱっと開き、彼を中心にドーム状のスクリーンを作り出す。


  「中に入ってくれ」


  　そう言って、健二と美沙をドームの中に招く。二人は一度視線を交わしてから、言われたとおり修也のエンジェルエッグの中に入った。


  「空間ネットワーク接続、リンク、赤城(あか　ぎ)くるみ」


  　二人が入ったのを確認して、修也はアプリを起動し、そこにくるみのＩＤを入力した。


  　瞬間、パネルが変わった。まるでプラネタリウムのように、ドーム全体に映像を映し出した。


  　そこにくるみの姿があった。彼女はリアルの彼女と違い、袴(はかま)に鎧(よろい)という、言うなれば巫女(み　こ)武者という格をして、一人で城攻めを行っていた。


  　戦国時代の天守閣のような城から、矢が雨あられの如く飛んでくる。それだけではなく、城の根元の方からは足軽のような敵兵が次々と飛び出して来る。


  　巫女武者は矢を時にはよけ、時にははじき飛ばしながら、迫り来る足軽を次々となぎ倒していく。


  　まるで映画のワンシーンのような光景に、健二も美沙も目を丸くさせた。


  「これは？」


  「昔一時期流行ったＡＲエミュレータだ。同じ部屋というか空間にいる人に接続して、その人がやってるＡＲを映像化してパネルに出すものだ」


  「一時期流行ったっていったけど、それじゃあ今は流行ってないのですか？」


  「コンタクトレンズ型ならそのまま見れるし、メガネ型を使ってるご年配の方はこういうのに興味はない。ゲーム実況を見てるようなものだからな。結局メガネ型でパネルを使う人間しか使わなくなった」


  「なるほど」


  「それですたれたんですね」


  　健二と美沙が納得する。


  　彼らがやりとりを交わしている間も、パネルドームでは映像が流れ続ける。


  　巫女武者くるみが現れた敵を次々倒していくのを、彼らはかたずをのんで見守った。


  「すごいな」


  「すごいの？」


  　美沙が聞く。


  「ああ、いろんな人のハッキング履歴をエミュレートしてきたけど、こんなに鮮やかにやる人ははじめてだ」


  「世界最高クラスのハッカーですから、くるみは」


  「これ、どうしたら成功になるの？」


  「分からない、銀行部をハッキングなんてした事ないから、最後どうなるのかは分からない。ただ」


  「ただ？」


  「優勢か劣勢なのかを分かりやすくグラフィカルに表示するアプリなんだ、こうやって相手を倒し続けてる限りは順調だって思って間違いない」


  「そっか」


  　修也の言うとおり、画面内のくるみは敵を倒し続けて、先に進んでいった。


  　


  　


  　城からはまるで無限と思われるような、敵兵が飛び出し続けていた。


  　倒す、倒す。


  　倒して、また倒す。


  「結構かかってますね」


  「出てきた足軽の数、あの天守閣じゃ入りきらないくらいいるよね」


  「処理中や進行中のバーが、いつまでもループしてるのを見ているような気分になってきますね」


  　健二の感想に修也も同意見だった。


  　いつまでかかるのかわからない、終わりが見えないという気分になり始めていた。


  「進んでる……大丈夫」


  「あとどれくらいなの？」


  「……もう少し」


  　くるみがそう言った直後、進行状況を数値化しようと違うパネルに手を伸ばした修也があるものを見つけた。


  　巫女武者が攻めている天守閣の反対側から、巨大な大砲がいつの間にか現われていた。


  　砲身が向けられる先は、くるみの巫女武者。


  「くるみさん！　危ない！」


  「……えっ？」


  　直後、大砲が火を噴いた。巨大な砲弾が放物線を描き、巫女武者を吹き飛ばした。


  「うっ─」


  　くるみは目を、ＡＲデバイスをつけているオッドアイの片目を押さえて、うずくまった。


  「どうしたんですか！」


  「やられた……横から殴られた」


  「どういう事なのおじさん！」


  「侵入者排除のプログラム、セキュリティソフトみたいなものだ」


  「そんなものがあったの？」


  「そりゃあるよ！　学園都市全体のシャノンを守ってるシステムなんだから」


  　修也はくるみを見て、聞いた。


  「大丈夫か」


  「大丈夫……」


  　片目を押さえて立ち上がるくるみ。しかし足はふらつき、額からも汗が出ている。


  　あまり大丈夫じゃないのは目に見えて明らかだ。


  「……大丈夫、来るのはわかった、次は避けられる」


  　画面で、巫女武者がチャキン、と大砲に武器を向けた。


  「やめた方がいい」


  「どうして？」


  「あれは反撃するとトラップが発動する仕組みだ」


  「トラップ？」


  「こんな感じだ」


  　聞き返した美沙にもわかる様に、パネルの一枚を使って教えてやった。


  　くるみを撃った大砲に騎馬武者が襲いかかった瞬間自爆した。


  　わかりやすく、修也がシミュレートした映像だ。


  「攻撃しちゃいけないの？」


  「反撃した瞬間システムが物理断線の準備に入る。同時に最上位回線で銀行部主要メンバー、七人会議のメンバーに連絡をする様になってる。防御システムじゃかなわない相手だと言うことで、人間に連絡をすると言う仕組みだ」


  「連絡されるのは避けたいですね。最上位回線となると─」


  「国家間のホットラインレベル、遮断も乗っ取りもほぼ不可能だ」


  「じゃあどうすればいいの？」


  　美沙が悲鳴のような声を上げる。聞けば聞くほど八方ふさがりな状況で、彼女がそうなるもの無理からぬことだ。


  　くるみの顔色も優れなかった。


  「どうにか出来ませんか、くるみ」


  「……ムリ、物理断線は何とかなるけど、ホットラインレベルには介入しようがない」


  「手はないのですか？」


  「……」


  　くるみは答えなかった。下唇を噛んで悔しそうな顔をしている。


  「……おれがやる」


  　逡巡をへて、修也が言った。


  「おじさんが？」


  「出来るのですか？」


  「多分な。一応、あれの構築に関わってたから」


  「本当なの!?」


  「おれが卒業したあと改良してなければ、だけど」


  「それでもいい。お願いおじさん！」


  「わかった。城攻めは続けてて。何があってもこっちを気にしないように─反撃しないように」


  「わかった」


  「……アクセス」


  　深呼吸したあと、修也も同じ空間に接続した。


  　プログラムを起動させ、必要なパラメータを入力して、くるみが接続しているそこに介入した。


  　直後、グラフィック化された巫女武者の横に、ほっかむりをつけたいかにも農民のようなキャラクターが出現する。


  　パネルに指を躍(おど)らせ、プログラムを走らせている修也のキャラクターだ。


  　農民は取っ手のついた木桶を持ってタタタタと大砲の方に向かって走っていき、その中身をぶっかけた。


  　かけたのは水のようで、大砲についていた火縄がジュー、と音を立てて消えた。


  「行けたの!?」


  「……まだだ」


  　修也が言った瞬間、同じような大砲が現われた。


  　一門、二門、三門……。


  　合計五門の大砲がずらりと出現し、巫女武者に砲身を向けた。


  　もちろん、火縄は既に点火している。


  「おじさん！」


  「……」


  　修也は答えなかった、答える余裕はなかった。


  　最初のシステムを停止させた後にくる予備システムの起動。それは彼が関わっていた時になかった動作だ。


  　彼はそれを止めるため、パラメータを再設定してプログラムを動かした。


  「すごいですね」


  「うん、おじさんがここまで出来る人だって思わなかった」


  「違いますよ。もちろんくるみのフォローもすごいですが、それよりもこれです。いかに携わったシステムとはいえ、そこに侵入しながらこのグラフィック化を維持するなんて」


  「それってすごいの？」


  「情報量が桁違いのはずです。譬えるのなら無圧縮のフルＨＤ動画を再生させるようなものですね」


  「そうなんだ」


  　健二と美沙のやりとりも、修也の耳に入ってこなかった。今の彼は対処するので精一杯だ。


  　メガネ型ＡＲデバイス、エンジェルエッグモードを起動させた彼は一時的に処理できるデータが増大する。それはパネルドームの見た目と正比例して、通常のコンタクト型デバイスの十倍のデータ量を同時に処理できる。


  　その膨大なデータを内部から向けることによって、システムの応答を遅らせようという試みだ。


  　それは成功した。


  　シャノンシステムは、外部から送られてくるデータに対しては、学園都市四国全ての住民がいっぺんにアクセスしても余裕をもって対処出来るようになっている。しかし内部からの場合、七人会議メンバーが同時に─つまり一桁の人数が同時にアクセスする事しか想定されていない。


  　そこに個人としては桁外れのデータ量を流し込むことで、一時的にシステムをマヒさせる事に成功した。


  　修也からすれば必死に不規則なデータをシステムにぶつけて、処理を妨害しているのだが、グラフィック化されたものはコミカルの一言に尽きる。


  　農民が桶を必死にはこんで、エイホエイホと大砲に水をかけ続けている。


  　ゲームでも、なかなか見ないような光景だ。


  「くるみさん」


  「うん……ッ」


  　画面の中、巫女武者が天守閣に向かって行く。


  　足軽が次々と倒され、巫女が天守閣の中に突入する。


  「……」


  「くるみさん─」


  「待って」


  　健二が美沙を止める。


  　しばらくして、変化が起きた。


  　天守閣が崩落をはじめた。中から柱を抜かれたかのように、建物全体が内側に向かって崩落していった。


  「わあ！」


  「やったのですか！」


  「……うん」


  　頷くくるみ、彼女はふらつき、地べたにへたり込んでしまった。


  　よく見ると全身が汗でびっしょりになっていた。大砲で撃たれたときの脂汗とは違って、疲労から来るタイプの汗だ。


  「ふぅ……」


  　修也も一息ついた。くるみがシステムの内部に侵入した事で、防衛プログラムが反応しなくなったのだ。


  「大丈夫なのですか」


  　画面の中で存在していながらも、まったく動きを見せない大砲をみて、健二が聞く。


  「うん、問題はない。もうこいつらが動くことはないはずだ」


  　修也はそういい、全てのパネルを映像化に回して、侵入をくるみに任せた。


  　崩れた天守閣の中から階段が現われる、土台のない、紙を階段状に折ったものがそこに現われる。


  　巫女武者はそれを上っていく。天まで続く階段を上って雲の上までいくと、そこにまったく違う景色が─建物が現われた。


  　今度は洋風の建物だ。格式張ったもので、まるで議会か、省庁を連想させる立派な建物である。


  　それの扉を開いて中に入ると、広大な空間に、ひたすら本棚が並んでいる光景が見えた。


  「ここは？」


  「ちょっと待って」


  　美沙の質問に答えるため、修也はパネルの一角に文字を表示させる。


  　画像をシミュレートするのは分かりやすいが、直感的に分からないものもある。


  　そういうとき、修也は文字に変換させて把握している。


  　パネルドームの一角、独立させた白と緑のサイバーチックなパネル。そこに昔ながらのウインドウが文字を流していた。


  「もう履歴を探ってるみたいだ。あの本の一冊一冊が利用者履歴だ」


  「なるほど、背表紙にある名前が利用者の名前か」


  「……あった」


  　


  　つぶやくくるみ。巫女武者が丁度、一冊の本に手を伸ばす所だ。


  　本の背表紙には「神楽坂慶司」と書かれている。どうやらそれが、彼の履歴であるようだ。


  　巫女武者がそれに手を触れた─その瞬間。


  「─っ！」


  　本から闇が広がり、巫女武者の全身を包みこみ、飲み込んでしまう。


  「くるみ！　どうしたのですか？」


  「……追い出された」


  「えっ？」


  「強制ログアウト……何故？」


  　修也は目を疑った。目の前で起きたことに。


  　使用履歴にアクセスした瞬間、くるみの接続が切られ、システムから文字通り追い出されたのだ。


  　なぜそうなるのかわからない、彼が知らない仕様だ。


  　パネルに指を躍らせ、くるみが追い出された前後のログを……状況を調べる。


  「ばかな、なんでこんな仕様に変わったんだ」


  「どうしたのおじさん」


  「タイムアウトだ」


  「タイムアウト？」


  「セッションタイムアウト……時間切れってことだ」


  「ここまで来るのに時間かかったからですか」


  「そうだけど、こんな……」


  「くるみ、もう一度行けますか？」


  　健二がくるみに聞く。


  「行けるけど……」


  「一からやり直しになる」


  　くるみと修也、実際に操作している二人が苦々しく答えた。


  　再度侵入するとなればさっきと同じ手順を踏んですると言うこと。それは、同じだけの時間をかけると言うこと。


  「だったらすればいい」


  「……うん」


  　くるみのオッドアイが光った。再度、侵入を始めた様子だ。


  「えっ、なにこれ」


  　声を上げたのは美沙だ。


  　グラフィック化のドームの中、巫女武者の前にある天守閣のまわりに、さっきはなかった堀が現われていた。


  　水が張られていない空堀で、天守閣に続く橋もない。


  「どうなってるのこれ、もしかして難しくなった？」


  「うん……セキュリティレベル……あがった」


  「おじさん？」


  「再ログインってしたことあるか？　いつもと違う画面で戸惑わないか？」


  「あっ……」


  「それと似たようなものだ。やる事は基本かわらない、でも面倒くさくなった」


  　修也の言うとおり、巫女武者のやる事は基本変わらないだろう。


  　堀の向こうでうじゃうじゃしている足軽を倒しつつ、大砲を避けながら、天守閣の中に入る。


  　基本は変わらない。堀を降りて、登るというプロセスが増えるだけだ。


  「やれますか、くるみ」


  「時間かかるけど……」


  「なら、お願いします。ここで引き下がる訳にはいかないのです」


  「うん」


  　はっきりと頷き、巫女武者が動き出した。


  　しかし、上手くはいかなかった。


  　堀を颯爽(さっ　そう)と駆け下りるまではいいが、登る時に足軽に邪魔されて、何度も何度も底へ突き落とされる。


  「ああもう！　おしい！」


  「なんと言うことだ……」


  「ねえおじさん！　おじさんはまだ中にいるんだよね。くるみさんの代わりに本を読むことは出来ないの？」


  「おれも今やったらタイムアウトではじき出されるだけだ。かろうじて『ここにいる』だけなんだ」


  「ページを更新したらログイン画面に飛ばされる、と言うことですね」


  「そうだ」


  「じゃあどうするのよ！　あきらかにくるみさん、さっきより苦戦してるよ！　全然違うじゃない」


  「……」


  　黙り込んでしまった修也。


  　くるみがはじき出された途端、彼はパネルの一枚を使って、上に流れる文字で状況の把握につとめた。


  　画面に映っている巫女武者の城攻め。


  　それはあくまで、二人に現状をわかりやすく伝えるためにグラフィック化したもので、そこから攻略法が見つかるわけではない。


  　サーバーの挙動とそのログ、それらを見てはじめて、対処法を見つける事ができるのだ。


  　修也は必死に頭を巡らせ、方法を考える。


  「もう見てられない！　わたしもやる」


  「まって！　美沙はだめです」


  「どうして！」


  「プログラムのことはわかりません、ですが映像化されているのはいずれも『攻撃される』『飲み込まれる』ものばかりです。美沙では万が一の時が最悪な場合になる事があります」


  「だけどこのままじゃ。いつまでもこんな所にいられないよ」


  「それはそうですが……」


  「大丈夫……なんとかする」


  　激論を交わす三人。くるみは「大丈夫」といったが、実の所大丈夫じゃないのは誰の目にも明らかだ。


  　画面の中の巫女武者は何度も何度も、繰り返し堀の底に突き落とされている。


  　まるでお笑いでもやっているのかと勘違いするほどの、同じ事の繰り返しである。


  　とても、大丈夫だとは思えない。


  「……方法がある」


  　修也はそう言い、部屋の奥に向かって行った。彼が離れたので、パネルドームも消えてしまう。


  　元が倉庫であるそこには、ほこりのかぶったダンボール箱や、使わなくなった機器類が乱雑に捨て置かれている。


  　それらに手を伸ばし、目当てのものを探す。


  「方法があるって、本当なのおじさん！」


  　真後ろまでかけてきて、必死な声で聞いて来る美沙。


  「ああ」


  「どうするのですか？」


  「説明すると長くなる。それよりも一緒に探してくれ」


  「なにを探すの？」


  「キーボードだ」


  　修也の口からでてきた言葉に、美沙や健二はもちろんの事、オッドアイを光らせてハッキング中のくるみまでもが手を止めて、彼を見つめてきた。


  「キーボードって、あのキーボード？」


  「そうだ」


  「あんな骨董品をなにに使うつもりなんですか？」


  　修也はがらくたの山を探しながら、言った。


  「説明する暇はないって言っただろ。なんとかするから、一緒に探してくれ」


  「わかりました」


  　健二がそう言い、同じように、がらくたの山に手を突っ込んだ。


  　ほこりがつくのを嫌がったのか、美沙は手をつけず、あっちこっち見て回った。


  「ありました、これでいいのですか？」


  「見せてくれ─ああ、これでいい。もう一個ないか、あればベストだ」


  「ありますよ」


  「ありがとう」


  　修也は二つのキーボードを持って、元いた場所に戻った。


  　そこでパネルドーム、エンジェルエッグを起動させる。巫女武者が未だに堀を登ったり突き落とされたりの繰り返しをしている。


  「端子が最新型で良かった」


  「そうなの？」


  　美沙が横で聞いてきた。


  「今すぐにコンバータを作ってる余裕なんてないからな。半田付けは専門外なんだ」


  　面倒を見ている後輩、工作が得意な麻衣の事を何となく思い出す。地べたに座り込んで、キーボードを床の上におく。


  　そう思いながら、彼はキーボードのケーブルを伸ばして、メガネの両横にある小さな穴─麻衣がエンジェルエッグに改造したときにショートさせた二つの穴にさしこんだ。


  「繋がるんだ！　そこ」


  　修也はにこりと微笑み、何も言わなかった。


  　画面の上ではキーボードのセットアップが一瞬で終わり、設定する画面が出た。


  　サイバーチックなパネルの中で、一際(ひと　きわ)表示が粗く、古めかしい画面だ。


  「解像度と色素が低いな─いや、懐かしんでる場合じゃない」


  　首を振って、二つのキーボードをたたき出した。


  　パネルの上で指を動かすより速いスピードだ。


  　指が一段と速く、激しくキーボードの上で躍った。


  　


  　ホログラム型は指で「直に」触れる事ができるので、コンタクトレンズ型に比べて操作ミスが減るとされている。


  　しかしそれはあくまで、直に触れているように思わせるものだ。言うまでもなくパネルはホログラムで出来ていて、そこに実体はなく、触れている感じがしない。


  　故に、扱う人間が「そこにある」と自分に言い聞かせる必要がある。


  　言うなればパントマイムと同じだ。


  　そこにはない壁をあたかもあるみたいに振る舞うようにするのがパネルを扱う上での極意だ。


  　


  　当然、物理的にあるハードウェアにはかなわない。


  「キーボードって、見るの何年ぶりでしょうか。生まれたころにはもうほとんど使われていませんでしたから」


  「健二さんも？」


  「ええ、その頃から既に今のようなＡＲデバイスのひな形が出来てましたから。キーボードもマウスも、ほとんど絶滅している頃でした」


  「マウス……噂には聞いてるけど、よくあんなので操作できたね」


  「昔はインターフェイスが二次元でしたから。その時代ではキーボードとマウスが最適だったのですよ」


  「そっか。でもそれじゃあ……」


  　美沙が言い、キーボードをうっている修也を見た。


  「おじさんは、何をしようとしてるの？」


  「……できた。くるみ」


  「なに？」


  「再ログインして、そうしたら堀の手前で待っててくれ」


  「……了解」


  　時間をかけられないことを一番実感しているからか、それとも性格から来るものだからか。


  　くるみは何も言わず、修也の言うことを聞いた。


  　巫女武者が一度消えて、堀の上に再出現した。


  　それを確認し、修也はすう、と息を吸い込んだ。


  　次の瞬間、目がカッ、と見開かれた


  「アクセス、アドミニストレータ権限付与。一番から六十四番までのプロセスを停止」


  「プロセスを停止？」


  「六十四番までって……まさか？」


  　驚くくるみ、彼女は何かを察した様子だ。


  「モード、レガシー！」


  「やっぱり……」


  「レガシー？」


  「遺産……ってことですか」


  　口々に言い合う三人。


  　次の瞬間、修也は口を固く閉ざす代わりに、二つのキーボードを猛烈な勢いで叩き出した。


  　カタカタカタカタ、ターン、ターン、ターン、ターン。


  　同じタイミングで、同じリズムで、二つのキーボードを叩いた。


  「ねえ、おじさんなんか、同じ場所だけ叩いてない？」


  「叩いてますね、同じ操作を十……いや十五？　をローテーションで繰り返してます」


  「何してるの？」


  「大昔のテクニックですから、ぼくも知識でしかしらないのですが─」


  　言いかけた健二、くるみを見る。くるみが微かに頷いたので、説明を続けた。


  「あれは、ショートカットだと思います」


  「ショートカット？」


  「はい、特定のボタンを組み合わせて、それであらかじめ決められた動作をさせる操作の事です」


  「うーん」


  　首をひねる美沙、今の説明でよく分からない様だ。


  　健二は更に言った。


  「キーボードの左端の真ん中の段にコントロールというキーがありますよね」


  「うん、あるね」


  「その二つ横にＳがありますね」


  「うん」


  「その二つを同時に押すと、ファイルなりメールなり、変更を加えたものの保存ができるのです。同じようにコントロールとＡで画面上全てのものを選択、コントールとＣでコピー─という感じで、ワンアクションで操作ができるのです」


  「なにそれ、じゃあそれを全部覚えなきゃいけないの？」


  「そうです。他にもオルトとＦ４、シフトとデリートなど、様々なショートカットがあります」


  「えー、そんなの覚えきれないよ。だってもう呪文じゃん」


  「だから……すたれた」


  「だよね！」


  　美沙が力強く同意した。


  　


  　キーボードとマウスから最初のＡＲデバイスに移ったのはその辺りによるところが大きい、結局の所、直感的に操作できず、使用者の知識や技術の累積に依存するデバイスは歴史の海の中に消えていった。


  　


  「ですが、呪文とは言い得て妙ですね。今の時代にキーボードでショートカットを駆使するその姿はまさに魔法使いそのものでしょう。くるみはできますか？」


  「むり」


  　珍しくきっぱり言って、ぷるぷると頭を横に振った。


  「流石おじさんだ」


  「ああ、普通に優秀な男だけだと思っていたけど、やっぱりこの学園の生徒だったんだな」


  　三人が雑談している間も、修也はキーボードを叩き続けていた。


  　一秒間に数回という速さで叩いているのにもかかわらず、その指使いは正確で、たったの一度もタイプミスがない。


  　それをしばらく続けていく内に、変化が起きた。


  　パネルドームの中、グラフィック化されている仮想空間。


  　空から、大量の飴が降ってきた。


  「飴？」


  「なんで！」


  「くっ……ミスった。けどこのまま行くしかない！」


  　修也はうめき、更に続ける。


  　カタカタカタカタ、ターン、ターン、ターン、ターン。


  　キーボードを打ち続ける、飴も降り続ける。


  　やがて、飴玉が堀を埋め尽くした。


  「今だ！」


  「一回再ログインする！」


  　またタイムアウトにならないため、巫女武者は一度消えてから、再出現した。


  　そして堀を埋め尽くした飴の上を疾走していき、群がってくる足軽を蹴散らし、大砲を避けて天守閣の中に突入。


  　ぺらい階段も一気に駆け上がり、図書館の中に入る。


  　覚えている神楽坂慶司の背表紙がある場所に行き、本を取って、開く。


  　瞬間、その場にいる全員に緊張が走る。誰もが固唾をのんで見守る中、履歴が無事に読めるようになった。


  　本の中にはびっしりと日付と数字、そして場所・店名が書き込まれている。


  　


  　


  「あの日の履歴を！」


  「……わかってる」


  　パラパラと本をめくり、やがて目当てのページにたどりつく。よく見ると、それは『血の第三金曜日』の日付が書かれていた。


  「ない!?」


  「どうして？」


  　見ていた健二と美沙が驚愕する。


  　が、修也はそれ以上に驚愕した。


  「修正履歴……だって？」


  　文字で追っていた彼は、視覚以上に早くその情報を捉えた。


  　美沙達が見ているのは空白のページという「結果」、しかし修也が見ているのは空白に修正したという「過程」。


  　美沙が言った、神楽坂慶司がシャノンを使ったという時間だけ、『血の第三金曜日』が起きた時間の所だけ修正したという履歴が残っていた。


  　そこにもともと何かがあった、しかし何があったのか分からないという結果だ。


  　システム的に見ればどうと言う事のない修正、しかし事件と合わせて見ると、この上なく不自然な修正だ。


  「それは戻せるはずだ、シャノンの履歴は完全に消せないようにバックアップされている。どんなに上書きして修正されても、元の記録は絶対残ってるはずだ」


  　修也はそう言って、技術者としてアドバイスした。


  「……わかった、やってみる」


  　つぶやくくるみ、直後、画面の中で彼女はそのページに爪を立て始めた。


  　まるで修正液を剥がすかのように、かりかり、かりかりと。


  　しばらくして、そこに数字が現われる。


  　美沙が言ったように、あの時間に暗殺現場とされた場所から離れた場所でシャノンの取引が行われた。その履歴が復元された。


  　少なくとも、神楽坂慶司が政府発表のような実行犯ではないという何よりの証拠だ。


  「……これで」


  　美沙は満足げな表情をする。画面のなかでページの内容をノートに写す……コピーという行為をするくるみも同じだ。


  　そんな中、修也はある事が気になった。


  　彼は調べた、この修正を施した責任者の名前を。


  「─っ」


  　それは、想像だにしなかった男の名前。


  　七人会議の一人、三島という少年の名前だった。
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  　修正をしたのは三島という名前の少年だった。


  　現銀行部の幹部、七人会議メンバーの一人で、穏やかな性格で知られている少年だ。


  　人当たりがよく、面倒見がいい。アクティブさに欠けるのが玉にきずだが皆が口を揃えて「いい人」と話す少年だ。


  　その名前がここで出たことに、修也は驚きを禁じ得ない。


  　嘘であってほしい、なにかの間違いであってほしい。そう思わずにはいられなかった。


  「それが修正したものの名前ですか」


  「……ああ」


  「彼から話を聞きたいな。どこにいますか？」


  「ＩＤチェック、自分の家にいるみたいだ」


  「おじさん、その人のいる所に連れてってくれませんか？」


  「それは……」


  「その男から話を聞きたいのです、お願いします」


  　きっぱりとした口調でいい、まっすぐ見つめてくる健二。


  　同時に、美沙もくるみもこっちを見つめている。


  「……」


  　修也は、三島とのことを思い出していた。


  　


  　


  「高木先輩、ちょっといいですか」


  「三島か、どうした」


  　第１２１校舎、そこの生徒らしく、ちゃんと教室で授業を受けていた修也の元に、三島が訪ねて来た。


  　糸のように細い目と穏やかな微笑みによりまわりをほっとさせるオーラを出している少年である。


  「ちょっと、後輩を紹介したくて」


  「後輩？」


  「ええ、銀行部に入りたいって女の子なんだけど、先輩に紹介しておきたくて」


  「へえ、どんな娘なんだ？」


  「麻衣ちゃん、入ってきて」


  　三島が呼びかけると、教室の外から一人の少女が入ってきた。


  　あどけなさが残る顔つきと、キラキラしている瞳が特徴的な女の子だ。


  「自己紹介して」


  「一色麻衣です！　よろしくお願いします、先輩！」


  「高木修也だ、銀行部では─」


  「知ってます！」


  　麻衣はテンションの高い声で修也の言葉を遮った。


  「先輩のことよく知ってます！」


  「そうなのか」


  　修也は微笑んだ。彼女のような後輩は少なくない、銀行部の中核メンバーとして名を連ねている修也はかなりの有名人で、ShikokuPediaにも独立ページを持っている程度の有名人だ。


  　なのでこの程度の反応は珍しくない、そう思っていた修也だったが。


  「先輩がコーディングしたモジュールを見せてもらいました！　第二世代のコードを流用して応答速度を平均コンマ３秒もあげたのはビックリしました」


  「こっちがビックリしたよ、初対面であそこを指摘してきたのはおまえが初めてだ」


  「そうなんですか？」


  「第二世代のコードを使ってる事に気づく人がそもそも半分、それが応答速度短縮の中核を担ってるって気づくのはその中で一割。ぶっちゃけ七人会議レベルだ」


  　修也はそう言って、三島をみた。


  「あはは、おれは全然気づきませんでしたよ。第二世代のコードだって事も」


  「そうなんですか！」


  　麻衣が驚く。


  「お前は違うだろ、『先輩これすごいです、こんな新技術いつ開発したんですか？』って言ってきただろ。古い技術だって気づかないくせにそこが肝だって気づいたんだから」


  「はあ、三島先輩もすごかったんですね」


  「『も』はひどいな、『も』は」


  　三島は相変わらず人当たりのいい笑顔で言った。


  「まあそういうわけです、将来有望な新人なので、先輩に紹介しておきたくて」


  「よろしくお願いします！　高木先輩！」


  　ぱっと頭を下げた麻衣、穏やかに微笑む三島。


  　


  　


  　電車の中、修也は彼との記憶を思い出していた。


  　未だに彼が事件に関わっている事が信じられない。しかしシャノンのシステムのログは絶対で、そこに名前が残っている以上関わっているのは間違いない。


  「何を考えてるのおじさん」


  　美沙が聞いてきた。


  　健二とくるみは他に調べたいことがあるといって、美沙だけ一緒についてきたのだ。


  「三島のことだ」


  「どういう知りあいなの？」


  「部活の後輩だ。一言で言えば『いい人』なんだけど、出来る人でもあった。専門的な知識はあっちこっち欠けてるくせに、物事の本質や芯を捉えるのがずば抜けて上手いヤツだった」


  「へえ」


  「それと聞き上手でもあったから、悩みをよく相談されてたし、会議のまとめ役としてもできるヤツだった。一言で言うと……」


  「言うと？」


  「すごいヤツ、だよ」


  「四国人らしいね！」


  　美沙の感想に、修也は静かにうなずいた。


  　この四国の生徒は大半が何かしら「すごい」人で、三島もその中の一人だ。


  　美沙と他愛のない話をした。


  　程なくして、電車が目的の駅に着いた。


  　高級住宅が建ち並ぶ閑静な住宅街だ。今にもロングワンピースの令嬢がセントバーナードを連れて散歩に現われそうな、そんな雰囲気を持った街。


  　その一軒一軒が、何かしら実績を持つ学生の持ち物だ。


  　修也達は三島の家の前にやってきた。


  　大きな庭と、車庫付きの一戸建て。庭は手入れが行き届いていて、車庫には航続距離が二百キロを越える最新の電動自動車がとめられている。


  　本土であれば四十代の一流企業づとめがようやくたどり着ける生活水準の家だ。


  「うわー、すっごいいいおうちに住んでるんだ」


  「銀行部七人会議のメンバーだからな」


  「おじさんもそのメンバーだったんでしょ？　なんでこういう所に住んでないの？」


  「高級な茶葉でいれた紅茶よりもペットボトルのコーラの方がすきなんだ、おれは」


  「ふーん、変なの」


  　美沙がクスクス笑うのをよそに、修也はチャイムを押した。


  　直後、そこからホログラムのパネルが浮かび上がって、三島の姿を映し出す。


  『はい、どちら様？　って高木先輩』


  「よう、今大丈夫か？」


  『ちょっと待ってください』


  　そう言われてしばし待つと、家の中から三島が姿を見せた。


  　相変わらずの糸のような細い目に、人当たりのいい笑顔を浮かべている。


  「お待たせしました高木先輩、何か用ですか？」


  　話しかけてくる声も口調もいつも通りで、彼がよく知る三島そのものだ。それを聞いていると、神楽坂慶司の一件が何かの間違いだったのではと言う気持ちになってくる。


  「お前に聞きたい事があるんだ」


  「聞きたい事ですか？　まあここではなんですから、中に入ってください、何か飲み物でも─」


  「神楽坂慶司」


  「─っ」


  　瞬間、身を翻しかけた三島の体がびくっと硬直し、横顔が強ばった。


  　その反応で、彼が何かしら関わっていると修也は確信した。


  「お前、なんでそんな事をしたんだ」


  「やだなあ高木先輩、何を言ってるんですか。おれは何もしてませんよ」


  「だが、今反応した」


  「そりゃ反応しますよ。だって神楽坂慶司ですよ？　血の第三金曜日の首謀者ですよ、そんな名前が会話の中で出てきたらだれでもビックリしますって」


  「普段のお前ならしないはずだ。こんな名前一つよりも、ずっとエグい相談に乗り続けてきたお前なら」


  「……買いかぶりですよ、先輩」


  「なんで、そんな事をしたんだ？」


  　修也は同じ言葉を繰り返した。


  　見つめる修也、答えない三島。


  　しばし、無言のまま向き合う。


  　真顔の修也に対し、三島の顔は徐々に青ざめていった。


  「証拠は……あるんですか」


  「証拠ですよ。おれがそんな事をしたっていう証拠です」


  「……」


  　修也は黙り込んだ、証拠など持ってはいない。


  　シャノンの履歴を閲覧するまではそう難しいことではない、内部からであれば、セキュリティーホールのあるホームページを書き換える程度の腕があればどうにかなる。


  　しかし、その履歴を何かしらの形で外に持ち出す事になれば話はがらりと変わってくる。国のデータベースに、気づかれないまま侵入と離脱の反復横跳びをするのと同じくらいの難易度だ。


  　修也はそれを持っていない、それを持ち得ない事を三島は当然知っている。


  　故に、こうして強気に出ている。


  「どうしても教えてくれないのか」


  「先輩、その話はここだけにしておいた方がいいですよ」


  「なんだって？」


  「神楽坂慶司のことはタブーです。下手に探れば、学園の上層部が黙っちゃいません」


  「……それは実体験からか？」


  「一般論ですよ。あれほどの事件です、あたりまえでしょ」


  　修也は黙ってしまった。三島がいう事にも一理あるからだ。


  　ある種の脅しにも聞こえるが、大半の人間はそれを忠告だと受け取るはずだ。


  　どうしたものかと、修也が思っていると。


  「おじさん、証拠が必要なの？」


  　それまで黙っていた美沙が口を開いた。


  「必要なのって、持ってるのか？」


  「うん、必要なら用意するよ」


  「そんな事ができるのか」


  「もっちろん、簡単だよ、そんなの」


  　修也は驚いた、それを簡単だと言ってのける美沙に。


  「本当に用意できるのか」


  「うん。ちょっとまってね」


  「た、高木先輩」


  　三島の声に振り向く。すると、違う意味で青ざめている彼の姿が目に入った。


  「先輩は……誰と話してるんですか？」


  　驚き、三島と美沙を交互に見比べた。


  「さっきからぶつぶつと……コンタクトレンズも使ってないのに、誰と話してるんですか？」


  「何言ってるんだ三島、誰って、ここにいる彼女と話してるに決まってるだろ」


  「ここにいる？」


  　息を飲み、後ずさる三島。


  　顔がますます青ざめて、辺りをきょろきょろと見回した。


  　何かを探しているような振る舞いで、美沙がいる所も見たが、見えているようには見えない。


  「ここにいるぞ三島、彼女は─」


  　修也はそう言って美沙の背後に立ち、彼女の背中を押そうとした。ここにいるぞと、三島の目の前に押し出そうとしたのだ。


  　しかし─


  　スカッ、と言う音が聞こえたような気がした。修也の手が美沙の体をすり抜けてしまった。


  　これには修也も驚いた。当たり前のように触れようとして、触れられなかった事に驚いてしまった。


  「ど、どういう事だこれ」


  「ごめんなさいおじさん、黙ってて」


  「え？」


  「後で、おじさんにも説明してあげるから」


  「美沙……」


  　どういう事だ、という疑問がグルグルと頭の中を巡った。それをよそに、美沙はつかつかと、三島の方に向かって歩いて行く。


  　ふと、彼女の身体が光った。まばゆい光が全身をつつむ。


  「な、なんだ？　何がおきてるんだ」


  　その光は見えるものだったようだ。


  　三島は美沙のいる場所を見つめ、後ずさってドアに背中をぶつけた。


  　やがて、光が収まると。


  「これでいいはず」


  「な、なんでおまえは。どこから現われた」


  「ねえ三島くん、あなたさっきから証拠は、って言ってたよね」


  「だ、だからなんなんだ」


  「今から見せるよ、証拠をね」


  「見せる？　どういう事だ─ってメール？」


  　三島は驚き、眼球の動きでコンタクトレンズを操作した。


  　直後、顔が一層驚きに染まってしまう。


  「な、なんだこのメールは！」


  「あなたがした事の証拠ですよ」


  「ど、どうやってこれを……こんなもの銀行部のデータベースから持ち出す事なんて不可能─」


  　言いかけて、ハッとして口をつぐんだ。言ってから失言に気づいた様子だ。


  　彼は修也の方を向き、慌てて弁明した。


  「ち、ちがうんだ高木先輩。今のは─」


  「三島くん」


  　美沙が呼びかける、三島が焦った顔のまま彼女に振り向く。


  「話して」


  「話すことなど何もない！」


  「今話せば、傷は最小限ですむよ？」


  「な、なんの事か分からない。そもそもこれは─」


  「あなた、もっと悪い事をしてるよね」


  「え？」


  「どういう事だ」


  　美沙の言葉に、三島のみならず、修也までが驚いた。


  　もっと悪い事、というのは初耳だ。


  「アクセス」


  　美沙が目をつむると、彼女の目の前にパネルが現われた。


  　修也が使っている白と緑が基調の、サイバーチックなパネル。


  「メガネ型じゃないのに……パネルだって？」


  　その事に驚く修也、次の瞬間、更に驚かされる。


  「冴島勇人(さえ　じま　ゆう　と)の事、しってますよね」


  「─っ」


  　息を飲む三島。一呼吸遅れて、名前と記憶が一致する修也。


  「おととし卒業した冴島先輩のことか？」


  「そう、その冴島勇人さん。その人があなたに相談してたみたいですね、好きな人がいて、今にもストーカーになってしまいそうな事を」


  「……うぅ」


  「そして田中里美(た　なか　さと　み)。彼氏からもらったプレゼントを質屋にいれてる、今までの彼氏からもらったプレゼントは全部質屋に入れてた。前の彼氏と仲直りするために、質屋にプレゼントを入れた履歴を消したいって相談してましたね」


  「や、やめてくれ」


  「一色麻衣、この人は好きな人が─」


  「やめろ！」


  　大声でさけび、美沙の言うことを遮った。


  「もうやめろ、やめてくれええええ」


  　顔をかきむしり、目のまわりをがっしとわしづかみにする。まるで、眼球を今にもほじくり出してしまいたいかのように。


  　


  　


  「やめろ？」


  　美沙がせせら笑った。


  　ひどく冷酷な笑み、まるで生粋のサディストがするような笑顔である。


  「美沙？」


  　名前を呼ぶが、返事はない。


  　聞こえていないはずはない、耳元で囁(ささや)くようなレベルの声でも届く程度の距離だ。


  　なのに、美沙は返事をしない。まったくこっちを見ようとしない。


  「美沙」


  　もう一度名前を呼んだ、反応はない。一歩進み出て、横顔を覗き込んだ。


  　瞬間、背筋に悪寒が走った。


  　そこにいるのは知らない少女に見えた。


  　屈託のない笑顔で「おじさん」と遠慮なく修也を呼ぶ美沙、それ故の愛嬌が彼女にはあった。


  　しかし、今そこにいるのはまるで別人にしか見えない。


  「やめてくれ……やめてくれ」


  「やめてほしい？」


  「やめて……くれ……」


  「そんな事をよく言えたものね。あなたに裏切られた人があの後どうなったのか、教えてあげましょうか」


  「やめろ……聞きたくない」


  「そうね、そんな事、今更聞きたくないわよね。まあ、わたしも鬼じゃないわ、言わないであげてもいいわよ」


  「ほ、ほんとうか」


  　パッと顔をあげて、美沙を見つめる三島。


  　その目は地獄の底まで垂れてきた蜘蛛の糸─救世主にすがるような目になっていた。


  　それを見て、美沙がにこりとわらう。


  「ええ、その代わり」


  「そ、その代わり？」


  「その場で這(は)いつくばりなさい。這いつくばって、アスファルトを舐(な)めなさい」


  「そ、そんな……そんな事出来るはずが……」


  「冴島勇人、あの後つかまったみたいね。結局なにもしてない─」


  「わ、わかった！　わかったから言わないでくれ！」


  　三島は大声を出して、美沙の言葉を遮った。


  　修也は二つの事に驚愕した。


  　一つは、あの三島がここまで取り乱していること。


  　そしてもう一つは、人は弱みを握られるとこうも弱くなると言うことだ。


  　三島は地面に両手両膝をついた。


  　そこまではすぐに出来たが、すぐに動きが止まってしまった。


  　無理からぬ事だ、その先にあるのは、美沙が命じているのはアスファルトを舐めると言うこと。


  　土下座でさえ屈辱なのに、更にそれ以上のことを要求されているのだ。


  　靴を舐めた方がまだしも楽だ、と思わせるような要求である。


  「くっ……うぅ……」


  「早くやって」


  　傍(そば)で聞いている修也でさえ、背筋が凍るような冷酷な口調である。


  「こ、こんなこと─がはっ」


  　目の前で起きたことに、修也は更に驚愕する。


  　なんと、美沙はすらっとした足を上げて、三島の後頭部を踏みつけたのだ。


  　上から地面に押しつけるかのように、頭を踏みつけた。


  　予想していなかった三島が顔からアスファルトに突っ込んでしまう。


  　はじかれるように頭をあげ、顔を押さえる。


  　鼻から赤い血が噴き出している。踏まれたときにうったのだ。


  　鼻血を出させたというのに、美沙は気にせず、更に言った。


  「ほら、舐めなさい」


  「……」


  「舐めないと─続けるわよ」


  「くっ……」


  　直後、三島は口を開き、舌をぺろりと出した。


  　屈辱にまみれた顔で、顔を地面に近づけ─アスファルトを舐めた！


  　ぞっとした、修也はぞっとした、修也はかつてないほどぞっとした。


  　弱みを握られて、目の前で地面を舐めるという光景に背筋が凍るほどぞっとしたのだ。


  「三島……美沙……」


  　つぶやくように二人の名前を呼ぶが、返事はなかった。


  　なぜなら、まだ終わっていなかったからだ。


  「よくできました」


  　美沙は優しい声で、まるで百点を取った子供を褒めるような優しい声で言った。


  　それで顔を上げる三島。表情はほっとしていた。


  　これでもう言われずに済む、と言うのがありありと見て取れる表情だ。


  　次の瞬間、彼は更なる地獄に突き落とされる。


  「約束よ、もう口では言わないわ」


  「……口では？」


  「ええ、口では」


  　そういい、艶然(えん　ぜん)と微笑む美沙。手をすぅとあげて、パチン、と指を鳴らした。


  「なんだ─えっ？」


  　みるみるうちに、顔が驚愕の色に染まっていく三島。


  　直後、彼は耳を押さえ、暴れ出した。


  「やめろぉ、やめてくれええええ！」


  「あら、ふふふふふ」


  「やめてくれえええ、それ以上言うな！　おれにきかせるなあああ」


  「ふふふ、あは、あははははは」


  　絶叫する三島に、哄笑(こう　しょう)する美沙。そして訳わからずにぽかんとする修也。


  「何が起きてるんだ？」


  「ハッキングしたのよ、この人のデバイスに」


  　様変わりしてからはじめて、美沙は修也の方を向いて、言ってきた。


  「ハッキング？」


  「ええ、この人のデバイスにハッキングして、耳元で直接言いたいことを言ってあげてるの」


  「い、言わないんじゃなかったのか」


  「言ってないもの、口では。あれは音声ファイルを再生してるだけ。約束は破ってないよ」


  「美沙……」


  「やめてくれ……」


  　地面にがっくりとうなだれて、すっかり弱って、精根尽き果てた様子の三島。


  「わかった、音声をやめてあげる」


  　言うと、三島は顔を上げ、恩赦を得たかのような顔で美沙を見た。


  「今度は映像ね。動画と写真、全部あなたに裏切られた人、それの現状よ」


  「えっ─うわああああああ！」


  　更なる絶叫。


  　何が行われているのか、今回はわかってしまった。


  　コンタクト型のＡＲデバイスにハッキングしたまま、今度は映像を再生させたのだ。


  　音だけではなく、映像も。


  　それをされた三島はまるで狂ったかのように絶叫した。


  　修也は戦慄した。


  　何度も持ち上げては落とす、終わったとほっとした瞬間更なる地獄にたたき落とす。


  　よほどのサディストでもここまではしないぞ、と思った。


  「ここまで……する必要はあったのか」


  「ある……よ」


  「─っ！」


  　修也はびくっとした。背後から聞こえてくる思いがけない声におどろいた。


  　おそるおそる振り向くと、くるみの姿がそこにあった。


  「来てたのか」


  「うん……」


  「えっと……」


  　修也はおそるおそるくるみを見た。美沙同様、彼女も豹変するのではないか、と怯えてしまっている。


  　しかしそれは無かった。くるみはいつも通り、陰気な様子のまま美沙の横に並んで、言った。


  「ごくろーさま」


  「どうですか、くるみさん」


  　


  「……成功」


  「成功？」


  「ハッキング……成功」


  「えっ？」


  「一種の催眠術みたいなものです」


  　美沙が人差し指を立てて、説明した。


  「コンタクトレンズにハッキングして、視覚と聴覚の両方から刺激を与えて脳をマヒさせた。今のこの人は自白剤をうたれた様な状況になってます」


  「そんな事が出来るのか」


  「条件が揃わないと……無理」


  「条件？」


  「本人が一番罪悪感を抱いてる秘密を、証拠つきで突きつけてやるんです。せっかくだから、それを本人の口から聞きましょう」


  　美沙は三島に向かって、命令口調で言った。


  「今からわたしがする質問にすべて正直に答えて」


  「はい」


  「あなたが持ってる秘密を話して」


  　その質問に三島は一瞬体を強(こわ)ばらせてから、起伏のない口調で話し出した。


  「おれは、みんなを脅してた。おれに秘密を打ち明けて、相談してきたみんなを」


  「どういうことだ？」


  「……」


  「最初は……ただ彼女がほしかっただけなんです。普通の彼女がほしかったんです。でも、出来なかった。おれ、部内じゃとってもいい人だって、なってたんです」


  「……ああ」


  　うなずく修也。とってもいい人、善人。それが部員の間にある、三島に対する共通認識だ。


  「とってもいい人……どうでもいい人。そういうのを何十回と経験してきた。女の子に告白するとね、決まってそれで断られるんですよ。とってもいい人だけど、友達以上にはみられない、って」


  「……」


  「それが、十三回。十三回繰り返されました。十三回目に断られた直後に、おれは気がついたらぼそっと漏らしてました。お前、兄貴と付き合ってたくせに、って」


  「えっ」


  「その秘密をバラされたくなかったらおれと付き合えって、言いました。そうしたら─」


  「まて！」


  　修也は大声をだして三島の告白を止めた。自白剤をうたれた様な、一種の心神喪失状態。


  　淡々とした語り口は、とんでもない事実を口にしてしまいそうだった。


  　だから修也は止めた、止められた三島は茫漠とした表情のまま、口を閉ざしてしまう。


  　よく知っているはずの後輩の知られざる一面。それをみてしまった修也もまた、衝撃を受けてしまう。


  「それをネタに脅迫した訳か」


  「それだけじゃないけどね」


  「えっ？」


  　驚き、美沙をみる。


  「三島くん、その女の子の後に相談しに来た人達をどうしたの？」


  「相談された事を、全部記録した」


  「記録して、どうしたの？」


  「相談した人間を、脅迫した」


  「なっ！」


  「女の子も？　男の子も？」


  「両方した、金と、体、色々要求した」


  「お前……お前ぇ！」


  　修也は拳を握って、殴りかかろうとした。しかし手首をがっしとつかまれて、パンチを振り抜くことが出来なかった。


  　みると、いつの間にかやってきた健二が手首を掴んでいた。


  「離せ！　こいつに一発」


  「それは後だ、今の状況で殴っても大して意味はない。正気に戻った後じゃないと」


  「じゃあ今すぐ正気に戻せ」


  「それも後だ、こっちの用事を、一番の用事を済ませてからだ」


  「一番の用事？」


  　訝しむ修也。その横をすり抜けて、美沙が三島の前に立ち、まっすぐ瞳を覗き込んで、聞く。


  「三島くん、神楽坂慶司の記録を改ざんしたのは、あなたの意思？」


  「違う、脅迫された。おれがやったことで、脅迫された」


  「─ッ」


  　修也は息を飲んだ、そうだ、それが一番の目的だ。


  　同時に、ある意味安心した。悪行をネタに強請(ゆ　す)られたということは、自分の意思で偽装に関わったわけではないと言うことだ。


  　それで安心した修也だが、次の瞬間、気分は地に叩き落とされる。


  「魔女に、脅迫された」


  「あいつに!?」


  　魔女というあだ名は、銀行部の重鎮である少女をさすものだった。


  　


  　　　◆　　　


  　


  　三島の処置を終えたあと、修也は美沙達を連れて、その場から離れた。


  　住宅街にある児童公園、その中に入って、美沙と改めて向き直った。同行しているくるみや健二には目もくれず、美沙の目をまっすぐ見つめて、詰問した。


  「おまえは一体何者なんだ」


  「どうしてわたしに聞くの？」


  　メガネを掛けて、目つきが鋭くなった修也はパネルを一枚、彼女の目の前に突きつける。


  「ここに来るまでに調べた、神楽坂慶司に妹なんていなかった。彼は一人っ子だ」


  「……」


  「それにさっき三島はおまえの事が見えていなかった。おまえの体が光った後はじめて見えるようになったような感じだった。あれは一体なんなんだ、おまえは一体何者なんだ」


  　修也は立て続けに質問をぶつけた。


  　三島の家からここにやってくるまでの間に、コンタクトレンズでいろいろ調べた。


  　健二とくるみに関しては概(おおむ)ね彼らが自己申告した通りの人物像そのものだった。一部食い違いがあるが、有名人の情報がネット上で多少歪曲(わい　きょく)されて伝わることを考えれば、それは誤差だと割り切れる程度のものだ。


  　しかし、美沙に関してはまったく情報がなかった。そもそも、神楽坂慶司に妹なんて存在しない。


  「ありがとう、おじさん。おじさんのおかげで必要な情報が全て手に入った、敵の正体もわかった。これで兄さんを助け出すことが出来ます」


  　美沙はそう言い、腰を直角近くに折って頭を下げた。


  「礼はいい、それよりも質問に答えてくれ。おまえは一体何者なんだ」


  「美沙、答えなくていい」


  「必要……ない」


  　健二とくるみが言った。修也は二人をキッとにらんでから、また美沙を見る。


  　修也と美沙、しばし見つめあったあと、美沙が観念したように語り出す。


  「わたしは、ＡＲなんです」


  「……え？」


  　修也はいくつかの答えを予想していたが、美沙から返ってきたのはそのどれでもない、想像の斜め上を行くものだった。


  「ＡＲって、あのＡＲか？」


  「はい、そうです」


  「……空間ネットワーク」


  　横からくるみがつぶやくように補足した。


  「電波などの信号を一定の空間内にとどめておく第二世代型ネットワーク技術。それを応用して、人の体積ほどの空間に信号を固定化させて、映像と音声を常時映し出す技術。それがわたしに使われたＡＲの技術」


  「そんなものが……あったのか」


  「はい、もっとも、その技術が出来るのは鮮明に映像を映し出す事だけ。ホログラムの先の先、三世代ほど先の技術で鮮明な映像を再生することだけ。つまり本当はただの立体映像なんです。そこに、制御ソフトとして、兄さんが開発したＡＩを試験的に組み込みました」


  「あっ、そういえば人工知能の開発者だって……」


  「……正確には、自然言語専攻」


  　補足するように言うくるみ。


  「自由に空間を設定して、映像を出力する技術と、人工知能。この二つを組み合わせたらどうなるって思いますか？」


  「幽霊」


  　答え合わせする口調で修也が言う。


  「みえるし会話も出来るけど、触ったりする事が出来ない幽霊のような存在がそこにできあがる」


  「そうです、それがわたしなんです」


  「なるほど。でも、なんで彼の事を兄さんなんて呼んでるんだ？　そういう事なら父さんの方があってるんじゃないのか？」


  「兄さんが嫌がったから、おれはまだ父親って呼ばれるような歳じゃない！　って最初の頃に言って」


  「変なところにこだわるな。いやこの学園の学生らしいか」


  　苦笑する修也、神楽坂慶司の変に人間くさい一面を偶然知ってしまったような気がした。


  「それで、兄さんを助けるためにいろいろ方法を探してたの、そこで、おじさんの事をしって、おじさんなら……って思って」


  「……そうか」


  「ありがとうございます、おじさん」


  「……ありがとう」


  　美沙だけじゃなく、くるみまで深々と頭を下げた。


  　不思議ちゃんなイメージがついた彼女にまでそうされたのは驚きだが、それがかえって、彼女達にとって神楽坂慶司がどれほどの存在なのかわかった様な気がした。


  「それよりも、おまえ達はこれからどうするんだ？」


  「なんとか兄さんを助けます。敵の正体がわかったので、何とかなると思います」


  「魔女か……あいつは手ごわいぞ」


  「一番怖いのは敵が正体不明のままなことです」


  「ごもっともだな」


  「本当に、ありがとうございました」


  　美沙はもう一度腰を折って、礼を言った。


  「これからどうするんだ？」


  「しばらく身を潜めます。不正を公開する一番ベストなタイミングまで」


  「その間に証拠隠滅される可能性があるぞ」


  「大丈夫ですよ、おじさん言ってたじゃないですか。シャノンの記録は何があっても完全に消すことは出来ないって」


  「そうだったな」


  　修也はにこりと笑った。神楽坂慶司の身の潔白を証明するシャノンの記録は何があっても消すことは出来ない。それは学園都市四国の学生、銀行部の人間の間での常識だ。


  「じゃあ……さよならおじさん、本当にありがとうございました」


  「ああ、気を付けてな」


  　修也はそう言って、立ち去る二人の後ろ姿を見送った。


  　去りゆく二人、その後ろ姿をしばし見つめていたのだが。


  「美沙！」


  「はい？」


  　美沙は立ち止まり、彼に振り向いた。


  「アクセス、ドーム、エンジェルエッグ起動」


  　訝しむ美沙に、修也はパネルドームを起動させた。パネルを内側にではなく、全て外側……美沙達に見える様に外側に向けた。


  　本人はその裏に隠れて、彼女達に顔を見せないようにして、言った。


  「アプリ起動、四国シミュレータＬｉｔｅ」


  「これは？」


  「知りあいが作ったアプリでさ、フルバージョンだとスパコンをつかって未来予測するものなんだけど、ＡＲデバイス用のＬｉｔｅ版は占い用に機能をオミットしてるものだ」


  「はあ」


  「作った本人曰く、10％の確率であたるらしい」


  　修也はそういい、後輩の三井がアプリの案内に従って、占いに必要な項目を入力していった。


  　しばらくして、パネルに映像が映し出される。


  「あっ……兄さん」


  「……慶」


  　それをみた二人の女が感極まったような声をだした。そばにいる健二も眉がびくっと動いた。


  　パネルの中には、笑い合っている四人の姿が映し出されている。


  「占いの域をでないし、こんなことくらいしか出来ないけど」


  「ううん！　ありがとうございます！　おじさん」


  「頑張れよ」


  「はい！」


  「……じゃあね」


  　最後に別れの挨拶を交わして、今度こそ、三人は街角に消えていった。


  　それを見送った修也。


  　三井の占いアプリ、四国シミュレータＬｉｔｅ。


  　三井はあたる確率が10％と言った、その時は成程と思った。


  　そのあとやった本家のシミュレータがバグったとも言っていたから、精度はもっと低いものだと思ったが。


  「案外、50％くらいあるんじゃないかな、あたる確率が」


  　つぶやく修也。


  　今ならそう思う、シミュレータがバグっていない事を知った今なら、占いの方の性能にも期待するようになった。


  　今し方表示された彼らの未来が現実になる事を祈りつつ。


  　


  　修也は、覚悟を決めた。


  
    エピローグ

  


  　


  　


  　ＡＲ空間の中、メガネを掛けた修也はまっすぐ進んだ。


  　最初は何もないサイバーチックな空間だったが、ある瞬間を境に、パリーン、とガラスが割れたような音と共に、まわりの景色が変わった。


  　雲の上に浮かんでいるような空中庭園。放射線状に広がっている中心で、花に囲まれるように存在するテーブルと椅子。


  　そこに座っている一人の少女。


  　身長は比較的小柄の部類で、胸の露出が多い深紅のナイトドレスが地面に広がっている。肘を覆うフィンガーレスのロンググローブが色気を増している。


  　長い髪は緩いウェーブがかかっていて、優雅な空気を追加で乗せている。


  　修也は彼女をまっすぐ見つめ、彼女も修也をまっすぐ見つめかえした。


  　魔女、本名不詳年齢不詳の女。一説には銀行部の創設からいたという、謎めいた存在。


  　そんな魔女に、修也は話しかけた。


  「お久しぶりです」


  「来たわね、昼行灯(あん　どん)」


  　艶然と微笑む魔女。


  　親しみの籠もった口調と笑みで修也を出迎える、が、どうにも穏やかな雰囲気ではない。


  　一言で言えば、目が笑っていない。


  「やめてください、その呼び方」


  「あらどうして？　銀行部きっての昼行灯じゃないの」


  「そんな風に呼ばれて喜ぶ人間はいません」


  「あら、言葉は移ろうものよ」


  　魔女はクスクス笑う。


  「昼行灯の意味も、今となっては『転じて』いるのではなくて」


  「だとすれば買いかぶりです、言われて素直に喜べません」


  「謙遜が過ぎるわ、昼行灯」


  　同じ言葉を繰り返す。


  　今度は、まったく違うニュアンスになった。


  　修也は背筋がぞくりとした。眇(すが)められた魔女の目が恐ろしかった。


  「過去十年の銀行部の実績、そのほとんどにあなたが絡んでいる。大小様々、成功した事の裏に常にあなたがいた。にもかかわらずあなたの功績はほとんどたたえられていない。唯一、長らく在籍したと言うことで、『温情』で卒業後オブザーバーに収まった」


  「……みんなが頑張ったからです、おれはみんなの手伝いをさせてもらったに過ぎません」


  「エンドオブファイル」


  「─っ！」


  　修也はびくりとなった。


  　魔女の言葉はストレートに突き刺さった。


  　ソフト屋としてナンの変哲も無い言葉。


  　しかし、既に過去の遺物となりつつある言葉。


  「銀行部のデータベース、絶対消せないようなシステムにしたのは誰かしら」


  「……みんなですよ」


  「エンドオブファイル、あのシステムのコードの最後に全部それがついてたわ。あなたのクセよ」


  　エンドオブファイルというのは、コンピュータのファイルの末尾につける記号で、コンピュータに「ここが最後だよ」と知らせるための記号だ。


  　大昔コンピュータの処理速度がそれほど速くなかった頃に、コンピュータに余計な負担をかけさせないために出来たものだが、そのコンピュータの速度が上がってからは、演算に多少のロスがあってもまったく問題なくなったので、使うプログラマーが急速に減っていった。


  　修也はそれを使うクセがある。それをあえて使う事はプログラムを組む段階でのミスを増やす事になるが、それでも修也は使っていた。


  　そこには彼なりの美学とこだわりがある。『エンジェルエッグ』に似たこだわりが。


  「あなたにそのつもりはないでしょうけど、実質署名のようなものになっているわ」


  「……」


  「正直驚いているのよ。あなたらしくない。あんな小娘たちにいい様に使われるなんて」


  「あなたもおれの事買いかぶりすぎです。言ったはずです、おれはただのプログラマーだって」


  「あなたをこれ以上銀行部内に置いておくわけにはいかなくなったわ」


  「どうするんですか？」


  「七人会議の決定を通達します」


  　魔女の顔から笑みが消えた。


  「高木修也は本時刻をもって銀行部のオブザーバーを解任、ならびに銀行部における全ての実績を抹消」


  「抹消ですか。理由は？」


  「贈収賄が確実なものと判断。ハイヤー、乗ったでしょう」


  「あれですか」


  　修也は苦笑いする。まさかそこを持ってくるとはおもわなかった。


  　が、確かにそれは理由になる。七人会議のメンバーにもよるが、多数決をとったら意見が割れる程度のものではある。


  　普段でも異議申し立てが難しい案件、いわんや現在の状況では、というものだ。


  「これであなたは全てを失ったわ。優秀な生徒として卒業して、この学園都市で手に入れられるはずだった輝かしい未来を全て、ね」


  「抗(あらが)っても、無駄なんでしょうね」


  「当然でしょ」


  　魔女は器用に、口角を片方持ち上げる。


  「この四国で一番力をもっているのは、結局の所現役の学生なのよ」


  「だからあなたも、ずっと学生のままでいる、と言うことですか」


  「昼行灯を演じながらね」


  「……はは」


  　修也は苦笑する。


  　次の瞬間、まっすぐ魔女を見た。


  　メガネの下で目がすうと細められる。


  　後輩がシミュレートしてくれた未来の、断片的な情報を思い出しつつ。


  　学生になる─留年ではない。


  「アクセス、アドミニストレータ、ドーム」


  「無駄よ、今更何をやっても、学生ではないあなたに全てを取り戻すことはできないわ」


  「そうでしょうね、失ったものは取り戻せないし、学生ではないものは学生に対抗できない。この四国の常識です」


  「……」


  　魔女の笑みが消えた。修也の言葉から、何かを感じ取った様子だ。


  「エンジェルエッグ起動。新入生としての手続きを」


  「なっ─」


  「登録名……シュウヤ・タカモリで」


  　デバイスがめまぐるしく稼動し、やがて、ぴっ、という音がなった。


  「手続き終了。これで、おれは学園のぴかぴかの一年生って事になりますね」


  「あなた……」


  「おれはですね、この学園の事が好きなんです。学生達が大まじめにバカをやる、この楽園の事が大好きなんです」


  「……」


  「そして今、この学園にいろんな事が起きてます。きっとそれも、学生じゃなくなった人間はどうしようもなく、蚊帳の外におかれるでしょう」


  「だから、なの？」


  「そう、だからおれは、学生に戻ります。再入学してもう一度学生をやります」


  　パネルのなか、修也はまっすぐ魔女を見て、宣言する。


  　


  　


  「学生達のパラダイスに、もうちょっとだけ協力するために」


  学園都市構想リボルト
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